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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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十月二日　月曜日　午後三時三十五分（日本標準時）

日本　東とう京きよう都と八はち王おう子じ市し高たか尾お山さん東部　和モダン三階建一軒家〈二階・勇ゆう者しやの部屋〉






　カーテンが閉め切られた薄うす暗ぐらい室内をパソコンのファンが回る音だけが支配していた。

　室内にはパソコンの他にベッド、ソファー、液えき晶しようテレビ、本棚など生活感のあるレイアウトが一通りそろっているが、薄暗いせいかどこか閑かん散さんとした雰ふん囲い気きさえ感じる。

　そして──

　淡あわい光を放つパソコンのディスプレイの前にいるのは、くすんだ青色のジャージに身を包んだ、髪かみがボサボサで死んだような目つきをした少年。

　彼はパソコンでＦＰＳゲーム（プレイヤーの目線で眼前に迫る敵を銃じゆうで撃うって進むゲーム）をしていた。マウスで敵兵をポイントしてはクリックし、マシンガンで撃ち殺していく。ヘッドホンから流れてくる銃声を聞きながら少年がぼそりと呟つぶやいた。

「はぁ……死にたい……」

　この発言を深刻に捉える必要はない。これは彼特有の勝手に口から零こぼれるセリフの一つだ。決して本気で死にたがっているわけではないので心配しなくていい。

　そんな陰いん々いん滅めつ々めつとした部屋にノックの音が響き渡る。

「ねえ、勇者。ちょっとお話があるんだけど、いいかしら」

　ドアの向こうから聞こえてきたのは落ち着いた女性の声だった。少年が無視してゲームを続けていると、

「ねえ、勇者……聞こえてる？」

　勇者と呼ばれた少年は耐たえかねたようにヘッドホンを取ると、ドアに向かって叫ぶ。

「もー、なんだよ母さん！」

「ご、ごめんね。でも、そんなに怒らなくても……」

「……別に怒っちゃいないよ。で、話ってなに？」

「あなたが学校に行かなくなってからもう三か月も経たつわよね？　あのね、さすがにもうそろそろ高校に行った方がいいと思って……」

　少年はうんざりしたように首を振る。

「またその話？　学校なんか行きたくないって言ってるだろ」

「で、でも……」

「僕が行かないと言ったら行かないの！　学校なんか何の意味があるってんだよ、まったく」

　後半のセリフも彼の口から常に零れる口癖の一つである。

　そうやって少年がぶつくさ呟いていた時だった。パソコンの画面上で敵兵が手しゆ榴りゆう弾だんを放ほうり投げてきてプレイヤー兵の側そばに落ちてきたかと思うと、爆発して画面が真っ赤に染まり、それに巻き込まれたプレイヤー兵は、敢あえ無なく戦死した。

　少年は頭を抱えて叫び出す。

「あー！　母さんのせいで僕死んじゃったじゃん！」

「え、え？　な、なんのことかわからないけど、ごめんなさい」

「あー、もう！　わかったから、もう放っておいてくれよ！」

「う、うん。ほんとにごめんね？　……あ、さっきドアの前に置いておいたご飯、まだ食べていないじゃない。お願いだからこれだけはちゃんと食べてね？　じゃあ、お母さんもう行くから」

　それだけ言って声の主はドアの前から去って行ったようだった。

「……ふん」

　少年は小さく鼻を鳴らすと再びヘッドホンを被かぶり、パソコンの画面へと向き直る。そしてまた画面の向こうで不毛な戦いを繰り広げるのだった。

「はあ……死にたい……」

　本日二回目の呟き。

　しかし、しばらくしてからのことだ。再びノックの音がした。

「ねえ、勇者。ちょっといいかしら？」

　少年はヘッドホンを乱暴に取り外すと、ドアの向こうに向かって叫ぶ。

「もー！　放っておいてくれって言ったろ！」

「そ、そうなんだけど……。でもね、学校からお友達が来てくれたみたいなの」

　少年の眉まゆがぴくりと反応する。──学校の友達だって？　少年に友達なんていなかった。今さら学校の奴らが一体なんだってんだよ？　少年は訝いぶかしく思いながらもこう答える。

「……とりあえず追い返して」

「え？　で、でも、新しく学級委員長になった子が、ご挨あい拶さつにってわざわざ来てくれたみたいなんだけど……」

「いいから追い返してよ！　今さら学校の奴らに会うつもりなんかさらさらねえんだよ！」

　少年が声を荒らげると、ドアの向こうからすすり泣く声が聞こえてくる。

「そ、そんな乱らん暴ぼうな言い方しなくたって……ぐすん」

「あ、ご、ごめん。いや、別に母さんにキレてるわけじゃないから。母さん大好き。だから泣きやんで？」

「う、うん」

　ドアの向こうにいる母親はそれでどうにか持ち直したようだった。

「と、とにかく、僕には学校の奴らと会うつもりはないから。悪いけど帰ってもらって」

「……わかったわ。そう伝えるね」

　ドアの前から去る気配。母親は健けな気げにも少年の言葉を伝えに行ったようだった。

「……まったく……学校がなんだってんだよ。学校なんか大嫌いだ」

　少年が忌々しげに呟いて──間もなくのことだった。




　どかあああああああああああああああああああんっ!!




　とんでもなく大きな音で、いきなり部屋のドアが吹き飛んだ。その吹き飛んだドアは部屋の端はしに置いてあった液晶テレビに突き刺さり煙けむりを上げていた。

「……は？」

　あまりに突然のことに、少年は唖あ然ぜんとした声を上げることしか出来ない。

　少年が煙を上げている液晶テレビからゆっくりと視線を部屋の入口の方へと移していくと、部屋の前に誰かがいた。

　左手を突き出すようにして立っているのは一人の少女だった。セーラー服に身を包んだ彼女は、恐らく少年と同じくらいの歳とし頃ごろだろう（ちなみに少年は十六歳である）。

　──しかし、どう見ても普通の人間とは様子が違った。金の髪にダークブラウンの肌、そして極めつけは尻尾しつぽと羽と角が生えているではないか。普通の人間にそんなものは生えていない。












「な、なんだよ……お前……？」

　少年は茫ぼう然ぜんとしながらも辛かろうじてその質問を口にする。すると少女はにやりと口の端はしを吊つり上あげながら、

「我われか？　我こそは学級委員長、魔ま王おうなり」

（は？　魔王だって？）

　普通だったらここはそう思うところだろう。しかし少年が気を集中させると、彼女から放たれている尋じん常じようではない量の魔力に気付く。彼女は魔王……確かにそうとしか受け止められないほどの強大すぎるほどの魔力を漲みなぎらせていた。

　何な故ぜここに魔王がいるのかはわからない。しかし魔王が目の前にいることは事実としか受け止めようがなかった。

　──そう、勇者たる自分の仇きゆう敵てきとも言うべき魔王が。

　彼はとっさに壁かべに掛けてある聖せい剣けんへと手を伸ばす。──しかし、

「ま、待て待て！　我は別に戦いに来たわけではないんだって！」

　少女は慌てて弁明してくる。彼は手を止めながらも訝しげに訊きき返かえす。

「……じゃあ、魔王がわざわざ俺のところに何しに来たんだよ？」

　すると魔王少女は鞄かばんの中をごそごそとやってから紙の束を取り出し、それを少年の方へと差し出してくる。

「我はお前にプリントを届けに来てやったのだ」

　少年は益ます々ます訝しげな顔になっていた。

「……は？　プリントを届けに来ただって？」

「そうだ」

「……魔王が、わざわざ？」

「その通りだ。この魔王が自らお前のために溜たまっていたプリントを届けに来てやったのだ。感謝にむせび泣くがよいぞ！」

　魔王は偉えらそうに踏ふん反ぞり返かえっていた。

「は、はあ。どうもありがとう……」

　少年は今の状況が一体なんなのか全く分からなかった。しかし、一応お礼を言いながら差し出されていたプリントの束を受け取った。

「ふはははははっ！　なあに、気にするな！　これでも我は学級委員長なのだからな！　当然のことをしてやったまでだ！　ふは、ふははははははははははははっ！」

　頷うなずきつつ一人で楽しそうに哄こう笑しようする魔王少女と、唖然とした顔でそれを眺ながめる少年。そこには変な空間が出来上がっていた。

　やがて魔王少女は満足したのか、

「ではな！」

　それだけ言い残してあっさりと踵きびすを返し、少年の部屋から去って行ったではないか。その顔は何故かとてつもなく晴れやかだったという。

　しばらくしてから階下で魔王と母親が挨拶をしている声が聞こえてくる。

「おお、勇者の母はは上うえ殿どの！　邪じや魔まをしたな！」

「あらあら魔王ちゃん。もう帰っちゃうの？　今お茶を持って行こうと思っていたのよ」

「どうぞお構いなく！　我は学級委員長として当然のことをしたまで！　お気き遣づかいは無用ですぞ！」

「まあまあ、本当にありがとうね」

「いや、なあに！　それでは我はこれにて失礼をする！」

「魔王ちゃん、女の子なんだから気を付けて帰るのよ？」

「心配はいりませんぞ！　何故なら我は魔王なのだから！　痴ち漢かんが出てきたところで返かえり討うちにしてやりましょうぞ！　それでは御ご免めん！　ふは、ふははははははははははははははははははははははっ！」

　それは一介の母親が魔王と交わす会話だとはとても思えなかった。

　魔王のそのご機き嫌げんな笑い声はやがて家の外へと消えていったようだが、それでもしばらく窓の外から笑い声が聞こえ続けていた。

　少年はプリントを持ったまま呆ぼう然ぜんと動けないでいる。

　しかしやがて魔王の笑い声が聞こえなくなった頃合いに、

「……マジでなんだったの、あいつ？」

　そう呟くのがやっとに見える少年は、吹き飛んだドアにクラッシュされた液晶テレビの惨さん状じようへと目をやると、盛大なため息を吐ついた。

「……どうしてくれんの……これ」

　もうまともに思考能力が働かない少年は、茫然と立ち尽くし続けるしかなかった。
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　西せい暦れき２０００年。太平洋のど真ん中に巨大な隕いん石せきが落ちた。

　その隕石は大陸となり、その中心に『ユグドラシルの樹き』が屹きつ立りつした。ユグドラシルの樹は『マナ』と呼ばれる成分を大気中へと放ち、地球上に魔力が満ちた（これにより人類は魔法を使えるようになる）。

　隕石と共に地球へとやってきた亜あ人じんたち（エルフや獣人など）は人類に警けい告こくした。やがてこの宇宙を滅ほろぼさんとする魔ま王おうが地球へとやってくる、と。

　普通の兵器では歯が立たないという魔王に対抗するために人類は亜人たちと協力し、戦士を育成することになった。

　──それこそが『勇ゆう者しや育成計画』である。

　魔法使いや剣士、僧そう侶りよなど、たくさんの戦士たちが育っていく中、ついに待望の勇者が現われる。ユグドラシルの枝に生なる、選ばれし者にしか抜けないという聖剣を一人の若者が引き抜いたのである。かくして人類は魔王に対抗する手段を得たのだった。

　そして西暦２０１７年、亜人たちの予言通り魔王が地球へと降り立った。

　しかしながら、魔王は地球に降り立つなり人類に対して和平を申し出てきたのである。

　人類は面めん喰くらいながらも魔王の和平交渉を受け入れた。そして──

　勇者はいらない子になった。





十月三日　火曜日　午後三時二十八分（日本標準時）

日本　東とう京きよう都と八はち王おう子じ市し高たか尾お山さん東部　和モダン三階建一軒家〈二階・勇者の部屋〉






「はあ……死にたい……」

　山やま本もと勇者（本名である。山本が名字で勇者が名前）は今日も今日とてお決まりのセリフを呟つぶやきながらパソコンに向かっていた。

「くそっ。死ね、死ね、死ね」

　今やっているゲームは昨日と同じＦＰＳ、銃を撃つゲームだ。敵兵に向かって銃を撃ちながら暗い独り言を吐き捨てている勇者は本当に果てしなく暗かった。

　画面上で九連続キル（九人連続で敵兵を殺すこと）を達成すると、

「ふっ。俺の前に立つからそうなるのさ」

　そう言ってニヤリとこれまた薄暗い笑みを浮かべる。もう本当にどうしようもなく暗い。彼が勇者だと言ってももはや誰も信じないことだろう。

　そんな時、突とつ如じよ轟ごう音おんが響き渡る。




　どがああああああああああああああああああああんっ!!




「……は？」

　見れば昨日と同じようにドアが吹き飛んでいた。

　さらには昨日と同じように液晶テレビにドアが突き刺さって煙を上げているではないか。せっかく母親の回復魔法で直してもらったばかりだというのに……。

「勇者よ、泣いて喜べ！　また我が来てやったぞ！」

　彼が部屋の入口の方を見ると、そこには嬉うれしそうな顔で踏ふん反ぞり返かえっている魔王の姿があった。今しがたの爆風で金の髪とセーラー服のスカートを風に靡なびかせている。

　勇者はヘッドホンを乱暴に頭から取り外すと、無言で魔王へと歩み寄り、眼前で彼女を睨にらみつけ、ドアが突き刺さり煙を上げている液晶テレビを指差しながら、

「お前さ……俺の部屋のドアと液晶テレビになんか恨みでもあるの？」

　剣けん呑のんな雰囲気の勇者に、魔王のこめかみから汗が一筋流れ落ちる。

「あ、あれ？　もしかして怒っておるのか？」

　勇者は口をひくつかせながら、

「逆に訊きくけど、怒られないとでも思っているわけ？」

「ひ、ひええ……」

　目の前にある勇者のド迫力の笑顔に魔王は怯おびえていた。

「……それともう一つ、なんでわざわざドアを破壊するのか聞いてもいい？」

「え？　そ、その方が魔王っぽいと思って……」

　こめかみから汗を垂れ流す魔王に、勇者は一層凄すご味みのある笑顔で、

「ねえ、今すぐあの壁にかけてある聖剣でお前を斬きり殺ころしていい？」

　魔王はそのセリフに大慌てになっていた。

「わ、悪かったって！　もうドアを壊したりしないから！　許してくれ！　な？　この通り！」

　両手を合わせて必死に謝る魔王に、勇者は大きなため息を吐くしかなかった。

「……わかったよ。わかったって。もういいから。……で、今日はまた何か用なのか？」

「あ、ああ。またプリントを届けに来てやったのだ」

　そう言って鞄をガサガサと漁あさり、数学のプリントを差し出してくる魔王に向かって、勇者は呆あきれ気ぎ味みの声で訊くのである。

「……なあ、お前って本当に魔王なんだよな？」

「む？　いかにも。我こそが魔王であるぞ」

　魔王──本来は人類や亜人たちの不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵にして最強最悪の力を持った存在である。確かに目の前の女の子からはとてつもない力を感じる。魔王と言われても疑いようのない凄すさまじい力だ。

　しかしその魔王が勇者である自分に向かって甲か斐い甲が斐いしくプリントを差し出してきているのはどういうことだ？　勇者は心底困惑していた。

「……俺さ、学級委員長の魔王がプリントを届けに来てくれている現実が、未いまだに受け入れられないんだけど……」

　魔王は首を傾かしげる。

「なんでだ？」

「学級委員長をやっている魔王なんて、恐らくお前が史上初だからだ」

「あははっ！　面白いことを言うなお前！　さすが勇者だ！」

「俺は何も笑えねえよ……」

　まったくかみ合わない勇者と魔王だった。

　そんな時、魔王が不意に話を変える。

「ところで勇者。昨日も思ったけど、お前あれで何をやっているのだ？」

　彼女が指差しているのは先程まで勇者が座っていた場所にある──パソコンだった。どうやら魔王はパソコンの画面に映っているものを示しているようだ。

「え？　あ、ああ。あれはＦＰＳのゲームだよ」

「えふぴーえす？　なんだそれは」

　魔王は勇者の横を通って勝手に部屋の中へと入ってきてしまう。

　当然、勇者は慌あわてた。

「お、おい」

「おお、これは『パソコン』というやつだな。そのパソコンの画面の中でなにやら人間どもが戦っておるようだが？」

　食い入るようにパソコンの画面を見つめる魔王に、勇者はため息を吐きながら仕方なく説明してやることにした。

「だから、そういうゲームなんだよ。銃の撃ち合いをして敵兵を殺やっていくゲームだ」

「おお、なんだか殺さつ伐ばつとしたゲームだな。なんとも我好みだぞ！　なあ、ちょっとやって見せてくれよ？」

「ええっ？　ま、まあ、いいけどさ……」

　そう言いながらも勇者はどことなく嬉しそうに見えた。何な故ぜなら引きこもりである彼にとって、自分の得意なゲームを見せびらかせる機会はほとんどないからだ。

　魔王にも音が聞こえるように勇者がヘッドホンをパソコンから抜き取ると、スピーカーからゲームのＢＧＭが鳴り始める。勇者は椅い子すに座るとマウスを握り、また説明する。

「目的は単純なゲームだよ。敵兵を銃のレティクル──つまりスコープで照しよう準じゆんを合わせるための線なんだけど、その線に合わせて銃を撃って敵兵を殺す。ただそれだけだ」

　そう言って実演をして見せる勇者。画面の中のプレイヤー兵がジャングルステージの中を進んでいくと、横切った敵兵に素早く照準を合わせマウスをクリックする。すると画面の中のプレイヤー兵はアサルトライフルをぶっ放し、目の前の敵兵の体に弾を数発めりこませて倒した。

「おおお！」

　後ろで感かん嘆たんの声を上げる魔王。勇者は続けて二、三人敵兵を倒して見せて実演を終了した。

「やるではないか勇者！　いとも簡単に敵兵を殺してしまったぞ！」

「ま、まあね。実際、敵も全国のプレイヤーなわけだけど、まあ俺の敵じゃないかな」

「ほおおお……！」

　素直に尊敬の眼差しを送ってくる魔王に、勇者は悪くない気分だった。とても悪くない気分だった。基本的に引きこもり生活を送っている彼は貶けなされることはあっても褒められることはないので、こういう状況はとても稀まれだったのだ。

　だから、

「我もやりたい！」

　魔王がそう言った時、勇者はいともあっさりと承しよう諾だくしてしまう。後で後悔するとも知らずに……。

「しょ、しょうがねえなあ。特別にお前にもやらせてやるよ」

　そう言いながらも、自分の好きな趣しゆ味みを共有してくれる仲間が出来たことが嬉しくて仕方がない勇者は、いそいそと席を立ちあがると魔王に席を勧すすめて、自分は横からゲームのやり方を教え始める。

「いいか？　さっきも言った通り、やり方は簡単だ。画面中央のレティクルに敵兵を入れてマウスをクリックするだけ。そうすれば銃から弾が発射され、敵兵は死ぬ。わかったか？」

「わかった！」

「じゃあさっそくやってみな」

　そうしてゲームをスタートした魔王だったが、ものの数秒もしない内にあっさりと撃ち殺されてしまう。

「ぬ？」

「ああ、死んじゃったか。でもボタン一つでまたすぐ復活出来るから」

「おお、本当だ！　こいつは伝説の不ふ死し鳥ちよう並なみに頑がん丈じようだな！」

「……そういうゲームなだけだから。ほら、余よ所そ見みしてると」

　ゲームを再開した魔王の兵士はまたあっさりと殺されてしまう。

「ま、また殺されちゃったぞ!?」

「だから言ったろ。そう簡単なゲームじゃないんだよ」

「お前さっきは簡単だって言ってただろうが!?」

「それはゲームのやり方の話だよ。敵兵も中身は全国のプレイヤーなんだから、よっぽどやり込まないとこの手のゲームは勝ち越すことは出来ないんだよ。最初は沢山殺されてしまうのは仕方ないって」

「むうう……」

「ほら、どれだけ殺されてもいいから、最初は一人でも倒すことを目標にやってみなよ」

　魔王はゲームを再開する。するとまたすぐに殺された。復活するとまたまたすぐに殺される。そこからどれだけ復活してもすぐに殺されてしまうのだった。大体は彼女が何をする間もなく後ろから撃たれるというパターンだった。この手のゲームは、最初はマップに慣れてどこに敵が潜ひそんでいるかを見極めていかねばならないのである。

　しかし殺され続けていくうちに魔王の様子が変わっていく。厳げん密みつに言えば、魔王の体にうっすらと黒いオーラが纏まとわり始はじめていた。錯さつ覚かくなどではなくて本当に視認できるやつだった。

「ぬうう……！　こ、こいつら、この魔王相手に好き勝手にやりおって～……！」

　目に見えて怒りを浮かべている魔王に、さすがの勇者も顔を青ざめさせていた。

「お、おい、たかだかゲームなんだからそんな怒るなよ。落ち着けって」

「いいや、許せん！　絶対に許せん！　これが魔界だったら我が権力において細こま切ぎれにしてからミノタウロスのエサにでもしてやっているところだぞ！」

「……マジかよ。魔界おっかねえな……」

　しかし勇者が軽く引いている間にも、殺され続ける魔王の鬱うつ憤ぷんは溜たまっていく。

　──そして、ついにその時が来た。

　敵兵の一人が、死んで倒れている状態の魔王のプレイヤー兵に向かってひたすらに銃を撃ちまくってきたのだ。彼女のプレイヤー兵が撃たれて不ぶ様ざまに跳はねていた。これは『死体撃ち』と呼ばれる、ネット上で重度のマナー違反とされる挑ちよう発はつ行こう為いだった。

　その挑発行為に、遂ついに魔王の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが限界を迎える。

「ふ、ふざけおって～……！　この魔王を愚ぐ弄ろうするとは……こいつ、いい度胸だ！　もう限界。この画面の向こう側にいる奴ら全員まとめてあの世に送ってやるぞ！」

　そう言うや否いなや、魔王の手が怪しく輝き始める。

「お、おい!?　ちょっと落ち着いて」

「くたばるがよいわ！　ダークフレイムバスタァァァァァァアアアアアアアアアアッ！」

　勇者が止める間もなく、魔王の手から放たれた黒い炎が一瞬にして辺りを黒い光に包んだ。そして──




　どごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ!!




　部屋の中、高密度の魔力が籠こもった行き場のないエネルギーは思い切り爆発した。

　煙が晴れた時、そこにあったのは四方の壁が壊れ、見通しのよくなった部屋だった。勇者の家は高尾山の森の中にぽつんと建っているので、外の木々が一望出来るほどに見通しが良くなっていたりする。

　そして滅め茶ちや苦く茶ちやになった部屋の中には、煤すすだらけの姿で立ちすくむ少年と少女の姿がひとつずつ。言わずもがな勇者と魔王である。

　ぼろぼろになったジャージを纏いながら、ダメージによるふらふらな足取りで勇者が息も絶たえ絶だえに言う。

「だ、だから落ち着けって言ったでしょうが……」

　同じく煤だらけの顔で、魔王が息も絶え絶えに答える。

「で、でも、これくらい見通しが良ければ、いちはやく敵を視認できそうだぞ……？」

「お、お前、マジでふざけんなよ……」

「ご、ごめん……」

　勇者と魔王はそのまま二人仲良くその場に倒れたのだった。
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十月四日　水曜日　午後三時二十一分（日本標準時）
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　昨日の爆発からすっかり直った部屋の中、液えき晶しようテレビの前に座っている少年はお決まりの口上を吐き出す。

「はあ……死にたい……」

　ちなみに魔ま王おうの魔法によって破壊された部屋を直したのは今回も勇者の母親だ。勇者の母親は名のある僧そう侶りよであり、また、勇者パーティの一員に選ばれるほどの実力があるのである。彼女の回復魔法は凄すさまじく、その力は生物の傷だけでなく無機物さえも直してしまうほどだった。

　そんなわけで再び直ったテレビの前でコントローラーを握る勇者が、ＲＰＧの『ドラモンクエスト』をプレイしている最中だった。

　勇者はソファーに横になりながらぼそりと呟つぶやく。

「はぁ……ゲームはいいよなぁ。リセットが出来るし……」

　これは引きこもりなら誰しも一度は言うセリフである。その上、勇者が言うとさらに実感が籠こもっていた。

　そんな時、ドアをノックする音と聞き覚えのある声が部屋の外から聞こえてくる。

「おーい、ゆうしゃ～。我われが来たぞ～」

（キ、キター）

　魔王だ。勇者はとっさにリモコンで音量を小さくすると気配を殺す。

（たかだかゲームで部屋を吹き飛ばすようなクレイジーな奴なんかと、もう付き合ってられるか！　ここは寝たふりをしてやりすごそう）

　そう思ってとっさに気配を殺した勇者だったが、その考えが甘いことを思い知る。

「おーい。いるんだろ勇者ー？　早くここを開けてくれー。そろそろドアを吹き飛ばしたくてうずうずしてきたぞー」

　その物ぶつ騒そうな言葉に勇者は慌てて起き上がり、ダッシュで部屋の入口に向かうのだった。ドアを開けると魔王が軽快に手を上げていた。

「よっ」

「よっ、じゃねえよ！　なんでお前はそうすぐにドアを吹き飛ばしたがるんだよ!?」

「うむ。どうやら魔王の血が破壊衝動を求めているようだな。しょうがない」

「しょうがないで済ませられるかバカ！」

　しかし魔王は魔王で不満そうな顔をしていた。

「それよりもお前今、居い留る守すを使っただろう？　ひどいではないか」

　どうやら気配を殺すのが遅かったようでバレていたようだが、しかし頰ほおを膨らませている彼女に対し勇者は逆に睨にらみつけると、

「……そりゃ居留守を使いたくもなるだろうよ。お前まさか昨日、自分が何をやったのか忘れたわけじゃないよな？」

　もちろんそれは部屋を爆発させた件についてである。

「う……そ、それはその……我だって部屋を破壊したのは悪かったと思ってるよ。でもこうして全部元通りになったんだからいいではないか？」

「全然よくない！　確かに一見、全部元通りになったように見えるかもしれないけど、パソコンに入っていたデータは全部消しとんじゃったんだぞ!?　どうしてくれるんだよ！」

　さすがの母親の回復魔法でもデータまでは直せないのである。

「引きこもりの俺にとって、パソコンに入っているデータは命の次に大事な物なんだからな！」

　勇者は涙目だった。実際に大事なデータがいくつか吹っ飛んだのだ。

「だ、だからこうやって何度も謝っているではないか。な？　お願いだからそろそろ許してくれよ～」

　魔王は本当に悪かったと思っているらしく真しん摯しに頭を下げていた。さすがに見た目だけは可か愛わいい女の子にそうしょんぼりされると気分が良いものではないので、勇者はため息を吐つきつつも仕方なく許すことにした。

「はぁ……わかったよ、もういいよ。……それで、今日もプリントを届けに来てくれたのか？」

「え？　あ、いや、今日はプリントを届けに来たわけではないのだ」

「そうなの？　じゃあ何しに来たんだ？」

　魔王はこほんっと一つ咳せき払ばらいをすると、

「実はな、今日はお前を学校に戻ってもらうため、説得しに来たのだ」

「なに？　学校に戻るための説得……だと？」

　勇者の顔が瞬時に引ひき攣つる。

「……誰かに言われたのか？」

「うむ。教師や学友たちから、お前を学校に連れて来るのが学級委員長の仕事だと言われたのだ。それなのにただ遊んで帰って来るとは何事だと怒られてしまったのだ」

「……いやいや、遊ぶどころか爆発させて帰ったんだけどな、お前は」

「だ、だから許してくれよぅ」

　魔王は眉まゆを下げつつ勇者の肩を揺ゆすぶってくる。

「わ、わかったから！　わかったから顔を近付けんな！　お前の角つのが俺の頰に突き刺さってんだよ！」

　勇者は泣き落としを使ってくる魔王を手で引っぺがしながら、

「とにかく……俺は学校には行かないから」

「え？　行かないのか？」

「ああ、行かないったら絶対行かない」

「そうか。じゃあ仕方ないな」

「納得しちゃうのかよ」

「でも、そもそもどうしてお前はそんなに学校に行きたくないのだ？」

「え？」

「お前がそうまでして学校に行きたくない理由だ。我はそれが知りたいのだが」

　そう言われて勇者は考えてみる。自分が学校に行かなくなったそもそもの理由はなんだっただろうか？　そもそもの理由は……そもそもの理由は……

「ちょっと待て。そもそもの理由は魔王、お前のせいだよバカヤロー！」

　急にキレ出した勇者に魔王は目を白黒させている。

「えっ？　我のせい？」

「そうだよ！　魔王のお前があっさりと人類と和平なんか結んじゃうから勇者の俺がいらない子になっちゃったんじゃねえか！　今まで学校にも通わず勇者の修行にだけ励んできたというのに、急に『お前はもう必要ないから高校にでも通ってろ』なんて上から言われてさ……渋々高校に通ってみたら通ってみたで……うっ、くっ！」

　何かイヤなことでも思い出したのか、頭を押さえながら苦しそうに呻うめく勇者。

「おい、勇者？」

「……お前、勇者が学校に通ったらどんな目に遭あうか分かる？」

「いや、分からぬが」

「そりゃ引きこもりになるだろってくらいに想像を絶するほどイヤな目だよ！　勇者が学校なんか通ってられるか！　マジで学校なんてクソ食らえだーっ！」

　学校でよっぽどのことでもあったのか、絶叫する勇者だった。

　はあはあと息を切らす勇者の背中を魔王は優しく擦さすってやる。そのおかげで勇者の呼吸が楽になっていく。

「まあまあ、とにかく一旦落ち着いて」

「ふう、そうだな。ありがと。お前のおかげで落ち着いたよ……って、だからお前のせいなんだって！」

「うええ、そ、そんなこと言われたってぇ！」

　魔王は涙目だった。それでも勇者は続ける。

「お前さえ……お前さえ人類と和平を結ばなければ……！　お前さえおとなしく人類を襲おそってくれさえいれば……！　そしたら俺は今頃お前を倒して英えい雄ゆうとして扱われているはずだったのに！」

　勇者、心の叫びである。勇者は魔王の肩をがっしりと摑つかむと、

「……なあ、今からでもいいから魔王軍を全部引き連れて人類を襲ってくれよ。なんなら本当に人類を滅ぼしちゃってもいいから。な？　頼むよ～」

　とんでもないことを言い出す勇者に魔王は後ずさっていた。

「そんなこと出来るわけなかろうが!?　苦労してようやく和平を結ぶことが出来たというのに……って、ひっ!?　お、お前、目が怖い！　お前の目、本気過ぎるぞ！　それでも本当に勇者なのかお前!?」

　怖がる魔王に今度は膝ひざをついて頼み込む勇者。

「なあ頼むよ～。人類を滅ぼすのが本来の魔王の仕事だろうが～。もういっそ滅ぼしてくれよ～。俺なんて生まれた時に、『勇者になれますように』という想おもいを込められて『勇者』なんてそのまんまの名前を付けられちゃったんだぜ？　これでこれから先どうやって生きていけと言うんだよ～……。もう、俺だけでもいいから殺してください……」

　涙を床に落とす勇者に、魔王の顔は盛大に引き攣っていた。

「うう……なんなのだこの罪悪感は……」

　しばらく気まずい時間が流れた後、やがて耐えられなくなった魔王が再び頭を下げる。

「その……勇者ごめん。我のせいで……」

　それを聞いた勇者は力なく首を振る。

「……こっちこそ当たっちゃって悪かったよ。冷静に考えてみたらお前のせいなんかじゃないのにな」

「いや、我のせいだ。我が悪いのだ。勇者のことも考えずに人類と和平なんか結んでしまったから……。そうだよな。魔王が人類と手を結んじゃったら勇者はやるかたないよな？　ほんと、ごめんな？」

「だからお前のせいなんかじゃないってば。……でも、ありがとな？」

「やめるがよい。礼を言うなどかゆくなるではないか。……ふふっ」

「……へへっ」

　二人は鼻の下を掻かいて照れ合う。安っぽい青春ドラマのような展開になっていた。

　このいい雰囲気と言えなくもない空気を利用して魔王は再度訊たずねる。

「で、勇者。学校には」

「行かない」

「ちいぃっ」

　結局、魔王はそれ以上強く出ることは出来なかった。

「ぬう……仕方ない、諦あきらめるとしよう」

「……意外とお前抜け目ないね」

　ジト目の勇者に構わず、魔王は咳払いを一つすると、唐とう突とつに話を変える。

「ところで先程から気になっていたのだが……お前あれ、何をやっていたのだ？」

　勇者はハッとする。何な故ぜなら魔王の視線は勇者の後方──先程まで勇者がプレイしていたゲーム──『ドラモンクエスト』に釘くぎづけになっていたからだ。

「昨日の戦争のやつとは違うが、何かまた面白そうなものをやっておるようだな？」

「ううん、ぜんっぜん面白くないよ。だから帰って？」

　あまりにもすげない勇者に魔王はびっくりしたように目を見開いていた。

「お、お前！　そんなに邪じや険けんにしなくてもよかろうが!?」

「だってお前、どうせ『我もやってみたい』とか言い出すんだろう？」

　魔王は首を傾かしげる。

「ダメなのか？」

「当たり前だろ！　お前、昨日自分が何をやったのかわかってるよな？　どうせまた爆発オチになるに決まってるんだから！」

　勇者は必死に断っていた。

　しかしどうしても目の前にあるゲームをやってみたい魔王は慌ててそれを否定する。

「ば、爆発させないから！　約束するから！」

「いいや、信じられないね」

　勇者は全く取り合う様子はなかった。それでも魔王は必死に頼み込む。

「本当だって！　絶対に爆発させないから！　約束する！　もし爆発させたらその場で裸になって土ど下げ座ざするから！」

「よし、付いてきな」

　結局あっさりと了りよう承しようした勇者だった。彼の下心に全然気付いていないワクワク顔の魔王をテレビ前のソファーに座らせると、勇者はコントローラーを渡しながら説明する。

「これは『ドラモンクエスト』というＲＰＧ──ロールプレイングゲームだ」

「ドラモンクエスト？」

「そうだ。正式名称『ドラゴンモンスタークエスト』で、略称が『ドラモンクエスト』だ」

　魔王は頷うなずく。

「ふむ。それでこの『ドラモンクエスト』とはどんなゲームなのだ？」

「一言で言えば勇者が魔王を倒しに行くゲームだな」

　しかしその説明に魔王の目が見開いていた。

「な…に？　魔王を倒しに行くゲーム……だと？　お前、そんなものをこの魔王にやらせようとしていたのか!?」

「お前がやりたいって言ったんだろうが！」

　確かにその通りだった。

「ま、まあ、それはそうだが……。しかし、お前はなんという性格の悪いゲームをやっていたのだ……」

「せめてゲームの中だけでも魔王を倒さないとやってられなかったんだよ。それよりもほら、ちょっとやってみろって。なんだかんだ言いながらもこのゲームは名作だからな。絶対面白いからさ」

「むう……お前がそこまで言うならやってみようではないか」

「やり方は簡単だよ。町で情報を集めたり武器を揃そろえたりして、外や洞どう窟くつなんかのマップで敵を倒してレベルを上げて、クエストをクリアしていくだけだ」

「お前、昨日も簡単だとか言っていたけど、結局あれ鬼難しかったぞ」

　昨日、ＦＰＳのゲームで虐ぎやく殺さつされまくった記憶が蘇よみがえったのか、眉を顰ひそめている魔王。

「ま、まあ、昨日のゲームは同じプレイヤー──つまり、どこかでプレイしている人が相手だったからな。でも今回のこのゲームは、元も子もないことを言ってしまえばコンピュータが相手だから、着実に自分のペースで進めれば絶対にクリア出来るんだよ。安心しなって」

「そ、そうか。なら安心だな。よし、やってみよう」

　そう言ってゲームを始めた魔王に、勇者はコントローラーの使い方や操作手順などを教え込んでいく。

　しばらく進むとほとんど説明がいらなくなってきたので、勇者はベッドで漫画を読みながらたまにアドバイスをするくらいでよくなった。

　すっかりドラモンクエストにハマったように見える魔王は全くやめる様子を見せず、気付けば完全に日が落ちていた。

　途中、母親が二人分の夕食を差し入れに来てくれたのだが、魔王はご飯を食べながらもコントローラーを放そうとしなかった。

　そして勇者がシリーズものを一つ読破し終えた時、遂ついに声をかける。

「なあ魔王……もう十一時なんだけど……」

「え、なんだって」

　魔王はテレビから視線を外そうとせず上の空で答えていた。

「だから、もう十一時なんだって。もう遅いし、さすがにそろそろ帰った方がいいんじゃないのか？」

「もう少しだけ。今いいところなのだ」

「お前そのセリフ何回目だと思ってるんだよ？」

「え、何回目だっけ」

「三回目だよ！　お前飯の時も風ふ呂ろの時もそう答えてたじゃねえか。……というか一度コントローラーを放してこっちを向けってんだよ！」

　勇者は魔王の手からコントローラーを奪い取った。

「あー！　なにするのだー!?」

「なにするのだー、じゃねえよ！　もう遅いから帰れって言ってんだよ！」

「いやだ！　我は勇者だから魔王を倒さなければならないのだ！」

「お前は魔王で勇者は俺だよ！　お前感情移入しすぎだから！」

「なあ、早くその聖剣を返してくれ！」

「これは聖剣なんかじゃなくてコントローラーだよ！　こいつどこまで感情移入してんの!?　引きこもりの俺がドン引きするレベルなんだけど！」

　勇者が盛大に顔を引き攣らせていると、魔王の様子が変わっていく。

「はあ、はあっ……我が聖剣を奪うとは、こいつまさか魔王の手先か……？」

　目が据わって今にも襲い掛かってきそうな魔王に、勇者は慌ててコントローラーを返す。

「わ、わかったから。ほら、お前の聖剣返してあげるから。だから落ち着いて？　な？」

　魔王はコントローラーを受け取ると、

「おお、我が手に聖剣が戻ったぞ。さあ、旅の続きだ」

　嬉うれしそうに画面へと向き直るのだった。

　勇者は冷や汗を垂たらしながらも、もはや魔王を止める手段がないことを悟った。

「……もうこいつ放ほっとこう。俺は寝よ」

　布団にすっぽり包くるまり、ドラモンクエストのＢＧＭを聞きながら眠りについた勇者であった。





　×××






　翌朝、カーテンから漏もれる光で勇者は目を覚ました。

「ん……もう朝か」

　布団の中で伸びをする勇者は、しかし小鳥が囀さえずる音に混じってゲームのＢＧＭが聞こえてくることに気付いた。

　横に視線をやると、そこには目の下にクマを作りながら未いまだ画面に向き合っている魔王の姿があった。

　呆あつ気けに取られる勇者。

　画面の中ではちょうど『勇者』が『魔王』を倒したところだった。

『ぐあああああああっ！　ま、まさかこの魔王が倒される日が来ようとは……！　く、くははっ、み、見事だ！　しかし覚えておくことだな。いつの日か我はまた復活する。そのことをゆめゆめ忘れぬことだ。ぐはははははははははーっ！』

　それだけ言って画面の中の『魔王』は倒れていった。

「はっ！　そんな捨すて台詞ぜりふにビビる我ではないのだ！　おととい来るがよい、このクソ魔王が！」

　そこには画面の中の『魔王』に向かって毒づいている魔王の姿があった。

「お前、なにやってんの……？」

　つい声をかけてしまうと、魔王はクマがある顔を勇者の方へと向けてくる。

「おお、勇者！　やった、やったぞ！　ついに我は魔王を倒したぞ！　魔王を！」

　そこには『魔王』を倒して大喜びをしている魔王の姿があった。

「そう。よかったね……」

　それしか言えない勇者。まさかたった一晩でクリアしてしまうとは思ってもいなかったのだ。

「しかし……ふあぁ……魔王を倒すことに力を使い果たしたせいか、我、ちょっと眠いぞ……」

「いや、単なる寝不足だからそれ」

　ジト目の勇者に、魔王はマイペースに言うのである。

「勇者、そこふかふかで気持ちよさそうだな。なあ、ちょっと場所変わってくれよ」

　そう言うや否いなや、魔王はベッドの方へと倒れ込んで来る。

「お、おい!?」

　勇者はいきなり真横に倒れ込んできた魔王に慌てた。

　しかしすぐに規則正しい寝息が聞こえてくる。

「えっ？　ま、まさか……もう寝たのか？」

　耳を澄すませるまでもなく、魔王の気持ちよさそうないびきが響き渡っている。しかも既に涎よだれまで垂れ流しているではないか。

「うそだろ？　寝るの早過ぎだろこいつ!?」

　勇者は魔王を跨またいでベッドから出ると、彼女の肩を揺さぶる。

「おい、起きろって！　寝るなら自分の家に帰ってから寝ろよ！」

　しかしどれだけ揺さぶっても起きる気配はない。

「マジでなんなのこいつ？　おーい、そのまま寝たら制服がしわくちゃになっちゃうぞー」

　その通り、魔王はセーラー服のままなのだ。しかしやはり起きない。

「おーい。起きないとお前のスカートめくっちゃうぞー」

　それでも起きない。

「おーい。いいんだなー？　本当にめくっちゃうぞー？　本当だぞー。後から苦情は受け付けないぞー？」

　全く起きる気配がないことを幸いに、スカートの方へと手を伸ばしていく勇者。

「うん、まあ、あれだ。有言実行は大事だって学校で習ったしな。スカートをめくると言ったからには本当にめくらないとダメだな。うん」

　こういう時だけ都合よく学校の名前を出す勇者だった。その手がゆっくりと魔王の下半身に向かっていく。












　そして、その指先がスカートの端はしに到達しようかという時だった。

「魔王ちゃん。そろそろ学校の時間だから起きないと間に合わなくなるわ……よ？」

　こういう時に限って母親がノックもせずに部屋の中へと入って来たのである。

　勇者と母親の視線が交こう錯さくする。母親の目には今まさに魔王のスカートをめくらんとしている変態息子の姿が映っているわけで……。

「……勇者」

「は、はい」

　途端に部屋の温度が下がった気がした。

「なにを……しているのかしら」

　顔は笑顔のままだが、あからさまに母親の声は低くなっていた。

「い、いや……違うんだよ、母さん」

　ガスッ、という音がしたかと思ったら、母親の拳こぶしが壁にめり込んでいた。

「言い訳は聞きたくないかなぁ。お母さん、あなたをそんなことをする子に育てた覚えはないんだけどなぁ」

　母親の体からは今や勇者や魔王を超えるほどの覇は気きが流れ出ている。

「ひ、ひぃぃ……」

　勇者は心底怯おびえていた。

「うふふ……百歩譲ゆずって引きこもりは許せても、お母さん、それは許せないなあ。それ、犯罪じゃない」












『それ』とはもちろん魔王のスカートをめくろうとしたことである。

　目にも止まらぬ速さで移動してきた母親は、勇者の首根っこを摑むとそのまま部屋の外へと引きずっていく。

「ご、ごめん母さん！　ちょっと魔が差しただけなんだよ。ゆ、ゆるして……」

「ダーメ。問答無用」

　ニッコリ笑った母親はそのまま階下へと勇者を連れて行ってしまった。

　しばらくすると、

「ぐふっ！　ぐはっ！　ごっはぁ！　……あ、いや、ちょ、ちょっと待って！　母さん、さすがにモーニングスターはやめて！　ひぎゃあっ!!」

　しばらく物騒な打撃音と勇者の悲鳴が響いていたが、やがて静かになる。

　そして──

　見るも無残な姿になった勇者を引きずって母親が部屋に戻ってくると、

「ほら、大人しく寝てなさいね」

　ぽいっと魔王の横へと転がされるぼろぼろの勇者。もちろん魔王にいたずらする気力なんてこれっぽっちも残っていなかった。

　結局魔王も起きなかったので、その日は二人揃って夕方まで仲良く眠りこけたのだった。
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十月五日　木曜日　午前十時十七分（モスクワ標準時）

ロシア　モスクワ　アルバート地区　ロシア連れん邦ぽう軍ぐん参さん謀ぼう本ほん部ぶ






　アルバート地区──ロシアの軍事施設の中ちゆう枢すう。

　そこから少し外れたところにある、今は使用されていないはずの寂さびれた軍事給油施設。

　その古めかしい建物内の長く薄うす暗ぐらい廊ろう下かを、軍服を着た二人の男が歩いていた。

　一人はパンチパーマの髪とテカテカの頰ほおが特徴的な、小太りの壮年の白人。胸には大佐の階級章が光っている。

　もう一人は彼の部下で、ひょろながの背格好の、同じく白人だ。胸には中ちゆう尉いの階級章。

「ボ、ボリス大佐……本当に大丈夫なんですかね？　魔物なんかと手を組んじゃって……」

　部下の男がびくついた様子で上司の男に話しかけた。

　ボリス大佐と呼ばれた小太りの男が答える。

「大丈夫だと言っているだろう。向こうからしても我々と手を組むことは利があることだからな」

「し、しかし……」

「ドミトリー。いい加減覚悟を決めたらどうだ？　それに考えてもみろ。もしこの計画が上う手まくいけば、我々は歴史に名を残すほどの英えい雄ゆうだぞ。そうすれば富も名声も得放題。世界中の美女たちが我々の下にこぞって押し寄せてくるに違いない」

「せ、世界中の美女たちが……」

　二人は世界中の美女たちが押し寄せてくるシーンを想像したのか、揃そろって『ぐふふふ……』とだらしなく口元を緩ゆるめた。そして、最初に我に返ったドミトリーが言う。

「ほら、ボリス大佐なにやってるんですか。先方がお待ちですよ。さっさと行きましょう！」

「お、おお、そうだな。……しかしお前も調子がいいね」

　調子のいい部下にボリスはやや呆あきれ顔がおだった。




　ボリスとドミトリーの二人が事務室のドアを開けると、中には三体の魔族の姿があった。その中央──豪ごう奢しやな椅い子すに座っている女性の姿をした魔族は一ひと際きわ目立っていた。美しいダークブラウンの体に炎の衣ころもを纏まとった女性だ。髪の毛も燃もえ滾たぎっているかのように真っ赤である。

　ボリスはその炎の女性に向かって満面の笑みを向けると、

「おお、これはこれはエフリート殿！　遠路はるばるようこそおいで下さいましたな！」

　女性の後ろに控え立っている二人の護ご衛えいの魔族が警けい戒かいする動きを見せたところでボリスは立ち止まると、炎の女性の全身をまじまじと見つめながら、

「いやあ、これは噂うわさに違たがわぬ美しさですな！　これほどの美人が魔王四天王の一人だとは、いやはや魔王軍の方々が羨うらやましい！　いっそのことわたしも魔物になりたいくらいですぞ。ぐふ、ぐふふ」

　気色の悪い笑みを浮かべるボリス大佐に、エフリートと呼ばれた炎の女性はちょっと引き気味で、

「お世せ辞じはいいわ。それよりも早いところ話を詰めましょう」

　そのセリフでボリスは我に返ると、

「おお、そうですな。では早速計画を進めましょうか」

　そこでボリスは意味深な笑みを浮かべ、こう続ける。

「魔ま王おう暗殺計画をね」
















十月五日　木曜日　午後四時十九分（日本標準時）

日本　東とう京きょう都と八はち王おう子じ市し　高たか尾お山さん上空






　同じころ、日本の夕焼けの空を魔王が飛んでいた。

「ふぁ～……まだ眠いぞ……」

　だらしない顔で欠伸あくびをするセーラー服姿の魔王は、自らが背中から生やした羽で浮遊している（彼女の羽は背中に出し入れ可能）。

「しかし、まさかここまで時間を忘れてしまうとは……この世界のテレビゲームとは恐ろしいものだな。まるで禁術の時魔法のようだぞ」

　そう、魔王は時間を忘れて『ドラモンクエスト』を朝までやり、つい先程まで勇ゆう者しやのベッドで寝て、その帰りだ（起きた時、横には何な故ぜかぼろぼろの姿になった勇者の姿があってびっくりした彼女だったが……）。

　自分の城に向かってのんびりと夕焼けの空を飛んでいると、彼女に向かって声をかけてくる者がいた。

「魔王ー！」

　振り向くと、右手の空から箒ほうきにのった少女が魔王の方へと近付いて来ているではないか。

「おお、魔法使い！」

　魔法使いと呼ばれた魔王と同じ「聖せいニース学園」のセーラー服に身を包んだ少女は、魔王の側そばまで来ると箒を止めて話しかけてくる。

「こんなところで何やってるの？　というか今日学校休んでどうしたのよ？」

「いやあ、ちょっとな。魔法使い、お前は学校の帰りか？」

「ええ、そうよ。……まったくもう、ほんと心配したんだからね？」

「うむ。面目ない」

　この『魔法使い』と呼ばれた少女の名前はエイミー・フィー。耳が少し尖とがっている彼女はエルフと人間とのハーフである。このエイミーは勇者パーティの一人であり、『大魔法使い』の異名を取るほどの天才だったりする。

　本来は魔王を倒す役目を負うはずの彼女だったが、今ではすっかり魔王と仲良しだった。

　そして勇者の幼おさな馴な染じみでもあり、引きこもりの勇者を最も心配しているのは彼女──エイミーだった。そんなエイミーに向かって魔王は告げる。

「そういえば魔法使いから頼まれていた件──勇者を学校に連れて来いという話だが……ダメだったぞ」

　エイミーの顔が曇くもる。

「……そう。魔王でもダメだったんだ。勇者と対等の力を持つ魔王ならあるいは、と思ったんだけど……」

「すまないな。勇者のやつ滅め茶ちや苦く茶ちや頑かたくなだった。まるで学校に来る気配がないぞ」

「まったく、あいつは……！」

　エイミーは薄うす緑みどり色いろのサイドテールの髪を怒りでぶるぶると震わせながらも、その瞳ひとみはどこか優しげだった。

「でも魔王……あなただけが頼りなのよ。学級委員長であり、魔王でもあるあなただけが……。たぶんあいつを学校に連れ戻せるとしたら、あなたしかいないわ」

「そうなのか？」

「ええ。だってあいつ、あたしの言うことなんてまったく耳を貸さないもの。それどころかあたしなんて部屋にすら入れてもらえなかったし……（なんでこの子は簡単に部屋に入れたのにあたしはダメなのよ……！　あたしの何がこの子に劣おとるっていうわけ!?）」

　怒りに震えるエイミーの体からは膨ぼう大だいな魔力が漏もれ出でていた。

「お、おい、落ち着け。お前から我われに向かってとんでもない憎しみの波動が伝わってくるのだが……」

　エイミーはハッと我に返ると、

「ご、ごめんごめん。あたしったらつい……（危ない危ない。思わず嫉しつ妬とで大魔法を撃うち込こむところだったわよ）」

「う、うむ。なにやら命拾いした感はあるが……」

　と、顔を青ざめさせている魔王に向かってエイミーが言う。

「と、とにかく、魔王には引き続き勇者を学校に引き戻すよう働きかけて欲しいのよ。勇者が引きこもってからというもの武ぶ道どう家かはグレちゃうし、自分の息子が引きこもっているというのに勇者のお母さんはあんな感じでのほほんとしているし……魔王、ほんとあなただけが頼りなのよ」

　苦労人のエイミーに対し魔王は頷うなずく。

「うむ、わかった。出来得る限りのことはしてみよう」

「ごめん。お願いね」

「それにしても、おぬしは本当に勇者のことを心配しているのだな。もしかして魔法使いは勇者のことが好きなのか？」

　その言葉に慌あわてたのはエイミーだった。

「あ、あんた、何言ってんの!?　そんなことあるわけないでしょうが!?　あ、あたしが勇者のことが好きだなんて、あ、あるわけないでしょうが！　もうほんと、あんた死んだ方がいいんじゃない!?」

　誰がどう見てもそれは照れ隠しだと丸分かりだったが、その言葉を真正直に受け取った魔王は涙目になっていた。

「そ、そこまで言わなくても……」

「ああっ！　ご、ごめん！　そ、その……冗談だから！」

　どこからどこまでが冗談なのかわからないが、とにかくエイミーは謝った。魔王の気が収まったのを見計らって、エイミーは逆に訊きく。

「そ、そういうあなたこそ、勇者のことが好きなんじゃないの～？」

　それはほんのささやかな反撃のつもりだった。エイミーからしたらちょっとだけ魔王をからかってやるつもりだったのだ。しかし、

「我？　そうだな……我は勇者のこと好きだぞ」

「なっ!?」

　魔王の答えに、エイミーは盛大に顔を引ひき攣つらせていた。

「す、好きって……え？　魔王のあなたが、あいつのことを……？」

「ああ、好きだぞ」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　あいつとあなたは仮にも勇者と魔王なのよ!?　そんなのダメよ！　不ふ潔けつよ！」

「……すまぬ。おぬしの言ってることが今一つ理解出来ないのだが……」

「い、いや、あの……あなたが勇者のことを、す、好きだなんて言うからびっくりしちゃって……」

　魔王は首を傾かしげていた。

「われが友として勇者のことを好いておるのは、そんなに変なことなのか？」

　その言葉にエイミーはきょとんとしていた。

「と、友として？」

「ああ」

　その言葉の意味が解わかると、エイミーは心底ほっとした息を吐はいた。

「な、なーんだ。そういうことかー。友達として好きっていうことだったのね」

　誤解だと分かった途端にエイミーの顔には笑みが戻った。

「あはは、おかしいと思ったのよねー！　あんたも勇者もどっちもその手の話にはとことん疎いのに、そんなわけないわよねー。まあ、友としてだろうがなんだろうが、魔王が勇者を好いているというのも少し変な話ではあるけれど、それならまだ納得出来るってものだわ。うん」

「……な、なんだかかなりバカにされているような気もするが……おぬしが納得してくれたのならそれでよしとしよう」

　そうやって健けな気げに理解を示す魔王だった。

　エイミーは一ひと頻しきりうんうんと頷いたところで話を変える。

「ところで話を元に戻すけど、あなた今日どうして学校を休んだのよ？　風邪でも引いたのかしら？」

「いや、我は魔王だから風邪など引かぬぞ」

「さ、さすが魔王、風邪引かないんだ……。でも、じゃあ、どうしたの？」

「実はな、ついさきほどまで勇者の家にいたのだ」

「……へ？　勇者の家に？」

　再び顔を曇くもらせるエイミーに構わず魔王は言う。

「ああ。勇者のベッドで先程まで寝ていたのだ」

「はああっ!?」

　その何気ない魔王のセリフに、エイミーの顔は先程よりも一段と引き攣っていた。

　しかしエイミーは無理矢理に笑みを作ると、

「あ、あの……あはは、聞き間違いかなあ？　魔王、あなたが勇者のベッドで寝ていた、なんて言葉が聞こえたんだけど……」

「だからそう言っておろうが」

「がはぁっ！」












　エイミーの体は何か見えないものからダメージを受けたように、くの字に折れた。

「お、おい!?　魔法使い、いきなりどうしたのだ！　大丈夫か!?」

「だ、大丈夫よ……。ね、ねえ、それよりも魔王。そ、それって、ゆ、勇者とあなたが一緒に、ね、寝た、という意味でいいのかしら……？」

　よろめきつつ、息を切らしながら恐る恐るといった風に訊きいてくるエイミー。

　一方の魔王は当時の状況を思い返していた。さっき起きた時に勇者は何故かぼろぼろの状態で自分の隣に寝ていた。それはつまり、

「ああ、そうだな。我と勇者は『一緒に』寝たな」

「ぐっはぁっ！　ごはぁ！」

　会心の一撃。一人で盛大に吹き飛ぶエイミーを、魔王は辛うじて空中で抱きとめた。

　しかし腕の中のエイミーは既に瀕ひん死しに見える。

「お、おい！　おぬし本当に大丈夫なのか!?」

　本気で心配する魔王に、エイミーは無理矢理に笑顔を作ってみせると、

「うふふ、そっか……。いつの間にかお二人はそんな関係に……。結局さっきの『好き』って、そういう意味だったの……。それなのにあたしったら滑こつ稽けいなピエロだったというわけね……」

「ひっ!?　お、おい！　しっかりしてくれ！」

　エイミーのサスペンスじみた笑顔に魔王は恐怖に駆られていた。

「……うふふ、こんな滑稽なピエロのことなんてどうぞ笑ってちょうだい……。ご心配なく。好き合っている二人の間にあたしが入り込む余地なんてないもの……。それじゃあ、お幸せにね……」

　そんなことを言い残してエイミーは魔王の腕から離れると、再び箒に乗って去って行く。

　夕陽に向かって右へ左へと蛇だ行こうしつつ小さくなっていく影に、魔王はぽかんと口を開け茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「魔法使いはちょっとおかしな子だな……」

　お互いに誤解があるとはいえ、本当に踏んだり蹴ったりのエイミーであった。
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「なー、学校に来いよ勇者～」

　パリパリという音が部屋に響き渡る。

「だから行かないって言っただろうが」

「いや、そこをなんとか」

「しつこいな。行かないって言ったら絶対に行かないんだよ。ていうか、どうしてそこまで俺を学校に連れて行きたいんだよ？」

「何な故ぜなら我われは学級委員長、魔ま王おうだからだ」

「うぜぇ」

「それに、あらためて頼まれてしまったのだ。お前を学校に連れて来いと」

　パリパリという音が部屋に響き渡る。

「そんなもん無視しろよ」

「そうもいかん。何故なら皆の期待に応こたえるのが我の役目だからだ」

　パリパリという音が部屋に響き渡る。

「それはむしろ勇者の役目だよ。お前は魔王だろうが」

「え？　皆の期待に応えるのが勇者の役目なら、それこそ学校に来いよ」

　パリパリという音が部屋に響き渡る。

「やだよ」

「お前、ふざけるなよ」

　パリパリという音が部屋に響き渡る。

「俺はいたって真面目だよ」

「なおタチが悪いだろそれ」

　さらにパリパリという音がしたところで、勇者がたまらず叫ぶのだった。

「……ていうかさ、お前さっきからパリパリパリパリうっさいんだよ！　気になってお前の言ってることが何も入って来ねえよ！」

「え？」

　魔王はきょとんとしながら顔を上げる。

　彼女は勇者のベッドの上でくつろいでいた。もっと詳しく説明すると、セーラー服姿の彼女は勇者のベッドの上でポテチを摘つまみながらマンガを読んでいる状態だった。

　つまり魔王はポテチを摘みつつマンガを読みながら勇者と会話していたのだ。それは話の内容も耳に入って来ないというものだろう。

　勇者はそんな魔王を睨にらみつけると、

「……そもそもお前、ここで一体何をやってるわけ？」

「見ればわかるだろ。ポテチを食べながらマンガを読んでるんだぞ」

「そんなことくらい見ればわかるよ！　だからどうしてそんな当然な顔で俺の部屋にいるんだって訊きいてるんだよ！」

　魔王はポテチを口に運びながらも、こてんと首を傾かしげる。

「なんでだろう？　不思議だな」

「お前いい加減ぶっ飛ばすぞ!?」

　激げき昂こうする勇者に、魔王は慌あわてて手を前に出す。

「ま、まあ待て。マンガとポテチがあると、自然とこの体勢になってしまうのだ。恐るべきはこの地球の文化というわけよ……」

「うるせえよこのクソ魔王！」

　勇者はため息を吐つくしかなかった。今日も今日とて無理矢理に部屋の中に押し入って来たと思ったら、気付けばこの有あり様さまである。

（な、なんとか帰ってもらう方法はないか。……そういえば三国志にはこんな諺ことわざがあったな。『彼を知り己を知れば百戦あやうからず』だっけ？）

『彼を知り己を知れば百戦あやうからず』とは、敵についても味方についても情報をしっかり把握していれば決して負けることはないという諺である。さらに厳密に言えばそれは三国志の諺ではなく、それよりももっと前に生きた軍略家、孫そん子しの兵法に出てくる一文だ。

（つまり魔王を退けるには魔王の情報を知る必要があるというわけだ。今までは特に興味がなかったから聞かなかったけど、ここらでひとつ魔王についての情報を聞き出してみるか）

　そうすれば魔王に帰ってもらうヒントを得ることが出来るかもしれない。そう思った勇者は早速口を開くのだった。

「あー、こほんっ。そ、そういえばさ、そもそもお前はどうして学校なんかに通おうと思ったんだよ？　魔王であるお前がわざわざ人間の学校に通おうなんて、普通に考えたらおかしな話だろ？」

　すると魔王はポテチを摘む手を止めて、勇者へと目を向けてくる。

「……我が学校に通おうと思った理由か？」

「ああ、そうだ（くくく。その理由の穴をついて、てめーが学校に通う理由の脆ぜい弱じやくさを露ろ呈ていさせてやるぜ。そうすりゃもう俺に学校に来いなんて偉えらそうなことは言えなくなるだろう）」

　内心でそう企たくらんでいる勇者に向けて、魔王は居住まいを正しながら、

「ふむ、いいだろう。では簡単にではあるが、我が学校に通うようになった理由を説明しようではないか」

（何を粛しゆく々しゆくとした雰ふん囲い気きを作り出してやがる。どうせ『学校に通ってみたかった』とかそんなふざけた理由だろうが。さあ、言ってみろ。引きこもりをなめるなよ）

　内心でほくそ笑んでいる勇者に気付くことなく、魔王はひとつ息を吸ってから淡々と語り出す。

「まず始めに言っておきたいことは、元々我が魔族はこの宇宙で殺さつ戮りくの限りを尽くしてきたということだ。それ故に先にこの地球に到達したエルフや獣じゆう人じんといった亜あ人じん族ぞくたちは地球人に魔王の到来を警告したのだ。ここまではもちろん知っておるよな？」

「え？　あ、ああ」

　何かいきなり話が重たいことに内心で首を傾げる勇者。魔王は続ける。

「確かに我ら魔族はこの宇宙で殺戮の限りを尽くしてきた。もちろんそれには理由もあった。この理由については今回は割かつ愛あいするが、それを指揮していた先代の魔王が、この地球に向かう途中で亡くなったのだ。そして我が二代目の魔王となった。だが我は虐殺は望まなかった。他種族と手を取り合うことによってこの宇宙を統すべる道を見み出いだしたかったからだ。だから我は人類や亜人たちと和平を結ぶことにした。

　だが、これには障害が多かった。当たり前だ。我ら魔族はこの宇宙でずっと彼らと敵対してきたのだ。そう簡単に我の言葉を信じられるわけがなかろう？」

「え、あ、うん……」

　揚よう々ようと語られる説明に、適当に相あい槌づちを打つしかない勇者。

　だが魔王の主張はまだ続く。

「それでも血のにじむような努力の結果、人類や亜人たちとの和平を結ぶことが叶かなった。

　しかし、これは仮かり初そめの平和と言われるほどに脆もろいものなのだ。人類も亜人たちも……そして我ら魔族も、誰もがどこかで誰かが裏切り、平和は崩れ去ると思っている。

　我は焦った。せっかく奇跡的に和平を結べたというのに、もし一度それが崩れてしまえば、もはや取り返しはつかないことだろう」

「あの……ちょっと？」

　予想以上に長い説明を勇者は止めようとするが、しかしながら魔王はまだまだ続ける。

「それゆえに我は手を打つことにした。我ら魔族を人間たちと共生させることによって信頼を得ようと思ったのだ。

　だが、人類はもちろん警戒する。魔族なんかと共生できるわけがないと思う。

　そこで我は思い切った手を使うことにした。それこそがまさに我が学校に通うようになった理由だ。

　この魔王が自ら──それもたった一人で人間の学校に通う。それこそがまさに我の言葉に裏がないことの証あかしとなろう。それも勇者やそのパーティが通う学校となれば、人類に対し安心と信頼感を与えることが出来る。何故ならいざとなったら勇者たちが魔王を止めてくれると住民たちに思わせることが出来るからな」

　そこでようやく言葉を止めた魔王は長い息を吐はいた。

「ま、我が学校に通うようになった理由はこんなところかな。ちょっと長かったが……わかってくれたか？」

「え？　あ、う、うん……」

　勇者は呆ほうけた声で返事をするしかなかった。

（……おい、なんだよそれ。全然ふざけた理由じゃないんだけど……。それどころか地球全体を巻き込むほどの超政治的な理由じゃねえかよ……。え？　参ったんだけど。まったくつけ込む隙すきがないじゃん……）

「勇者、大丈夫か？　ちょっと説明が長かったか？」

「あ、ああ、大丈夫だよ。……えっとつまり、お前が俺を学校に通わせようとしているのは政治的な策略からなのか？　とどのつまり、俺が学校に通うことで人類に安心感を与えるっていう……」

　魔王は首を横に振った。

「いや、違うぞ。勇者ほどの者ならば同じ町にいる時点でそう大した変わりはあるまい。大体、政治的な策略だったら、とっくに国際連合から遣いが来ているはずであろ？」

「そ、それもそうか……。ん？　だったらどうしてお前は俺を学校に連れて行きたいんだよ？」

「だから何度も言っておろうが」

　そこで魔王はベッドの上で胸を反そらしながら大仰に言うのだった。

「何故なら我が学級委員長、魔王だからだ」

「………。お前がすごいのかアホなのか、俺にはもう判断できねえよ……」

　そう言いながらも、少しばかり魔王のことを見直していた勇者だった。勇者としての自分の役割を奪った点では憎むべき相手だが、しかし先程言ったことが本当だったとしたら、きっとそこには言葉では言い表せられないような苦労があったことだろう。

　いや、もしかしたらその苦労は現在進行形なのかもしれない。だとしたら勇者として戦えなくなったことくらいは許してやろうかな、と、そう思えるのだった。

（……ちっ、しょうがねえ。今日のところは俺のベッドの上でポテチを食ってマンガを読むことくらいは許してやるか……）

　心の中でそう納得すると、彼はそっとテレビの方へと向き直る。そして先程までやっていたテレビゲーム──対戦型の格闘アクションゲームの続きをするためにコントローラーを握ったのだった。

　しかし、そこで魔王が興味津々な顔で訊いてくる。

「で？　お前が今やっているそれはなんなのだ？」

「……おい。またこのパターンかよ」

　瞬時に勇者の顔が引ひき攣つっていた。

「確かに俺は今お前を見直したところだよ。心の中である程度お前のことを認めてやったよ。でもね、このパターンは最終的にロクなことにならないんだって！」

　何故なら前々回はこの流れで爆発オチ、前回は自分も悪かったとはいえ母親にフルボッコにされてしまった。きっと今回もロクなオチにならないに違いない。だから勇者はやんわりと断る方向で話を進めることにした。

「えっと、これはね、対戦型の格闘アクションゲームなんだよ」

「対戦型の格闘アクションゲーム？」

「そうだ。今このゲームで全国のプレイヤーたちと対戦している最中なんだ。つまり、三日前やっていたＦＰＳのゲームと同じように、物凄く強い人たちと戦っているわけだ。わかる？」

「わかった。やってみたい」

「全然わかってないじゃねえか！　三日前、全国のプレイヤーたちにボコボコにされたの忘れたのか!?　しかもそれが原因で魔法をぶっ放してこの部屋を爆発させたよな!?　そうなるからやめとけって言ってんだよ！」

「そうなってもいいからやりたい」

「是非やめろ！」

　欲が先行する魔王を全力で阻そ止ししたい勇者だった。

（こ、こいつ……！　他人事だと思って適当なこと言いやがって……！　あ、そうだ！）

「そ、そういえばさ、このゲームはコンピュータを相手にも対戦が出来るんだよ。お前、それやれよ。な？」

　コンピュータが相手ならばゲームレベルをいくらでも弱く設定できる。それならば初心者でも勝つことが出来るだろう。

　しかし魔王はというと顔を顰しかめていた。

「えー。だってこれ対戦型の格闘ゲームなのだろ？　だとしたらプレイヤー対プレイヤーで遊ぶのが筋というものではないか」

「なんでこういう時だけ妙な正論をかざしてくるのお前!?」

　ゲームへのこだわりの強い勇者にとって、魔王の述べたことはまさしく正論だった。それ故に勇者は言葉に詰まってしまった。

　しかし勇者はなんとしても魔王にこの手のゲームをやらせたくはなかった。何故ならこの対戦格闘ゲームの全国のプレイヤーたちは、前回魔王をキレさせたＦＰＳのゲームよりもさらにタチが悪いからである。挑発は当たり前、酷ひどい時はハメ技（一度食らったら死ぬまで抜けられないテクニック）を使ってくる者までいるのだ。そんなゲームをやらせたらこの部屋の爆発は必至だろう。

　勇者が思い悩んでいたそんな時、魔王が言ってくる。

「なあ、このゲームって我と勇者とで対戦は出来ないのか？」

（な、なるほど！　その手があったか！　それならまだマシかもしれない！）

「出来るぞ！　よし、じゃあ俺と魔王とで対戦するとしようか？」

「うむ。それがよい。楽しみだな」

　魔王は勇者が座っている隣へいそいそとやってくる。勇者は場所を詰めてソファーに魔王が座れるスペースを開けてやると、勇者の横に腰を下ろした。

「ほら。お前のぶんのコントローラーだ」

「うむ。くくく……勇者、お前をぼこぼこにしてやるぞ」

　意気込む魔王に対し、勇者は軽く息を吐く。

「おいおい、そんなことできるわけないだろ？　俺は結構やり込んでいるのに、お前は今日初めてなんだぞ？　最初は技の練習とかからやらないと」

「練習だと？　そんなもの必要ない。我は今まで修行とかしたことないけど、魔王軍の中で最強の存在なのだ。ということはこのゲームの中でもきっと最強に違いない」

「なんなのその滅茶苦茶な理論!?　……ああ、なんかもう今から既に頭が痛いよ……。ゲームをやるのになんでこんな気が重くならなきゃいけないの……？」

「いいからとにかくやるぞ。よいか？　手加減は一切無用だからな」

「お前よくそんなこと言えるよな……」

「いいから！　手加減は無用だからな！」

「わ、わかったよ」

　意外と頑がん固こな魔王に押され勇者は頷かざるを得なかった。

　そして『Ｆｉｇｈｔ！』の掛け声で対戦が始まると、案の定、一方的な展開になった。勇者の操る鉢はち巻まきを巻いた武道着の男性キャラが、魔王が操るチャイナ服を着た女性キャラを一方的に叩たたきのめし、あっさりと『Ｋ．Ｏ．』の文字が画面にでかでかと表示されたのだった。

「あ、あれ？」

「だから言ったろ。勝てるはずないって」

　こんなはずはないという顔の魔王に対し、勇者はため息を吐きながら言った。

「も、もう一回やろうではないか！」

「別にいいけどさ……」

　しかし次も、ものの十秒ほどで『Ｋ．Ｏ．』の文字が。

「も、もう一回！」

「あ、ああ……」

　結局また、あっさりと勝負がつく。それからも魔王は勝負を挑み続けた。そして負ける度に彼女の顔が強こわ張ばっていく。

「な、なあ、そろそろ無む駄だだってわかったろ？　大人しく練習しようぜ」

「……もう一回だ」

「俺の言うこと聞いてた？　練習を……」

「もう一回だ！」

　魔王は勇者の言うことに耳を貸す状態ではなくなっていた。

（だからやりたくなかったのに～！）

　これは勇者の心の叫びである。しかし既に場が険悪になりすぎると、それすらも口に出すことが憚はばかられるのだ。こういう時はちょっとしたことがきっかけで友達同士のケンカに発展してしまうのがお約束なのである。そしてケンカになった場合、勇者と魔王が争えば、どのみち部屋の破壊は避けられないだろう。

　仕方なく彼は引き続き不毛な対戦に付き合ってやることにする。というか付き合うしかなかった。

（……しょうがない。上う手まいこと手加減して、なんとか魔王を勝たせてみよう）

　そして勇者はばれないように工作を始める。相手が攻撃するタイミングを読んで敢あえて飛び込んだり、相手の攻撃が防げなかったふりをしてわざと自分のキャラの体力を減らしていった。

　しかしそれでも勇者の方が勝ってしまったのだが、キャラクターの残り体力的には今回の試合はかなりいい勝負だった。

「おお、惜おしかったなあ！　もしかしたらもうそろそろ俺、負けちゃうかもなー！　あはは！」

　わざとらしくないように彼はおべっかも相当気を遣って言っていた。

　しかし魔王はというと、真っ暗な瞳ひとみで睨みつけてくるではないか。

「……お前、今……手加減したろ？」

　ギクリッ。勇者の体が硬こう直ちよくした。

「我の目を誤ご魔ま化かせると思ったか？　バカにするな！　今度手加減したら絶交だからな！」

（ええ～!?　そ、そんな理不尽な……）

　しかしながら、そんな理不尽なセリフが出てしまうのが、対戦ゲームで冷え切った空気の充満する部屋というものなのである。

　そしていっそのこと絶交してくれた方が勇者にとって願ったりかなったりのはずなのだが、しかし対戦ゲームで冷え切った部屋ではそれすら恐ろしくて簡単には実行できないのだ。

　というわけで、不毛な対戦が再び続くことになった。どれだけやっても結果が変わらない対戦を延々と続ける。魔王の使っている女性キャラの悲鳴が響くたびに、勇者の心に乾かわいた風が吹きすさんでくるようだった。

（た、耐たえられねえ……！）

　勇者が勇気を出して横をチラリと盗み見ると、半分涙目で真まっ直すぐ画面を睨みつけている魔王の姿があった。しかもその体からは黒いオーラが溢あふれ始はじめているではないか。

（こ、このままではまた部屋が爆破されてしまう……！）

　何せ魔王には前科がある。堪こらえ性しようのない魔王はいずれ腹いせに魔法を暴発させてこの部屋を吹き飛ばすことだろう。

（な、なんとかしなければ……）

　そう思った勇者は必死に打開策を考え始める。しかし、この冷え切った空気はそう簡単に打開できるものではない。下手な発言をしようものなら火に油だ。そしてその瞬間に爆発オチ確定だろう。

　画面内で魔王のキャラをぼこぼこにしながらも、勇者は必死にどうすべきか考えた。でもやはりそう簡単には打開策は見つからない。だが、そうしている間にも魔王の黒いオーラは増大しているではないか。

　しかもそれに伴い場の空気もさらに冷え込んでいく。魔王の目尻に溜たまった涙と共にプレッシャーも増大していく。

　ついに勇者は叫ぶのだった。

「あー！　もう耐えられねえ！　やめだ、やめ！　一旦ゲーム中止！」

「え？」

　魔王は急に立ち上がって叫び出した勇者をぽかんと見上げていた。そんな彼女に向かって彼は手をぶんぶん振りながら、

「もうやめよ！　こんな空気、俺もう耐えられねえよ！　いいか？　ゲームってのはなあ、楽しむためにあるんだよ。それなのに、こんなギスギスした空気でやってても何もいいことなんかないっての！」

「……ゲームは……楽しむためにある？」

「そうさ！　ゲームってのは本来そういうものなの。俺もお前も二人ともが笑ってなきゃおかしいんだよ。お前がそんな顔をしていたら、俺だってきついんだよ」

「そ、そうなのか？」

「ああ」

　勇者の言葉を受けて、魔王は何やら感銘を受けているようだった。

「おい、魔王。ゲーム機ごとその対戦ゲームのソフトを貸してやるから家で練習してこい。そしてお前が俺に張り合えるほど上手くなったら、その時にもう一度やろう。その時はきっと楽しいはずだ」

「え、その時は楽しいのか？」

「対戦ゲームっていうのは互角の戦いをすればするほど面白いものなんだよ。だから魔王、強くなれ」

　勇者は魔王の前に手を差し出す。しばらくはその手を見つめていた魔王だったが、やがて立ち上がってその手を摑つかんだのだった。

「ああ、約束しよう。我は今よりも強くなる。そして再びお前の前に現われようではないか」

　それは互いをライバルと認め合った感動的なシーンだった。しかし忘れてはならない。それはただ単にゲームをする約束をしているだけであるということを。

　しかしながら対戦ゲームで冷え切った空気を変えるには相当なスキルが必要なのだが、勇者はそれを見事やってのけたのだった。

　彼は手を放すと冗談交じりに言う。

「まったく……冷や冷やさせんなよな？　今回も爆発オチかと思ったぜ」

「失礼な。我を何だと思っているのだ」

　そう言い合いながらも笑い合うまでに仲直りできた二人だった。勇者はほっと息を吐くと、

「魔王、今日もウチで夕飯食ってくだろ？　それまでマンガでも読んでまったりしようぜ」

「うむ、そうだな。それも悪くない」

　普段なら邪険にするところを、仲直りできたことが嬉うれしかったのか、ご飯を食べていくよう提案をした勇者だった。そして魔王はベッドに、勇者はソファーで互いにごろりと横になる。

　そこからは二人ともマンガを読んでいるだけで、まったりと静かな時を過ごした。

　しばらくして、勇者はふとコーラが飲みたくなり部屋の中にある冷蔵庫のところに向かう。

「コーラ、コーラっと……あれ？」

　しかし冷蔵庫の中にはコーラがなかった。

「うわっ、マジかよ。切らしてたのか……」

　コーラは引きこもりである勇者にとってマストアイテムなので部屋の冷蔵庫に常備してあるのだが、たまたま切らしていたことに気付いていなかった。

　だが、一度思い出すとどうしても飲みたいのがコーラというものだった。勇者は魔王の方へと向き直ると、

「なあ、魔王。ちょっとコンビニでコーラ買ってきてくれよ」

　それまでマンガを読んでいた魔王は、いきなりそんなことを言われて戸惑った。

「な、なぜ我が買いに行かねばならんのだ？」

「だって俺、めんどいもん」

「ふ、ふざけるな！　魔王をパシリに使おうなどとはいい度胸をしているな貴様!?　自分で行ってこいよ！」

　勇者は首を振る。

「ダメなんだ。実は俺『この部屋から出られない病』という病気にかかっているんだよ。だから俺、この部屋から出れないんだ」

　それは言い訳にもならないほどに出デ来キの悪い言い訳だったが、しかし魔王は信じた。

「な、なに？　お前、そんな病気にかかっていたのか？」

「うん」

　純粋な魔王を騙だまして、しれっと噓うそを吐く勇者。

「……そうか、地球にはそんな病気があるのか。……はっ!?　だから勇者は引きこもりになっていたのか……。それなのに我はそんな事も知らずに無責任に学校に連れて行こうとしていたとは……。これでは学級委員長失格だ……。勇者、すまなかったな」

　律りち儀ぎにもぺこりと頭を下げる魔王だった。

「わかってくれたならいいんだよ。というわけでコーラ買って来てくれる？　あ、ペプシコーラで」

「うむ！　任せておくがよい。見事ペプシコーラとやらを買ってきてみせようぞ！」

　そう言って魔王は部屋から出て行った。

「……あいつ簡単に騙されたな……。あれでよく一国のトップでいられるよなぁ。大丈夫なのか、魔王軍は？」

　他人事ながら物もの凄すごく心配になってしまう勇者だった。だが今回のことに関してはコーラのためだと自分に言ってきかせて目を瞑つぶる最低な勇者だった。

「さ、俺はマンガでも読んでコーラを待とうっと♪」

　つくづく最低な勇者だった。

　しかし、しばらくしてからのことだ。




　ズドォンッ！




　突如、地響きとともに外からそんな轟ごう音おんが聞こえてきた。見過ごすにはあまりにも大きな音だった。

　彼は訝いぶかしげな視線を窓の外へと送ると、

「え？　な、何？　今の物騒な音は……」

　普通に暮らしている限りはまず聞こえてくるはずのないような異音。

　この時、彼の心の中にはたった今コーラを買いに行っているはずの魔王の姿が浮かんでいた。

「い、いや……まさかな。そうだ、魔王を信じよう。なんでもかんでも魔王に結び付けるのはよくないよな。うん」

　だが、しばらくしてから携帯電話の着信音が鳴り始めたではないか。画面上には見知らぬ番号が。

　普段だったら見知らぬ番号など無視するところだったが、この時は妙な胸騒ぎを覚えて勇者は電話に出た。

『そちら山やま本もと勇者さんのお電話ですか？』

「あ、はい。そうですけど」

『わたくし警察の者です。実は魔王さんが事件を起こしまして……。それであなたを身元引受人に指名しているんですけど、こちらに来られますか？　場所はご自宅近くのコンビニエンスストアです』

「………。はい、すぐ行きます」

　勇者はもはや何も言わず、外出用のパーカーを手に取った。




　事件現場に辿たどり着つくと、手て錠じようを嵌はめられ涙で顔をぐちゃぐちゃにしている魔王に出迎えられた。

「ゆうしゃ～」

　そんな魔王の横から刑事の一人が説明してくる。

「魔王さんには『ペプシコーラをよこせ』と言ってコンビニを破壊した容疑がかかっています」

「………」

「幸いにも死傷者はゼロですが、コンビニはご覧の通り跡形もありません」

「………」

　勇者はもはや言葉が出ない。

「ゆうしゃ～」

　泣いている魔王の後ろには確かに全壊したコンビニエンスストアの姿が……。まだ煙が上がっていた。

「ゆうしゃ～」

　未だ泣きやまない魔王に向かって勇者は頭を下げる。

「その、なんていうか……悪かった」

　もう謝るしかなかったという。




　その後、母親を呼んで魔法でコンビニを直してもらい、なんとかその場は収まった。

　そして、どうやら個人経営だったらしいそのコンビニ──。

　後日談だが、将来、魔ま大たい陸りく（魔族の領土）でコンビニをチェーン展開する許可を与えたことで、どうにか魔王は店長に許してもらえたのだった。
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十月六日　金曜日　午後八時五十分（日本標準時）

日本　東とう京きよう都と八はち王おう子じ市し高たか尾お山さん東部　和モダン三階建一軒家〈二階・勇ゆう者しやの部屋〉






　警察の事じ情じよう聴ちよう取しゆからようやく解放された勇者は、自分の部屋のベッドへと体を横たえた。

　その事情聴取とはもちろん魔ま王おうがコンビニを破壊した件である。

「はぁ～……まったく勘弁してくれよな。まさかお遣いに行かせてコンビニを破壊するなんて誰が思うよ……」

　ちなみに魔王は勇者の母親から夜食を持たされて自分の城へと帰っていった。帰る時もその顔は涙で濡ぬれていたという。

「魔王に言わせると、一度も買い物をしたことがなかったから、パニックになってああいう結果になったとのことだったけど、どう考えても普通あんな結果にはならねえだろ……。どこをどうしたらコンビニの破壊に繋つながるんだよ。まったく、あのアホ魔王は……」

　しかも結局爆発オチだし……と、勇者はもう一度溜ため息いきを吐つくしかなかった。

　その時、部屋のドアがノックされる。

（誰だ？　母さんのノックの仕方じゃないな。魔王が忘れ物でもしたのか？）

　しかし、勇者が気配を探る前に聞こえてきたのは別の声だった。

「……勇者。あたしよ。エイミーよ」

（エイミー？）

　勇者は驚いた。勇者パーティの魔法使いであり、また勇者の幼おさな馴な染じみでもあるハーフエルフの少女──エイミー・フィーだが、以前は引きこもりの勇者を学校に連れ戻そうとして毎日のように家まで来ていた。しかしここ最近はめっきり来なくなっていたので、てっきりもう諦あきらめられたと思っていたのだが……。

「ねえ、勇者。いるんでしょう？」

　居い留る守すを使おうとも思ったが、ヘタに居留守を使って魔王の時のように魔法でドアを吹き飛ばされでもしたら嫌なので、仕方なく答えることにする。

「……エイミー。今さらお前が何の用だよ？　また俺を学校に連れ戻すために来たのか？」

　しかしエイミーの答えは予想とは違った。

「いいえ違うわ。今日はね、お祝いに来たの」

（は？　お祝い？）

　ますます戸惑う勇者。

（今日なんか特別な日だったっけ？　誕生日はまだ先だけど……）

「とにかく……ここを開けてくれる？」

「あ、ああ」

　仕方なく勇者はドアを開けることにした。

　ドアを開けると、そこには何な故ぜか今にも死にそうな感じのエイミーが花束を持って立っているではないか。

　勇者は唖あ然ぜんとした表情で訊きく。

「ど、どうしたの？」

　勇者は本当に呆あつ気けに取られていた。それはそうだ。今のエイミーの姿は異常だった。髪かみは真っ白だし、全体的に三十歳くらい老ふけた印象がある。

　そんなエイミーは力なく笑うと、

「……別になんでもないの。別に失恋とかしてないから……」

「は？　失恋？」

「……ううん、こっちの話。あたしの長年のアプローチにも気付かない鈍感な男が、出会ったばかりの魔族の女に靡なびいちゃって大ショックを受けているとか、全然そんなんじゃないから……」

「は、はあ」

　勇者は首を傾かしげるしかなかった。エイミーはたまにわけのわからないことを言うことがあるのだ。

「そ、それで？　お祝いって何？」

　エイミーは手に持っていた花束を勇者の方へと差し出してくる。

「勇者と魔王がおめでただって聞いて、いても立ってもいられなくなってお祝いに駆け付けた次第です……」

「??　は？　おめでた？」

　ますます首を傾げるしかなかった。

「おめでたって、なんのこと？」

「……ふふふ……別に隠す必要なんてないのよ？　もう知ってるんだから……。魔王と一つのベッドで寝て、種付けしちゃったんでしょう？　きっと元気なお子さんが産まれるに違いないわ……」

　やはり意味のわからないことを言うエイミーに勇者は焦った。

「待て。お前がさっきから何を言っているのかまるでわからん」

　話がかみ合わない二人はしばし無言で見つめ合う。ややあって、エイミーがまた口を開く。

「昨日、勇者と魔王は同じベッドで寝たのよね……？」

「はあ？　俺と魔王が？　冗談だろ」

「え？　でも魔王が……」

「昨日、俺は母さんにぼこぼこにされて丸一日気絶していたからな。魔王も気付いたらいなかったし」

　実際その通りだった。魔王のスカートをめくろうとした罰を受けて母親から容よう赦しやなくぼこぼこにされて、勇者は夜になるまで気絶していたのだ。確かに魔王の横に転がされていたのだが、気絶していたので間違いなんて起きようはずがなかった。

　その辺のことをスカートめくりについては伏せつつ説明すると、エイミーの顔色が見る見るうちによくなっていく。

「え？　じゃ、じゃあ」

「お前が何を勘違いしているのか知らんが、俺は無実だ」

「ほ、ほんとに？」

「当たり前だろ」

　まだ少し疑っていたエイミーだったが、幼馴染みの声にウソが入っていないと分かった瞬間、彼女の顔色も真っ白だった髪の色も全すべて元に戻ったのだった。

「な、なーんだ！　おかしいと思ったのよねー！　二人とも鈍感な上にソッチ方向についてはてんでお子様だし、そんなこと起きるわけがないわよねー！　あはは！」

「納得してくれたならよかったけど、なんだかすごいバカにされている気がするぞ……」

「でも、あんたも悪いのよ？」

「は？　なんでだよ」

「だ、だってあたしのことはいっつも素っ気なく追い払っていたくせに、魔王のことはあっさりと部屋の中に入れたりするんだもん……」

　上目づかいで可か愛わいくふてくされている彼女の意図などにはまったく気付かず、勇者はため息を吐つく。

「別に俺が魔王を部屋に招いたことはねえよ。あいつ、勝手に入ってくるんだよ……」

「え？　そ、そうなの？」

「そうだよ。ドアを吹き飛ばしたり部屋を吹き飛ばしたり、挙あげ句くにコンビニまで吹き飛ばすんだぜ？　いい迷惑だよ」

　それを聞いて、さらにエイミーの機嫌が良くなっていた。

「な、なによなによ～。そうならそうと早くそう言いなさいよ～。なーんだ、魔王はあんたが招き入れたんじゃなくて、勝手に入って来てたのね。なんだなんだ～。そっかそっか～」

「おかげでパソコンに入っていたデータも全部吹き飛んだんだぞ」

「よかった～」

「全然よくねえよ!?」

　話が微妙にかみ合っていない二人であったが、二人の間ではよくあることだった。

「何か知らんが用が終わったんなら早く帰れよ」

「ちょ、ちょっとちょっと！　それはあまりに素っ気無いんじゃないの!?」

　勇者の冷たい言葉にエイミーの機嫌はまた悪くなっていた。

「せっかく可愛い幼馴染みが久しぶりに訪ねてきてやってるのよ!?　もうちょっと何かあるでしょうが！」

「何かって？」

「……元気だったかとか訊いてくれてもいいじゃない……」

「元気だったかー」

「超棒読み！」

「どうして欲しいんだよ？」

「……もういいわ。あんたに期待したあたしがバカだったから」

　エイミーは重いため息を吐くと、続けて訊くのである。

「で、どう？　そろそろ学校に来る気になった？」

　勇者はうんざりした顔で答える。

「だから行かないって言ってるだろ」

「な、なによ。そんなに嫌そうな顔をしなくてもいいじゃない……」

「そりゃイヤな顔にもなるって。俺、その言葉一体どれだけ言われてきていると思ってるんだよ？　そろそろまじで耳にタコが出来るレベルだぞ」

「そ、そんなこと言ったって……あたしだって他にどう言えばいいのかわからないもん……」

　拗すねるエイミーに、勇者は困った顔になっていた。

「そもそも、お前はなんで俺に学校に来てほしいわけ？」

　すると彼女はモジモジし始める。

「え？　そ、そんなの、勇者と一緒に学園生活を送りたいからに決まってるじゃない……」

「え、なんで？」

「あんたって、ほんっとにニブいわよね!?　幼よう稚ち園えん児じだってとっくに察してくれてるレベルよ!?」

　思わず素でつっこんでしまうエイミーだった。

「は、はあ……？」

　それでも首を捻ひねっている勇者に、エイミーは睨にらみつけると、

「あ、あんたってさ、告白されてもそんなすっとぼけた顔しているつもりなの……？」

「は？　告白なんかされたことないから分かんねえよ」

「今、目の前でほぼされてるでしょうが!?　現在進行形で！」

「？　え、誰にだよ？」

「ネコのウンコ踏ふめ!!」

　エイミーはよくわからない罵ば声せいを勇者に浴びせてから、結局肩を怒らせたまま帰って行ってしまった。

　彼はぽかんとするしかなかった。

「……一体なんだったんだ？」

　勇者はドアを閉めながら、

「我が幼馴染みながらエイミーはおかしな子だよな……。大丈夫かな？」

　結局彼女はいつもそういう評価をされてしまう宿命にある可か哀わい想そうな子だった。

　本当に踏んだり蹴ったりのエイミーであった。





十月六日　金曜日　午後九時二十一分（モスクワ標準時）

ロシア　モスクワ　アルバート地区　ロシア連れん邦ぽう軍ぐん参さん謀ぼう本ほん部ぶ






　今は使用されていない寂れた軍事給油施設──その事務室に二人の軍人と三人の魔物の影があった。

　ロシア特殊部隊の長であるボリス大佐とその部下のドミトリー、そして魔王四天王の一人であるエフリートとその護ご衛えいの魔物二人である。

　ボリスがエフリートへと話しかける。

「エフリート殿どの、お待たせいたしましたな。ようやく準備が整いましたぞ」

　エフリートは意外そうにその赤い眉まゆをぴくりと動かした。

「へえ？　よくもこう短期間でかの地の者に話を通せたものね？」

　ボリスはニヤリと笑う。

「この不安定な世界情勢の中では、かの地にもエフリート殿とお近付きになりたいという者が少なからずいるのですよ。……それとまあ、作戦の全ぜん貌ぼうまでは伝えておりませんし、そこに金を少しだけ積めばこうしてあっさりと話が通るのですよ。いったん世界に火を付けてさえしまえば、あとはこちらのものというわけですな」

　しれっと答えるボリスに、エフリートは少しばかり呆あきれたような顔をした後、くすりと笑った。

「ふふふ……人間たちも程よく腐くさっているわね。気に入ったわ」

「くくく、恐れ入ります」

　ボリスとエフリートはしばらくの間、悪い顔を突き合わせて笑い合っていた。

　ややあってから、ボリスが再び口を開く。

「そんなわけで、かの地──日本にて早ければ二週間後に作戦決行となりますので。お心積もりを」

「ふっ、待ち遠しいわ」

　エフリートは日本の方角を見て言うのだった。

「魔王をこの手で殺せる日がね」
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十月二十日　金曜日　午後四時三十七分（日本標準時）

日本　千ち葉ば県けん鴨かも川がわ市し　清きよ澄すみ山やま上じよう空くう






　雲一つない、ややオレンジ色に染まった空。

　清澄山はまさにハイキング日和びよりといった感じで、森の木々たちも気持ちよさそうに風に靡なびいている。

　そんな爽さわやかな空気をぶち壊すように、清澄山上空に今、風を切り裂いて突き進む影があった。

「い、いかん……すっかり遅くなってしまったぞ」

　魔ま王おうだ。彼女はセーラー服にリュックだけ担いだ状態で、背中から生やした黒い羽を高速で羽はばたかせ、東京方面に向かって猛もう烈れつなスピードで飛んでいた。

　実は今日、勇ゆう者しやと格闘ゲームをする約束になっているのである。そう、先日ケンカにまでなりかけたあの格闘ゲームである。

　練習を積み重ねた結果、魔王の実力が大分ついたので、今日ようやく対戦しようという話になったのだ。

　約束の時間は今日、魔王が学校を終えてからという曖あい昧まいなものだ。しかし魔王は勇者から借りているゲーム機を一度、北太平洋の真ん中にある自分の城まで取りに帰る時間までは計算していなかった。

　もちろん学級委員長としてゲーム機を学校に持っていくことなど出来ず、一旦取りに帰るしかなかったのだが、恐らく勇者は学校が終わったらすぐに魔王が自分の家に来ると思っていたことだろう。

　学校が終わった時間は三時。いつもなら遅くてもその二十分後あたりには勇者の家に着いているのだが、とっくにその時間は過ぎ去っている。

「勇者のやつ、引きこもりのくせにやたらと時間にうるさいからな……。たぶん怒ってるだろうなあ……」

　時間にうるさいとても厄介な引きこもり。それが勇者だった。

「仕方ない、そろそろラストスパートでスピードを上げるか」

　そう思って羽に力を入れた時──

「ハロー、魔王様」

　気付くと、魔王のすぐ上に炎の衣ころもを纏まとった女性の笑い顔があった。

「……なっ？」

「落ちなさい」

　炎の女性は思い切り魔王を蹴けり飛とばした。

　魔王は防御が間に合わず、まともに蹴りを受けてしまった。魔王の体はぐんぐんと落下していく。

　しかしぎりぎりのところで体勢を立て直すと、辛かろうじて山の地面との激突を避けることが叶かなう。

　魔王がキッと上空を睨にらみつけると、炎の魔女──エフリートがゆっくりと降りてくる。

「あら？　さすが魔王様といったところかしら。全力で蹴り飛ばしたのだけれど」

「……！」

　いきなり──それも自分の直属の配下に蹴り飛ばされたという現実が受け入れられず、魔王は硬こう直ちよくしていた。

「あれ？　もしかして混乱しておられますか、魔王様？」

　魔王は辛うじて口を開いて訊きき返かえす。

「……どうして我が軍の四天王の一人であるおぬしがこんなところにいる……？」

　エフリートはニヤリと笑った。

「もう薄うす々うす気付いているんでしょう？　こういうことですよ」

　エフリートがぱちんと指を鳴らすと、辺りの木々の影から一斉に魔物が姿を現した。

「!?」

　顔を強こわ張ばらせる魔王。その姿を見て満足そうに顔を歪ゆがめるエフリートは残酷にもこう言い放つのである。

「魔王様。あなたにはここで死んでもらいますわ」





同日　午後四時四十分（日本標準時）

日本　東とう京きよう都と八はち王おう子じ市し高たか尾お山さん東部　和モダン三階建一軒家〈二階・勇者の部屋〉






「遅い!!」

　勇者は叫んだ。そしてまた時計を見る。

「今日は対戦するって約束だったじゃねえか！　いつもは来なくてもいいのに来るくせに、なんで約束の日に限ってこんなに遅いんだよ！」

　勇者はイライラと組んだ腕に指をとんとんしていた。

「時間も守れないなんて、あいつ国のトップとして失格だぞ！」

　とにかく予定が狂うことが許せない厄介な引きこもり。それが勇者だった。

「くそ！　あいつ今どの辺にいるんだ!?」

　勇者は目を閉じると精神を集中し始める。そして、魔王がどこにいるのかを探る。彼は精神を集中することによって相手がどこにいるのかを探し当てることが出来るのである。

「……！　見つけた！　千葉県の房ぼう総そう半はん島とう辺りか。……こっちに向かっている気配はないな……。あいつ、あんなところで何やってんだ？」

　勇者は窓を開けると、そこから身を躍おどらせた。

「外に出るのは嫌だし面倒だけど、もう待ってられねえ。迎えに行って直接引っ張ってきてやる！」

　地面に着地した勇者はその瞬間、目にも見えないスピードで走り始めたのだった。





同日　午後四時四十一分（日本標準時）

千葉県鴨川市　清澄山北東地点






「……エフリートよ。今なんと言った？」

　魔王は訝いぶかしげな顔で訊き返した。

「あら、聞こえなかったかしら？　魔王様、あなたに死んでもらうと申し上げたのですよ」

　エフリートは炎の衣を揺らしながら蠱こ惑わく的てきな声で答えた。辺りにいる魔物たちが呼応するように笑い声を上げている。

　眉まゆを顰ひそめる魔王に向かってエフリートが続ける。

「魔王様、まさか意外だとはおっしゃらないでしょうね？　あなたが半ば強引に推進した人間どもとの和平は、未いまだに半分近くの魔物たちが納得いっていないのです。この状況は遅かれ早かれ……というやつですわ」

「……なるほどな。しかしまさかエフリートよ、おぬしが真っ先に刃は向むかってくるとはな……随ずい分ぶんと思い切った行動を起こしたものだ」

「まあ、和平反対派も過激派と穏おん健けん派はとで分かれていて一枚岩ではないですからね。しかし、次もし魔ま大たい陸りくの権力を握る者が現れるとしたら、それは魔王様、あなたを殺した者でしょうから」

「……なるほど。だからこんな愚おろかな真ま似ねをする気になったというわけか。しかしお前は確か穏健派ではなかったのか？」

「つい先日まではね。しかしながらわたくしはあなたを敬愛していたからこそあなたが許せなかった。我慢の限界だった。それだけ強大な力を持ちながら、人間どもに尻尾しつぽを振るあなたがね！」

　その言葉を受け取った魔王は、真まっ直すぐにエフリートを見つめ返しながら、

「……エフリート、まだ間に合うぞ。矛ほこを収めよ」

「一度抜いた矛は収められませんわ」

「エフリートよ、何な故ぜ分からぬ？　この地球に住む人間は思いのほか強い。おぬしとて分かっているはずだぞ」

「ええ、分かっておりますとも。ですからわたくしもお友達を作りましたの。人間のお友達をね」

「なに？」

　──瞬間、魔王の額ひたいを衝撃が襲おそった。

　魔王はたまらず後ろへと吹き飛ばされる。

「ぐっ!?」

　十メートルほども転がって、魔王はなんとか起き上がった。

　魔王は額から血を流していた。青い血だった。

　ぱちぱちぱち、と拍手が聞こえてくる。魔王がそちらに目をやると、二人の軍人がエフリートの横へと歩いて来ているところだった。

　その二人のうち太っている方──ボリス大佐が拍手をしながら言ってくる。

「さすがは魔王といったところですな。今のは最新型の対魔特殊弾による狙そ撃げきだったのですが、まさかその程度の傷しか与えることが出来ぬとは……いやはや、恐れ入りましたぞ」

　魔王は目を細める。

「……何者だ、おぬし？」

「これはこれは……名乗りもせず失礼いたしましたな。わたしの名はボリス・マン。ロシア軍特殊部隊の長を務めております。階級は大佐です。短いお付き合いでしょうが、どうかお見知りおきを。くくく」

　ボリスは慇いん懃ぎんにお辞じ儀ぎをして見せる。

　魔王が辺りの気配を探ると、確かに魔物ではない──訓練された人間が百人ほど、銃火器を装備して囲んでいるようだった。

「……そうか……エフリートよ、こやつがおぬしの協力者であり、このような思い切った行動を起こした理由の一端というわけか。……しかしまさか、ロシア軍とはな。さすがの我われも驚いたぞ。一体どうやってこれだけの魔物とロシア軍をこの日本に入れたのだ？」

　しかしそれにはボリスが答える。

「蛇じやの道は蛇へび、というわけですよ。くくく」

「……ボリス大佐とやら。おぬしがエフリートをそそのかしたのか？」

「そそのかしたなどと、とんでもない。わたしとエフリート殿どのは志こころざしを同じくする者──いわゆる同志なのですよ！」

　ボリスは大おお仰ぎようにのたまってみせる。それでも魔王は語り掛ける。

「ボリス大佐……人類は戦いなど求めていないはずだろう？　どうしてこのような愚かなことをする」

「魔王様、どうもあなたは人類を誤解しているようだ」

「……なに？」

「人類とて一枚岩ではないのですよ。あなたが和平を結んだ相手は『強国の意志』に過ぎないのです」

　魔王は眉を顰める。

「強国の意志……だと？　それは一体どういう意味だ？　それにロシアとて大国ではないか」

　ボリスはわざとらしくため息を吐ついてみせると、

「やはりあなたは何もわかっていない。確かにロシアも大国のひとつではありますが、アメリカ合がつ衆しゆう国こくなど、強国に連なる国々の全すべてが相手では、百の意志を十ほども通すことが出来ないのですよ」

「………」

「あなたはまだこの地球に来て間もない。この地球にある国々の間の微妙なパワーバランスは理解出来ませんよ。だからこそ実際こうして我々がエフリート殿とともにあなたを殺そうとしているのですからな」

「………」

「まあしかし、ここで話すことは無意味ですな。それだけ理解していただければ結構ですぞ。くくく」

　ボリスはいやらしい笑みを浮かべながらそのように締める。つまり、ここで殺されることになる魔王が理解する必要はないと言っているのだ。

　魔王は気落ちしたような、大きいため息を吐いた。

「……結局、我は甘かったということなのか……」

　エフリートはくすりと笑う。

「ふふふ、やっとわかっていただけたのですか？　でも、もう遅いですわ。あとのことは全てわたくしが引き継ぎますから、魔王様はどうぞご心配されることなくあの世へと行ってくださいませ」

「………」

　魔王はもはや何も言わなかった。ただ悲しそうな顔で地面を見ているだけだ。

「あらあら。魔王様のそのようなお姿、見るに堪たえませんわ。すぐに殺して差し上げましょう。ではみなさん、用意はいいで……」

　と、エフリートが今まさに全軍に攻撃命令を出そうとしていた時である。

「まおう───！」

　いきなり空中から少年がひとり降りてきて、魔王の側そばへと着地したのだった。その顔を見て魔王が呆あつ気けに取られた顔をする。

「へ？　なんでお前がここにいるのだ？」

「お前があまりにも遅いから迎えに来たんだよ！　今日は対戦するって約束しただろうが!?　こんなところでなに油売ってんだよ！　ぶっ殺すぞ!?」

　それは勇者だった。しかもいきなりマックスでキレていた。

　魔王は慌あわてて弁明しようとする。

「い、いや、待ってくれ。それにはワケがだな……」

「言い訳なんて聞きたくないね！　お前はあれか!?　巌がん流りゆう島じまに遅れてきた宮みや本もと武蔵むさしにでもなったつもりか!?　わざと遅れてくることで俺をイライラさせて集中力を乱したところを対戦で勝つというセコイ作戦なんだろうこれは！」

「おい、さすがにゲームごときでそこまでするほど我は落ちぶれておらんぞ!?　お前ちょっと我のこと見くびりすぎだろ!?」

「はん、どうだかな。お前スゲー負けず嫌いだし。やりかねないだろ」

「負けず嫌いなのはお前だって同じだろうが!?　この間なんてじゃんけんで勝った方が母上殿特製のアップルパイを一切れ多く食べられるという時に、我がじゃんけんに勝ったら『実は三回勝負でした』なんて言われて、その三回勝負に勝ったら『実は五回勝負でした』とか……往おう生じよう際ぎわ悪すぎだろ！　本当にお前が勇者なのか度たび々たび疑うほどだったぞ!?」

「………。まあ、あれは我ながら大人げなかったと思って反省してる。悪かったな」

「……お前、意外と素す直なおだな」

「まあね。──ところでさ、この人たち誰？」

　そこでようやく勇者は辺りに目を向けた。そこにはぽかんとした顔で二人の罵ののしり合あい（漫才）を見つめている魔物たちと軍人たちがいた。

　同じくぽかんとした顔のボリス大佐が勇者に向かって訊いてくる。

「……少年。気のせいかな？　今、魔王がキミに向かって『勇者』と言ったような気がしたのだが……」

　勇者は頷うなずく。

「ああ、そうだけど。俺、一応勇者だよ」

　勇者がそう答えた瞬間、辺りがざわついた。

「ちょ、ちょっとタイム！」

　ボリスがそう言ってドミトリーとエフリートを集めて円陣を組み、ひそひそ話を始める。

「お、おい、勇者が出てくるなんて聞いてないぞ!?」

「ど、どうしましょう……？」

「さ、さすがに魔王と勇者の二人を同時に相手にするのはキツいわよ」

「……いや待て。そもそもあれは本当に勇者なのか？　あんなだるんだるんのくすんだ青色のジャージに身を包んだ勇者なんて聞いたことがないぞ？」

「……確かにね。あれではスライムやゴブリンにすら勝てそうにない風ふう貌ぼうだもの」

「お、お待ちくださいお二人とも。わたしは以前『勇者育成計画』のデータベースを見たことがあるのですが、あの顔は確かに勇者ですよ」

「な、なんだと!?　くそっ！」

「……いえ、待ちなさい。そもそもどうしてわたくしたちは勇者を『敵』として認識しているのかしら？」

「「え？」」

「だってそうでしょう？　相手は勇者なのよ。勇者というのは魔王と相反するものではなくて？　普通、魔王と勇者って敵同士よね？」

「おお！　た、確かに！　さすがエフリート殿！　頭がいい！」

　笑顔になるボリスとエフリートだったが、部下のドミトリーだけ不安そうな表情で、

「で、でも、なんだかあの二人、仲好よさそうじゃないですか……？」

「バカ言え！　魔王と勇者の仲がいいわけあるか！」

「そうよそうよ！　これ以上ややこしいことになる前に、ここはさりげなく勇者に帰ってもらいましょう？」

　エフリートの提案にボリスが頷く。

「そうですな。そうしましょう」

　そうやって三人の話がまとまった頃合いに、勇者が話しかけてくる。

「ねえ、まだ？　俺たち時間ないんだけど」

　ボリスが慌てて対応する。

「お、お待たせして申し訳ありません勇者殿！　たった今、話がまとまりましたので！」

「それで？」

「あの、実はですね、わたくしたちはそちらの魔王さんと少しばかりお話があるのです」

「ふーん。じゃあ早く済ませてよ」

「い、いや、それがちょっと込み入った話でして……」

　埒らちが明かないと思ったのか、勇者は魔王の方に顔を向けると、

「ねえ、この人たちお前に一体何の用なの？」

「実はな、クーデターを起こされたのだ」

「なに……クーデターだと？」

　魔王のその答えに勇者がぎろりとボリスたちを睨にらみつける。ボリスやエフリートたちの顔が一斉に青ざめた。

　しかし勇者はこのようにのたまうのだった。

「悪いけどクーデターは今度にしてくれよ。今日はこいつ、俺とゲームで対戦するのが先約なんだから」

『えええっ!?』

　まったく予想していなかった答えにボリスたちはみんな驚いていた。

　真っ先に我に返ったボリスが、なんとか声を絞しぼり出だす。

「こ、今度にしろと言われましても……。クーデターというのはタイミングを逃すと失敗してしまうものでして……」

「そんなこと言われてもこっちだって困るよ。だって今日は間違いなく俺が先に魔王とゲームをする約束してたもん」

「い、いや、してたもんと言われましても……」

　ボリスは困り果てて、また三人でひそひそと話し始めるのだった。

「お、おい！　あいつまったく話が通じないぞ!?」

「まさかあんなガキみたいな理論で我々のクーデターを阻はばんでくるなんてね……。まったく予想できない展開だわ」

「ど、どうしましょう……？」

　ボリス、エフリート、ドミトリーの順で話したところで、

「もういっそのこと勇者も一緒に殺しちゃったらどうかしら？」

　エフリートがそのように提案した。

「「え？」」

「だってあいつ話が通じる雰囲気じゃないし……。それに見てよ。あんなくたびれた青色のジャージを着てる奴がそんなに強いと思う？」

　ボリスが頷く。

「ま、まあ確かに……」

「それに見たところ『聖せい剣けん』も持っていないわ。『聖剣』のない勇者なんて餡あんの入っていないたい焼きも同じよ」

　エフリートのその発言に、部下のドミトリーが前のめりになって、

「た、確かに『聖剣』があるかないかで勇者の力が十倍近く違うという話を聞いたことがあります！」

「ほう、そんなに違うものなのか？　だったら殺してしまった方が早いかもしれないな。ここで目撃者を取り逃がすのは都合が悪いのも事実だ。……しかしエフリート殿、魔族なのによくたい焼きなんて言葉を知ってましたな？」

「好きなのよ、あれ。それよりもさっさとやるわよ！」

「はっ！　そうですな」

　再び三人の話し合いが終わった頃、勇者がいらいらしながら言ってくる。

「おい、時間がないって言ってるだろ!?」

　しかし今度は、三人は余裕の態度だった。

「くくく。お待たせいたしましたな、勇者殿」

「で、今度はどういう話し合いの結果になったんだよ？」

「申し訳ありませんが、勇者殿にはここで死んでいただくことになりました」

「あ、そうなの？」

　そんな軽い勇者の反応に、エフリートがくすりと笑って、

「ふふ、えらく余裕の態度じゃないの。『聖剣』も持っていないくせにさ」

「聖剣なら呼べば来るけど。……聖剣よ、来い！」

　勇者が右手を天にかざしてぐっと力を入れると、何もない虚こ空くうから鞘さやに入った一振りの剣が現われたのだった。それを手に取って勇者が言う。

「ほら」

「「「え」」」

　完全に計算違いの顔をしている三人。

　真っ先に我に返ったドミトリーが、慌てて上司のボリスに向かって、

「ど、どうするんですか!?　聖剣きちゃいましたよ!?」

「ば、ばか！　今さら後に引けるか！　さっきの魔王と同じように先制して狙そ撃げきするしかない！」

　そう言ってボリスが森に潜ひそむ狙撃兵に対して密ひそかに合図を出す。すると先程魔王を襲った特殊弾による狙撃が、勇者の額に襲い掛かった。

　しかし勇者は剣を鞘から抜くと一いつ閃せん！　弾を真っ二つに割って見せる。

『!?』

　死角からの狙撃弾を弾くわけでも避けるわけでもなく、真っ二つに斬って見せた。

　有り得ない光景に魔物と軍人たちは全員が驚きよう愕がくの表情をしている。強い者ほど今の光景だけで勇者の実力が想像のはるか上を行っていることが分かってしまった。

「そ、そんなバカな……!?　魔王の額でさえ割れた特殊弾が……」

　茫ぼう然ぜんとするボリス。しかしボリスのそのセリフはまさに失言だった。

「……魔王の額が割れた、だと？」

　勇者は訝いぶかしげに後ろを振り向く。そしてようやく魔王の額から青い血が流れ出ていることに気付いたのだった。

　勇者の目が細まる。

「……お前、怪け我がしているのか？」

「え？　あ、ああ。だがこれくらいどうということはないが……」

「……でも、怪我させられたんだな？」

「え？　う、うん」

「そうか」

　勇者はゆっくりと正面に向き直る。その顔付きは先程までのものとは全く違っていた。

『ひっ!?』

　勇者から流れ出ている覇気に、魔物たちも特殊部隊の兵士たちも怯おびえていた。

「ゲームをする時間を奪っただけならまだ許してやろうとも思っていたんだけどな……。魔王に──俺のダチに怪我をさせたとあっちゃ許すわけにはいかねえわ」

　勇者の体から出る覇は気きはどんどんと大きくなっていく。

「う、うそでしょ……？　戦わなくてもわかる。勇者は、こ、これほどの化け物だったの……？」

　エフリートの体が震えている。魔王四天王の一人である彼女ですら戦う前から戦意を喪失していた。

　一方の魔王も、

「……ゆ、勇者？　もしかして怒っているのか？」

　勇者は何も答えなかったが、確かに彼は怒っていた。静かに怒っていた。

　魔王も今まで何度も怒られたことがあったが、どう見てもこれまでのものとはレベルが違う。

　それに、

「……勇者。今、我のことを『友達』と、そう言ってくれたのか？」

　そう訊たずねてくる魔王に、しかしやはり勇者は何も答えない。

　代わりに勇者は剣を横に思い切り一閃させた。

　すると凄すさまじい衝撃波が発生し、勇者よりも前面に展開している魔物や軍人などを辺りの木々ごと巻き込んで、全部吹き飛ばしてしまったのである。

「……!?」

　今の攻撃を辛かろうじてかわしたエフリートは辺りの景色の変わりように目を剝むいた。木々は全部半ばから折れ、倒れた木と木の間に魔物や軍人たちが挟まっているではないか。

　魔物は全部で千体。特殊部隊の軍人は百人展開していたのだが、今の一撃だけでその三分の一は持っていかれたように見える。

「安心しろ。峰みね打うちだ」

「峰打ちィ!?　今のがぁっ!?」

　ていうかそもそもその剣は両刃だから峰なんてないじゃん！　なんていうツッコみすら出来ないほどにエフリートは取り乱していた。とっくに腰も抜かしている。ちなみにボリス大佐とその部下ドミトリーは今の一撃に巻き込まれてどこかに飛んで行ってしまった。

　勇者が一歩前に踏み出すと、それだけでエフリートはびくりと体を揺らす。もはや彼女は涙目だった。

「あ、あの……わたくし女性ですのよ？　ひどいこと、しませんよね……？」

　ぶるぶる震えるエフリートに向かって、勇者は安心させるようににっこりと笑うと、

「知ってる？　この地球にはこんな言葉があるんだ。『男女平等』」

「わぁ、素敵な言葉。でもこの場合、不吉な言葉にしか聞こえないぃぃ……」

　勇者はエフリートの前まで来ると、何かを思いついたかのように振り返った。

「あ、そうだ魔王。ゲームで対戦する時間が大分削けずられたから代案があるんだけど」

「？　なんだ？」

　勇者はニヤリと笑うと、

「リアル格闘ゲームでうっぷん晴らししようぜ」

　つまり勇者は対戦ゲームの代わりに目の前の敵たちをボコボコにしてうっぷんを晴らそうと提案しているのである。

　勇者の言うところの意味がわかった魔王も、同じくニヤリと笑った。

「ほう、それは面白そうだ」

「だろ？　ほら、お前も来いよ」

　魔王は言われた通りに勇者の隣へと進み行く。そして勇者と魔王、二人並び立つとその威圧感は倍に増えた。

「ひ、ひいい……!?」

　怯えるエフリートに勇者は笑った。しかしその瞳ひとみはター○ネーターのように怪しく光っている。

「覚悟はいーい？」

　魔王は魔王で今やとてつもない闇の気を体から発していた。

「もちろん周りに隠れている者どもも同罪だからな？」

　その言葉に辺りは凍りついていた。小便を漏もらしている者すらいる。

　そして二対七百──たった二人による七百人に対する圧倒的な蹂じゆう躙りん劇げきが始まったのである。





　×××






　十分も経たった時、辺りの景色は一変していた。緑に覆われていた台地は剝はげ、ところどころにクレーターが出来上がっていて、そこから煙を上げている。

　そして魔物や軍人たちが至る所に転がっていた。千体の魔物と百人の軍人が転がっているのである。

　そんな中、立っているのはたった二人だった。もちろん勇者と魔王の二人だ。

「これで少しは思い知っただろ」

「ちょっとやり過ぎ感は否いなめないがな」

　そう答えた魔王だったが、その顔はニヤついていた。

「？　お前、なんでそんな嬉うれしそうな顔してんの？」

「ふっ、別によいではないか」

　魔王は言葉にこそしなかったが、内心では喜んでいた。勇者は自分のために怒ってくれたのだ。嬉しくないわけがなかった。

　そんな彼女の心中を察することなく、勇者は魔王の額の傷を指差すと、

「それにしてもさ、お前、油断し過ぎだろ」

「ああ、面目ない。確かにちょっとばかり油断した。……エフリートに裏切られたのが思ったよりも堪えた」

　その答えに、勇者は珍しく神妙な面持ちで、彼女を気遣うようにして訊く。

「……ショックだったのか？」

　しかし次の瞬間、魔王の表情は晴れやかだった。

「いや、もういいのだ。勇者が……友達が助けに来てくれたからな」

　そう言って魔王はにっこりと勇者に向かって笑いかけた。その女の子っぽい柔らかな笑顔に、勇者は珍しく不意を打たれて顔を赤くする。

　そして、勇者は魔王の頭を叩たたいた。

「いたいっ！　な、なんで殴るのだ!?」

　魔王は涙目で抗議する。

「お前がいきなり恥ずかしいことを言うからだろうが」

「だからって殴ることないだろ!?」

「ごめん、照れ隠し」

「勇者、お前の照れ隠しはシャレにならないんだよ！　今の普通に地面が割れる威力だったぞ!?」

「でもたんこぶくらいで済んだろ？」

「そうだけども！」

　恐るべきは魔王の石頭だった。

「それよりもさ、今日はもうまったりポテチでも食いながらアニメでも見ようぜ？」

　魔王が息を継ぎながら答える。

「……うむ、それがいいな。我も今日はもう疲れたぞ」

「まあ取りあえず帰って母さんにその傷を治してもらうか」

「ああ。ついでにお前に作られたたんこぶもな」

「………。行くか」

「スルーしたな」

「行くか」

「行こう」

　そして二人は西の空へと飛んで行った。

　後に残された魔物や軍人たちは、もう既に完全に忘れ去られていたという。
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　魔族とロシア軍特殊部隊による連合軍との戦闘──あの日から一か月が経たった今もなお、勇ゆう者しやは相変わらず引きこもりだった。

　日々怠たい惰だを貪むさぼり、午後にやってくる魔ま王おうの相手をするだけの生活。

　そう。この一か月、どれだけ魔王が学校に誘っても勇者は頑かたくなに応じなかった。

　しかしそんな生活にも変化が訪れようとしていた。

　それは十二月に入ったばかりの土曜日と……そして日曜日のことだった。





十二月二日　土曜日　午前八時五十二分（日本標準時）

日本　東とう京きよう都と八はち王おう子じ市し高たか尾お山さん東部　和モダン三階建一軒家〈二階・勇者の部屋〉






　遮しや光こうカーテンにより真っ暗な部屋の中。勇者は気持ちよさそうにすーすーと寝息を立てていた。何も邪じや魔まするものがない穏おだやかな寝息だった。

　だが、そんな静せい寂じやくの部屋にどんっとドアが勢いよく開け放たれる音が響き渡る。

「勇者、起きろ！　出掛けるぞ！」

　いきなりの大声に勇者は顔を顰しかめると、ベッドの中でもぞもぞと寝返りを打ちながら言うのである。

「……帰れ」

　眠気の入った完全に機嫌の悪い声だった。しかし魔王は挫くじけない。

「おい、起きろよゆうしゃ～」

　魔王はベッドの上に乗っかって、勇者に跨またがってゆさゆさと体を揺らす。

「……頼むからもう少し寝かせてくれ」

「何を言う。もう九時だぞ」

「……引きこもりにとって朝の九時は深夜みたいなものなんだよ。起きたら相手してやるから、一人でゲームでもして時間を潰つぶしてろよ」

「そうもいかん！　今日はお出かけしたいのだ！」

「……はあ？　お出かけ？　どこに」

「我われは遊園地に行きたいのだ！」

「……勝手に行って来いよ」

「我は勇者と行きたいのだ！」

「……お前、引きこもりを遊園地になんか誘うなよ……。友達と行きたいならエイミーでも誘って行けばいいだろ」

　すると魔王はもじもじしながら、

「……確かに魔法使いは友達ではあるが、まだ遊園地に誘えるほど仲良くはないのだ。なあ勇者、気兼ねなく誘えるのはお前しかいないんだよ～」

　すると勇者は耐え切れなくなったように、がばりと起き上がって言うのである。

「お前、俺には滅茶苦茶やるくせに、なんでエイミーにはそんな遠慮気味なんだよ!?　というかその気遣いの心をもう少し俺にも使えよ！」

　果てしなく正論だった。しかし魔王は不思議そうにこてんと首を傾かしげているではないか。勇者はぶん殴りたいのを我慢した。

　ただ勇者は、そこでようやく魔王の恰かつ好こうに気付く。

「お前、その恰好……」

「ふふ……どうだ？　似合っているだろ？」

　魔王はベッドの上で立ち上がると、くるりと回ってみせる。

　彼女はいつもの制服姿ではなかった。フレアミニスカートに黒タイツとジャケット。そしてマフラーまで巻いている。その姿はとても可か愛わいらしく可憐だった。

「へえ、まるで美少女のようじゃないか」

「ふふふ、そうであろ。そうであろ」

　そうやって魔王は上機嫌に笑っていたのだが、しかしふと気付くのである。

「……あれ？　その言い方だと、まるで普段は美少女ではないような言い方ではないか……？」

「細かいことは気にするな。それよりも……くそ、完全に目が覚めちまったじゃねえか」

「いや、起きてくれよ。そして遊園地に連れて行ってくれよ」

　勇者は嫌そうに顔を顰める。

「……まじで行くのか？」

　その顔を見た魔王はさすがにたじろいだ。

「う……ま、まあ、そんなにいやなら……いいのだが……」

　魔王はつまらなそうに、悲しそうに目を伏せてしまうのだった。そんな姿を見せられては、勇者はため息を吐つくしかなかった。

「……分かったよ。行けばいいんだろ、行けば」

　魔王はがばりと顔を上げると、

「ほ、ほんとか!?　一緒に行ってくれるのか!?」

「ああ。でも言っとくけど俺も遊園地は初めてだからな。俺に過度な期待はしないでくれよ？」

「それはいいのだ！　一緒に行ってくれれば、それでいいのだ！」

　その嬉うれしそうな顔を見て、勇者はまたため息を吐くしかなかった。

「じゃあ俺、着替えるから」

「ああ、わかった」

　魔王は頷うなずいたがそこから動く気配はなかった。勇者はもう一度言う。

「あのな、魔王。俺、着替えるから」

「ああ、着替えればよかろう？」

「………」

「……？」

　二人は不思議そうに顔を見合わせていた。そして勇者は告げる。

「あのさ……部屋から出て行ってくれない？」

「？　どうしてだ？」

「いや、恥ずかしいだろうが」

「別に我は恥ずかしくないぞ」

「俺が恥ずかしいんだよ！　いいから出てけって言ってんだよ！」

「わ、わかったよ。そんなに怒らなくてもいいのに……」

　ぶつくさ言いながら魔王は部屋から出て行った。勇者はうんざりしながら呟つぶやく。

「誰かあいつの取扱説明書をくれよ……」

　今度実際に魔王城に行って、誰かに魔王の御ぎよし方かたを教えてもらおうかと本気で悩む勇者であった。




　部屋から出てきた勇者を見て、魔王が感嘆の声を上げる。

「おお。お前も似合っているではないか！」

　着替えた勇者の恰好を魔王は上から下へと眺めまわす。ＭＡ‐１ジャケットにニットとスキニーパンツ。勇者は背が高く体つきもかっちりしているので、その着こなしはとても良く似合っていた。

「なんだなんだ。ちゃんとオシャレすればお前もかっこいいではないか」

「はいはい。お世せ辞じをどうもありがとう」

「む。世辞などではなく、これは本当に」

「ほら、早く朝飯食いに行くぞ。どうせ母さんが二人分用意しているだろうから」

「これ、待たんか！　世辞ではないと言っておろうが！」

　二人はやんややんやと言い合いながら一階へと降りて行く。一階にはそんな二人の光景を微笑ほほえましく見つめている母親がいた。





　×××






　騒がしくも楽しい朝食を終えた二人は、家を出ると西の方角へと飛び始めた。

「う……引きこもりは朝日を浴びると死んでしまうんだ……」などとのたまう勇者は超レアアイテムの『浮遊の靴』で宙を自由に動き回り、そのケツを蹴け飛とばす魔王は背中から生やした羽で移動している。二人はいつも通りぐだぐだやりながらも順調な空の旅を楽しんだ（ただし生身である）。

　そして十分もしないうちに目的地が見えてきた。





同日　午前九時五十三分（日本標準時）

日本　山やま梨なし県けん富ふ士じ吉よし田だ市し　富ふ士じスーパーランド上空






「おおおお……！」

　見えてきた観覧車とジェットコースターに魔王が感嘆の声を上げていた。

「ガキかお前は。そんなにはしゃいじゃって、まあ恥ずかしい」

「うるさいな。そんなお前だって意外とわくわくしているのではないか？」

　ぎくりとする勇者。

「そ、そんなわけないだろう？　いくら子供のころ修行三ざん昧まいで遊園地に行きたくても行けなかったからって、そ、そんなわけないだろう？」

　焦る勇者と、その姿を生温かい目で見つめる魔王だった。

「うん、そうか。お前が楽しみにしていたのはわかった」

「こ、こほんっ。とにかく、だ。遊園地らしい遊園地と言ったらこの富士スーパーランドがおすすめらしい。特にジェットコースターとかがスリルがあってすごいらしいよ」

「ほおお、それは楽しみだな！　早速行ってみようではないか！」

「そうだな。それじゃあ降りるか」

「らじゃ！」

　そうしてルンルン気分で遊園地の中へと降りたのだが、速攻で係員に捕まり、きちんとチケットを買って入るようにこっぴどく怒られた二人だった。





　×××






　──二時間後。

　観覧車に乗る勇者と魔王の表情は優れなかった。

　何な故ぜならこの二時間、あらゆる乗り物に乗ったのだが、二人はほとんど楽しめなかったからだ。

　考えてみれば当然のことだった。魔王も勇者もジェットコースターより高いところまで飛べる上に、ジェットコースターよりも早く動ける。これでどうやって絶叫しようというのか？　そう、絶叫系マシンというものは最強の力を持つ二人にとって単なる鉄の塊かたまりも同じだった。

　勇者も遊園地は初めてだったからこそ気付かなかった盲点だが、見る見るうちに機嫌が悪くなっていく魔王の横で、勇者は内心で冷や汗をかくしかなかった。

　そしてどうやらこの観覧車もお気に召さなかったらしい。ゴンドラの椅子に座りながら彼女は頰ほおをぷぅっと膨ふくらませている。

「……なあ、これは何が面白いのだ？」

「こ、これはな、高いところからの景色を楽しむ乗り物なんだ」

　あからさまに機嫌の悪い声に、勇者は辟へき易えきしながら答える（勇者はこの二時間、乗り物に乗る度に、そのつまらない乗り物の説明をしなければならなかったので、精神的に大分参っていた）。

「……だったら、いつも高いところを飛んでいる我われにとって、この乗り物は何の意味もないではないか」

　その通りだった。高いところから景色を楽しむのが観覧車だが、魔王は観覧車の最高高度よりも遙はるかに高く飛べるのである。とどのつまり、魔王にとって観覧車はゆっくりと動く鉄の檻おりとそう変わらなかった。

　より一層頰を膨らませる魔王に、勇者はというと冷や汗をかくしかないのだが、しかしそんな彼の心など慮おもんばかることもなく、

「つまらぬ！　我はもう降りる！」

　そう言って魔王はドアをがちゃがちゃやり始める。

「お、おい！　ダメだって！　そこの注意書きにも書いてあるだろう？　無理矢理ドアを開けようとしたりするのは禁止だって」

　勇者は焦って注意した。すると──

「だったらこの機械を早く下ろそう」

「え？」

　魔王が言った『機械』とは、観覧車とゴンドラそのもののことだった。

　彼女がゴンドラの床に手を当てて「ふんっ」と力を入れると、観覧車はその瞬間、有り得ないほどのスピードでぐるんと回った。

　すぐにロックがかかったのか観覧車はガチャンッ、という音と共に止まったのだが、その直前のスピードが凄すごすぎて全すべてのゴンドラが振り子のようにぶらんぶらん揺れていた。ありえないくらいに揺れていた。




「ぎゃああああああああああああああああああああああっ!?」

「うわああああああああああ、タスケテェ！」

「か、神さまあああああああああああああっ!!」




　辺りから聞こえてくる絶叫。それは楽しさからくる絶叫ではなく本気の悲鳴だった。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんと化した観覧車の中で、勇者は魔王に向かって静かに言うのである。

「……いいか？　後から事情聴取されると思うが、何を聞かれても知らぬ存ぜぬを通せ。わかったな」

　勇者の目は余計なことを言ったら魔王（お前）を討伐すると訴えていた。

「わ、わかった」

　魔王は自分がやったことが酷ひどくマズイことであることを肌で感じ、神妙な顔で頷いた。

　観覧車はその後、運転中止となった。





　×××






　観覧車から救出される形で脱出した後、勇者は悩んでいた。次はどうしたものか、と。富士スーパーランドにはもう一つ、お化け屋敷が名物として残っていたのだが、この魔王をお化け屋敷の中に入れたらなんとなく爆発オチになる気がしたので勇者はスルーすることにした。

「……遊園地はあまり楽しいところではないのだな……」

「……お前、さっきのこと何も反省してねえだろ」

　ついツッコんでしまう勇者だったが、しかしあからさまにがっかりした顔の魔王がなんとなく不ふ憫びんだったので、勇者は彼女の肩を叩たたきつつ提案する。

「結局俺たちに遊園地は似合わないんだって。なあ、アニメ○トでも寄って帰ろうぜ？」

　魔王は首を傾げる。

「あにめ○と？　なんだそれは？」

「アニメやゲーム関連のグッズがそれこそ山のように置いてある店のことだよ」

　勇者の言葉に、魔王はびっくりしたように目を見開いていた。

「ふおおおおお！　な、なんだそれは!?　まるで宝島のようではないか！　行く！　行く行く！　絶対行く！」

「うし。じゃあ決まりだ。俺に付いてきな！」

「おうさ！」

　そうして遊園地に来た時以上のテンションで二人は秋あき葉は原ばらへと向かって飛び上がる。

　その後、オタクの街──秋葉原を心行くまで堪たん能のうした二人だった。
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　遊園地と秋葉原に行った翌日。

　日曜日。

　勇者は惰だ眠みんを貪むさぼっていた。とことん貪っていた。

　なにしろ昨日は無理矢理に朝起こされて一日中魔ま王おうに付き合わされたのだ。久々の外出ということもあってやたらと疲れていた彼は心行くまで睡眠を堪たん能のうした。

　そんな勇者は午後の一時半ばを回ったところでようやく目を覚ます。

　十分な睡眠時間が取れて、気持ちがいい寝起きのはずだった。

　しかしまず目に入って来た光景を見て、そんなものは一いつ切さい吹き飛ぶ。

　何な故ぜか魔王がソファーに座って当然のような顔でゲームをしていたのだ。

　格闘ゲームだ。……いや、そんなことはどうでもいい。どうしてこいつがここにいる？　目覚めたばかりということもあって勇者の頭は軽く混乱していた。

「おお、勇者。目を覚ましたか。おはよう」

　軽快に挨あい拶さつしてくる魔王に、勇者は半眼のまま訊たずねる。

「……おはようじゃねえから。お前、何してるの？」

　魔王はしれっと答える。

「見て分からんか？　ゲームをしておる」

「いや、だからどうして俺の部屋でゲームをしているのかと訊きいている」

「だって昨日無理矢理起こしたらお前、滅め茶ちや苦く茶ちや怒ったではないか。だから我われは気を遣って一人でゲームをしながらお前が起きるのを待っておったのだ。なんと健けな気げな我」

「いやいや、勝手に部屋に入ってきている時点でおかしいからね!?　全然健気じゃねえから！」

　目覚めたばかりで声を張り上げた勇者は、はあはあと肩で息をしていた。

「大丈夫か勇者？」

「お前のせいだよお前の！……まったく、二日連続で勘弁してくれよ」

　そうぼやきつつも勇者はベッドから出てソファーのところまで行くと、魔王に向かって言うのである。

「ちょっとそっち詰めて。俺もやる。対戦しよ」

「ん」

　なんだかんだ言いながらも一緒にゲームがしたい欲が先行するどうしようもない引きこもり。それが勇者だった。

　彼は自分のキャラを選びながら魔王に訊ねる。

「で、今日は何の用なんだ？」

　魔王も自分のキャラを選び直しながら答える。

「別に。今日はただ普通に遊びに来ただけなのだ」

「……ふーん？」

　彼女になんとなく用があるような気がした勇者だが、どうやら気のせいだったらしい。

　お互いにキャラを選び終えるといよいよ対戦が始まる。

　この格闘ゲームは以前二人が対戦したあのゲームだ。当時は一方的な試合展開だったこのゲームだが、今ではすっかり互角の戦いが出来るようになっていた。

　しかし第一戦目は一方的な試合展開になった。魔王の拳法使いの女性キャラが勇者の鉢はち巻まきを巻いた空手使いの男性キャラをぼこぼこにしたのである。

「……む。寝起きということもあってちょっと手が動かなかったかな。次は本気」

　言い訳する勇者。

　しかし次の試合も僅きん差さではあるが魔王の勝ちだった。

「……む。今のはアレだ。お前の羽が邪じや魔まだったから負けたんだ」

　また言い訳をする勇者だった。すると、

「では羽を仕し舞まうとするか」

　魔王はそう言って背中に生えていた羽を体の中へと収納した。

「……便利だね、それ」

「これで次は言い訳出来まい？」

　ニヤニヤしながら言ってくる魔王の挑ちよう発はつに、勇者はムッとしながら答える。

「別に言い訳なんてしてないし～。ぼくは事実しか言ってません～」

「……お前、その言い方ムカツクな」

　そう言い合いながらもまた次の対戦が始まる。今度は最初から本気の集中力を出した勇者が魔王のキャラをぼこぼこにして負かしたのだった。

　勇者は意い気き揚よう々ようと口を開く。

「ほれ見たか！　俺がちょっと本気出したらこんなもんだ」

「………」

　今度は魔王が悔くやしそうな顔をしていた。

　そしてまた次の対戦が始まる。

　完全に目が覚めたのか、次もまた勇者が押していた。

「へっ。今回の勝負もいただきだぜ！」

「くっ、負けるか！」

　負けまいと必死になる魔王の腕は、コントローラーを握る手と一緒になって激しく動いていた。

「オラ、これでトドメだぜ！」

「くっ！」

　その時、やられまいと必死になる魔王が興奮のあまり動きすぎて、勢い余った彼女の肘ひじが勇者の頰にゴスッとめり込んだ。

「ぐふぅっ!?」

　痛みのあまりに勇者はコントローラーを手離す。その隙すきに魔王は勇者のキャラを倒してしまうのだった。

「わーい！　我の勝ちだ！　……って、あれ？　勇者、どうしたのだ？」

　勇者は頰を押さえながら呻うめくように答える。

「ど、どうしたじゃねえよ……。お前の肘が俺の顔に入ったんだよ……」

「え？　そ、それは申し訳ないことをしたのだ」

　勇者はしばらく呻いた後、頰を擦さすりながら、

「まったく……気を付けろよな？」

「本当にすまなかったのだ。でも、わざとじゃないのだ。許してくれよ」

「まあ、わざとじゃないならいいけどさ……」

　そしてまた次の対戦が始まる。今度は魔王が押していた。

「ふふふ。今回の試合も我がいただくのだ」

「くっ！　やらせるか！」

　勇者の腕が激しく動く。すると今度はコントローラーと激しくシンクロした勇者の肘が勢い余って魔王の横腹にめりこんでいた。

「ぐべぇっ!?」

　カエルが潰つぶされたような声を上げながらソファーから吹っ飛ぶ魔王。その間に勇者は魔王のキャラを倒してしまう。

「ふっ。今回は俺の勝ちだな。あれ？　魔王どうしたんだ？」

　パンツを見せながら倒れていた魔王だったが、すぐに起き上がると横腹を押さえながら涙目で抗議の声を上げる。

「どうしたもこうしたもないのだ！　お前、今のはわざとだろう!?」

「ええっ？　そ、そんなはずないだろう？　事故だよ、事故」

　すっとぼけた声を出す勇者に、彼女は横腹をさすりながら、

「ほ、本当だろうな？　なんかものすごくわざとらしかった気がするけど……」

「だから、そんなわけないだろう？　さ、早く次のバトルやろうぜ」

「う、うむ……わかった」

　そうしてまた対戦が始まったのだが、今度は魔王の尻尾しつぽがコントローラーとシンクロして勇者の体をフルスイングした。勇者はたまらず吹き飛び、部屋の壁に顔面をめり込ませていた。顔面は壁の向こうに飛び出ている。

　魔王は余裕で勇者のキャラを倒しながらのたまうのである。

「これで我の勝ちっと。おお、勇者すまんな。わざとじゃないのだ。わざとじゃ……」

　勇者は壁から顔を引っこ抜くと、

「そ、そうか……ははっ、わざとじゃないなら仕方ないな～。危ないから気を付けてくれよ～？」

　笑顔でそう言う勇者に、魔王も笑顔で答える。

「わかった。気を付ける。悪かったな？」

「いや。いいんだよ」

　そして次の対戦が始まった瞬間のことだった。

『風よ、我が敵を撃て！』

　勇者の手から放たれた風の魔法が魔王の華きや奢しやな体を思いっきり吹き飛ばしていた。たまらずに吹き飛んだ魔王は部屋の壁を突き破って外まで吹っ飛んで行ってしまった。

　その間に勇者は悠ゆう々ゆうと魔王のキャラを倒す。

「これで俺の勝ちっと」

　外の地面に顔から突っ込んだ魔王は顔を引っこ抜くと、背中から羽を出して二階の勇者の部屋まで戻り、荒らげた声で抗議する。

「ちょっと待てーい！　さすがに今のはわざと以外の何ものでもないだろ!?」

　勇者はとぼけた顔で答える。

「え？　たまたまですけど、なにか？」

「ふざけるなー！　今思い切り『風よ、我が敵を撃て』とか言っていたじゃないか！」

「たまたまそう叫びたくなっただけですけど、なにか？」

　魔王は悔しそうに、ぐぐぐぅ、と唸うなると、

「そっちがそのつもりなら……！　『炎よ、爆はぜろ！』」

　魔王の手に浮かんだ魔法陣から放たれた小さな炎の玉は勇者の足元に着弾すると小さな爆発を起こした。ぼんっと、床が弾け飛んだ。

「おわっ！　あ、あぶねえな!?　なにすんだよ！」

「え？　たまたまですけど。なにか～？」

「ぐくく～！」

　完全にしてやられた勇者だったが、これで終わる彼でもない。

『炎よ、爆ぜろ！　爆ぜろ！』

　勇者の手に浮かんだ魔法陣から二つの炎の玉が飛び出し、魔王の足元でぼんっぼんっと景気よく爆発する。

「うわわっ！　こ、この！　やったな！　『炎よ、爆ぜろ！　爆ぜろ！　爆ぜろー！』」

　今度はぼんっぼんっぼんっと勇者の足元で三連続の爆発が起こった。

「うわっちゃちゃ！」

「ふははっ！　不ぶ様ざまに踊おどりよるわ！　それでも勇者なのかの～？」

「て、てめえ！　もう許さねえ！」

「やるか!?」

　頭に血が上った二人は完全に戦闘態勢に入っていた。

　魔王が自分の腕を肥大硬質化させる。一瞬のうちにグロテスクとも言える巨大な腕が魔王の右腕に付いていた。

　勇者はというと壁にかけてあった聖せい剣けんを手に取っていた。すぐに抜刀すると、鞘さやを放ほうり捨ててそのまま魔王へと斬きりかかる。魔王は肥大硬質化した腕で聖剣を受け止めてみせた。キィンッと金属がぶつかるような音が部屋に響き渡る。

「「ぐぬぬぬぬ～……！」」

　二人のせめぎ合いは拮きつ抗こうしていた。これでは埒らちが明かないと思った二人は互いに距離を取って、そしてそこから激しく動き回り剣と腕を何度も交こう錯さくさせる。狭い部屋の中で世界最高クラスの二人が打ち合っているせいで、攻撃が起きる度に部屋のあちこちが弾け飛んでいた。

　そして、互いに部屋の端と端に飛ばされたことを幸いに、これを好機と見て二人は魔法を詠唱し始める。

『光よ。風を切り裂く光の道よ。今ここに勇者が命ず』

『闇やみよ。愛すべき闇の衣ころもよ。今ここに魔王が命ず』

　二人は共に大魔法の詠唱を始めていた。性質こそ真逆だが似たような魔法だ。結局気が合っていることに、頭に血が上っている二人は気付く由よしもない。

『光の奔ほん流りゆうは竜巻となりて、我が前に立たち塞ふさがりし者どもに、等しく裁きを与えんことを！』

『夕暮れの闇は揺ゆり籠かごとなりて、我が前に立ち塞がりし者どもに、等しく抱ほう擁ようを与えんことを！』

　勇者の手は白く光り輝いていた。激しく光り輝いていた。

　魔王の手は黒く鈍く輝いていた。ぼんやりと輝いていた。

　そして二人は詠唱の最終ワードを口にする。

『ホワイトブレイカァァァァァアアアアアアアアアア!!』

『ダークリフレイィィィィィィイイイイイイイインッ!!』

　光り輝く白い雷が竜巻となって勇者の手から放出された。

　一方で、静かだが恐ろしい魔力の籠こもった闇の波動が魔王の手から放出された。

　白と黒の大魔法は部屋の中央でぶつかり合うと、拮抗した。バリバリという異音を出して互いにせめぎ合っている。

「ぬおおおぉぉ……！」

「ぐぅぅううう……！」

　二人の大魔法に耐えられず部屋の壁や屋根が剝はがれていく。

　そしてやがて二人の魔法はせめぎ合いに耐えられなくなり、部屋の中央で大爆発を起こした。

　激しい爆発が辺りを襲う。全すべてが吹き飛んでいた。部屋だけではない。家そのものが吹き飛んだ。

　しばらくは辺りを爆風だけが支配していた。しかしやがて爆炎が消えた時、その場に立っていたのは二つの影。もちろん勇者と魔王の二人である。二人とも自分の体の周りに魔法でシールドを展開していたため無傷だ。

　二人は互いにさすがだなと思った。不思議と口元に笑いが込み上げてきてしまう。

　だがまだ決着は付いていない。二人は笑みを抑えると、勇者は剣を、魔王は肥大硬質化した腕を振り上げて、再び突撃する。二人とも出し惜しみなしの全力。

　勇者と魔王の全力の一撃。それは間違いなくこの世で最高の一撃のはずだった。

　しかし二人がぶつかり合う寸前、その全力の二人を止めた者がいた。

　──そのいつの間にか二人の間に入っていた者の名は山やま本もと美み咲さき──勇者の母親だ。

　美咲は二人の顔面を鷲わし摑づかみにしていた。分かりやすく言うとアイアンクローである。

　それは異様な光景だった。勇者と魔王という最強の存在を、たった一人の母親が力ずくで止めているという。

　二人の顔にアイアンクローを極きめたまま、美咲は笑顔で喋しやべり出だす。

「……ねえ……勇者、魔王ちゃん。この状況は一体どういうことかしら……？」

　美咲は表情こそにこやかな笑顔だったが、その体からはとんでもない殺気を放っていた。その殺気は、勇者と魔王が共に震えながら脂あぶら汗あせを垂たらすくらいの凄すさまじいものだった。

「わたしはね、ケンカをしたらダメだと言ってるわけじゃないのよ？　二人ともこれまでケンカ出来るほど対等な相手なんていなかったはずだもの。貴重な体験だと思うわ。でもね、だからといって家を壊していいわけじゃないの。わかる？」

『いででででででででっ!?』

　勇者と魔王の顔面がみしみしとおかしな音を立てていた。

　最終的に美咲はため息を吐つくと、あらためて二人の後頭部を摑み直し、

「二人とも、反省」

　そう言って二人の額と額をごっつんこさせ、無理矢理にダブルノックアウトさせてしまう。

　口から泡を吹かしながら倒れる二人を見て、美咲は頰に手を当てながら、

「あら？　うふふ、ちょっとやり過ぎちゃったかしら」

　恐るべきは勇者の母親にして最強の僧そう侶りよ──山本美咲だった。





　×××






　三十分後、勇者と魔王の二人は玄関先で正座させられていた。正座させられながら美咲が回復魔法で家を修復していく様を見つめていた。

「……なあ、勇者よ。お前の母上殿は一体何者なのだ……？」

「……俺にもわからん」

　世界最強であるはずの勇者と魔王をいとも簡単にダブルノックアウトさせ、誰も出来ないはずの無機物の修復すら何食わぬ顔でやってみせる僧侶。化け物以外の何者でもなかった。魔王はそう思ったが、万が一美咲の耳に入ろうものなら多分地じ獄ごく行ゆき確定なので口には出さない。

　しかしふと、魔王の口元に笑みが込み上げてくる。そして耐え切れなくなって、ぷっと吹きだしてしまうのだった。

「？　ど、どうしたんだ急に？」

　訝いぶかしげな顔で訊いてくる勇者に、魔王は笑いを堪こらえながら答える。

「ぷっ、くくく……い、いや、まさかこの魔王がこんな風に正座させられる日が来るなんて思うと、お、おかしくて、くくく……！」

　本当におかしそうに笑いを堪えている魔王を、勇者は唖あ然ぜんとした顔で眺めていた。

「お、おい、大丈夫か？　そんな自じ虐ぎやくで笑うなんて、お前どうかしてるぞ？」

「ぷ、くく……！　そうだな。本当にどうかしたのかもしれん。でもな、お前と遠えん慮りよのないやり取りをして、正座させられて……どれもこれもが我にとっては初めてのことで、新鮮なのだ……」

　不意に愁うれいを帯おびた魔王の横顔に、勇者は思わずはっとさせられた。

「昨日だって遊園地はつまらなかったけど、お前と一緒に居る時は楽しかった……」

　魔王は言った。そして彼女は勇者の方へと顔を向けてくる。

「やはりお前と一緒に居ると楽しいのだ……」

「魔王……」

　魔王の瞳ひとみは、まるで彼女の中が覗のぞき込こめてしまいそうなほどに澄すんでおり、勇者は思わず吸い寄せられそうになった。

「勇者よ。お前、学校に来い」

「え？　な、なんだよ、急に」

　戸惑う勇者に、魔王はまっすぐと見つめながら、

「もう理屈をあれこれ並べるのはなしだ。我はただ、お前と一緒に学校に通いたいのだ。理由などもはやどうでもよい。お前と一緒に学校で楽しく笑って、そして、一緒に卒業したいのだ」

　魔王はにっこりと笑っていた。

「だから学校に来い。勇者」

　それはとても魅力的な笑顔だった。引き込んで離さない、美しい笑顔だ。

　勇者はその笑顔をぼぅっと見つめながらも考える。今魔王が言ってくれたことの意味を心の中で反はん芻すうする。

　しばらくは互いにただ見つめ合っていた。

　そして勇者は一度目を瞑つむり、決心したように再び目を開くと、言うのである。

「魔王。俺も考えたよ。お前が今言ってくれたことは俺、心の底から嬉うれしかったし、お前が俺と一緒に居てほしいと思ってくれているのと同じくらい、俺もお前と一緒に居たいと思っている」

「勇者……」

「でも聞いてくれ魔王。それでも俺……学校行きたくない！」

　最初、何を言われたのか分からなかった魔王。

　しかしその意味に気付くと、愕がく然ぜんとしてその目を見開く。

「な、なんでじゃい!?　ここはお前、思いきり頷うなずく流れだったろうが!?」

　勇者はふぅっとため息を吐つくと、

「なんていうのかな。俺の引きこもりも理屈じゃねえんだわ」

「おいマジかこいつ!?　マジかこいつ!?」

　どんなおいしいフラグもへし折る男。それが勇者だった。

「なあ、勇者！　一緒に学校行こうよ！」

「え、やだよ」

「こっちだってもうやだよ！　このクソニート！」

「ク、クソニート……？」

　魔王は正座しながらがばっと顔を伏ふせてしまい、勇者は正座しながら顔を引ひき攣つらせていた。

　しばらくの間、なんとも気まずい沈黙が場を支配していた。

　しかしややあって、魔王が伏せていた顔を上げると徐おもむろに語り出す。

「なあ、勇者よ。だったら我と勝負しろ」

「は？　勝負？」

　魔王は頷き、「ああそうだ。お前は結局、本来戦うはずの『魔王』と戦えなかったことが原因で引きこもりとなり、それを今でもずっと引きずっておるのだろう？　だったら、きっぱりと決着を着けようではないか」と言う。

「魔王……」

「それで我が勝ったら、その時は学校に来ると約束しろ」

　彼女はまっすぐと勇者を見つめていた。それは目を逸そらすことを許さない視線だった。

　だから勇者もまっすぐに見つめ返しながら答える。

「あの、別に勝負とかしなくていいです」

「お前マジでぶっ飛ばすぞ!?」

　魔王はキレた。しかしすぐ思い直し、こう提案し直す。

「……わ、わかった。ならばもう少し譲じよう歩ほしようではないか。元々お前は勇者パーティで魔王に挑むつもりだったのだろう？　だったら決戦の場にパーティメンバーを全員連れてきてもいい。もちろん我は一人で相手にする。これでどうだ？」

　その提案にはさすがの勇者も驚いていた。

「ええっ？　さ、さすがにそれは無理だろう。さっき戦った時わかったけど、俺とお前の実力は同じくらいだっただろ。そこに俺のパーティメンバー三人を加えたらお前、勝ち目はないぞ？」

「それでも我は負けない。絶対に勝って、そしてお前を学校へと連れて行く」

　それはとてつもない決意に見えた。魔王の瞳の奥は果てしない闘志で満ち溢あふれていた。だから勇者は答えるのである。

「あの、だから、そもそも俺は勝負するつもりないんだけど……」

「男ならグダグダ言わず勝負を受けたらんかいクソボケ!!」

「お前どんどん口が悪くなってくよね？」

「お前そろそろマジで闇の力を使って屠ほふるぞ!?」

　正座しながら無益な会話をする二人だった。しかし彼女は諦あきらめない。

「な、ならば、どうしたら勝負を引き受けてくれるのだ!?」

「そ、そんなこと言われてもなあ……。大体お前が勝った時だけ俺が学校に行かなきゃいけなくなる条件があるのは、なんか不公平じゃね？」

「むむ……。言われてみれば、そうかもしれん……」

「だろ？」

「だったらお前が勝った時にも何か特典を付けようではないか！　それで文句なかろう!?」

「ええっ？」

「ほら、言ってみろ！　お前は勝った時、何をして欲しいのだ!?」

　魔王は我が意を得たりとばかりに勇者に詰め寄ってくる。勇者はもうなんとなく逃げられないことを悟さとった。だから勇者は言うのである。

「だったら、俺が勝ったらお前も引きこもりになれ」

「は、はあ？」

　魔王は勇者が何を言っているのか理解出来なかった。

「だから、俺が勝ったらお前も引きこもりになるんだよ。俺と同じようにな」

「な、なんだそれは!?」

　まったく予想もしない条件に魔王は狼狽うろたえていた。しかし勇者は、

「わかりやすいだろ？　お前は引きこもりの俺を学校に引き戻すことを条件とした。だったら俺はお前を引きこもりに引きずり込むことを条件とする。これほどイーブンな条件もないだろうが？　どうだ？　これで断るなら断ってくれていいんだぜ？　もちろんその時は勝負の話自体なかったことになるけどな」

　今度は勇者が我が意を得たりとばかりに魔王へと詰め寄っていた。

「ぬぐぐ～……！」

　魔王は呻うめきながらも考えた。ここまで言っても勇者は頑かたくなに学校に来ようとしないのだ。もしここで勝負の話を断ったら、この先勇者は二度と学校に来ることはないだろう。

　だから魔王は引き受けるしかなかった。

「わ、わかった、その勝負受けようではないか！」

「ほう、いいのか？」

「魔王に二に言ごんはない！」

　彼女はそう言うと立ち上がり、二、三歩ほど進んだところで背を向けながら、

「勝負は一週間後の日曜日の正午。場所はエフリートどもと戦ったあの山にしよう。もちろんお前は勇者パーティを全員連れてきても構わない」

「おいおい、本当にいいのかよ？」

「言ったであろう？　魔王に二言はない。だがな勇者よ、よく覚えておけ」

　魔王は顔だけ振り向くと、高らかに宣言する。

「たとえ何人で来ようとも、たとえどんな手を使われても、我は絶対に勝つ。勝ってみせる。そして絶対にお前を正しい道に戻してやるからな。覚悟しておけ」

　それだけ言い残して、最後にニッと笑ってから、魔王は東の空へと飛び去って行った。

　後に残された勇者は正座したままぼそりと呟く。

「あれ？　なんかこれ……俺の方が悪者みたいじゃない？」

　まったくその通りだった。
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　勇ゆう者しやパーティのメンバーは勇者を抜いて全部で三人。僧そう侶りよ、魔法使い、そして武ぶ道どう家かだ。

　勇者を含めたこの四人──勇者パーティは魔ま王おうを倒すためだけに選抜された超ちよう強きよう襲しゆう部ぶ隊たいである。

　魔王が人類と和平を結んだことにより、その強襲部隊は日の目を見ることはなかった。

　しかし──今再び彼らは集結しようとしていた。





十二月三日　日曜日　午後七時三十一分（日本標準時）

日本　東とう京きよう都と八はち王おう子じ市し高たか尾お山さん東部　和モダン三階建一軒家〈一階・ダイニングルーム〉






　勇者と魔王のケンカから数時間後。破壊された家は完全に元通りに直っていた。

　その一階のダイニングテーブルには今、色とりどりの料理が並んでいる。ご飯にサラダにスープ、そして勇者の大好物のハンバーグとからあげ。

　しかし勇者はそんな美お味いしそうな料理には目もくれず、ある考え事をしていた。それはいかにして目の前の母親──最強の僧侶を魔王との決戦の場に連れ出すか、というものだ。

　はっきり言って、この最強の母親さえ連れて行けば、魔王との戦いで負ける未来が見えない。もはやキーマンを超えたキーマン……バランスブレイカーだ。なんとしても仲間に引き入れたかった。

「それにしてもお母さん嬉うれしいわ。こうやって勇者が食卓に顔を見せるのはいつぶりかしら？　うふふ……お母さん、腕によりをかけちゃったわよ」

「う……そ、そうだね。僕も嬉しいよ、母さん」

　もちろん勇者には下心あってのことだ。だから良心の呵か責しやくからか勇者の顔は少し引ひき攣つっていた。

「本当は魔王ちゃんも一緒にと思ったんだけど、いつの間に帰っちゃったのかしら？」

「あ、ああ。あいつはちょっと用があってさ」

「そうなの？　残念だわ」

　もちろん噓うそだ。なんだか母親に申し訳ないことをしている気がしてきた勇者だった。

　しかしこのようなところで怯ひるんでいる場合ではない。最強の僧侶をどうにかして勝負に連れ出す……勇者の頭の中にはもうそれしかなかった。

　勇者は思い切って話を切り出す。

「あ、あのさ母さん。ちょっと大事な話があるんだけど……」

　すると母親──美み咲さきはにっこりと笑って、

「却下」

「なんでさ!?　僕まだ何も言ってないじゃん!?」

　すると美咲は箸はしを置いて言うのである。

「どうせ魔王ちゃんとの決戦にお母さんの力を貸してくれって言うつもりでしょ？」

「な、なんでそれを!?」

「さっき二人が話してたのが聞こえてたのよ。お母さん、感動しちゃったわ。魔王ちゃんたら、あそこまであなたのことを気にかけてくれていたなんて……。健けな気げよね。あんな無む謀ぼうな条件を突きつけられても絶対に勝つなんて言っちゃって。……なのに、あなたという子は恥ずかしげもなくわたしに加勢を頼もうなんて……」

　美咲は顔こそにこやかだったが、その手が置かれているテーブルがみしっという異音でひび割れ始めていた。

「わ、わかったよ！　わかったから、そのおっかない殺気を収めてくれる？」

「あらあら、うふふ。お母さんったら、つい。いけないいけない」

　美咲はそう言って殺気を収めると、テーブルを回復魔法で直していた。

「とにかく、子供のケンカに親が出て行くわけがないでしょ？　男なら自分の力で勝利を勝ち取りなさい。わたしはそういう風にあなたを育てたはずよ」

「……そうだね。その通りだよ。僕が間違ってた。ごめんなさい、母さん」

「わかってくれればいいのよ。さ、ご飯が冷めちゃうわ。いただきましょ」

「ああ、そうだね。……うん、母さんのから揚げ、相変わらず美う味まいよ！」

「まあ。嬉しいこと言ってくれちゃって。うふふ」

　そうして美咲を仲間に加えることは失敗したものの、二人は温かい団らんの夜を過ごしたのだった。




　楽しい夕食の時間が終わり、勇者は自分の部屋に戻ると、このようにのたまう。

「なーんて、さっきは母さんが怖くてとっさに話を合わせたけど、俺はまだ諦あきらめちゃいないぜ。次は魔法使いのエイミーを勧誘しよう！」

　やはり最低な勇者だった。





十二月四日　月曜日　午後三時（日本標準時）

日本　東京都八王子市高たか尾お町まち　聖せいニース学がく園えん上空






　翌日。

　晴れ渡った青空の下、終業のチャイムが鳴り響く。

　学園のはるか上空で勇者はそのチャイムの音を懐なつかしそうに聞いていた。

「俺が引きこもってからもう五か月も経たつのかぁ。こうして学校をサボって聞くチャイムの音は、なんかこう感かん慨がい深ぶかいものがあるよなあ。……っくしゅ！　うう、それにしても寒いな……もう少し厚着して来るべきだったか……」

　勇者はいつも通りのくすんだ青色ジャージのまま来ていた。

「まあいいや。とりあえず魔法でバリアでも張って寒さを凌しのごう」

　そう言って勇者は体に薄うすい魔法の膜まくを張る。すると寒さは瞬時に消え去った。

　ちなみに勇者が空を飛べるのは超レアアイテムである『浮ふ遊ゆうの靴くつ』のおかげだ。この靴のおかげで勇者は魔法や魔力を使わなくても意のままに空を飛べる。もっとも彼はいざ戦いになると地上戦の方を好むのではあるが。

　眼下では昇降口から生徒たちがまばらに出てき始めていた。

「エイミーは帰宅部だからな。そろそろ出てきてもおかしくないんだけど……」

　そう、勇者がここにいる理由は、エイミー──『大魔法使い』の異名を持つほどの天才を仲間に引き込むためである。彼女は『魔法』だけなら恐らく勇者も魔王をも凌ぐ実力を持つ。エイミーは間違いなくこの世界で一番の魔法の使い手だ。なんとしても仲間に欲しかった。

「お、出てきた！」

　昇降口には今まさに魔法の箒ほうきに跨またがったところの、薄うす緑みどり色いろのサイドテールの少女がいた。耳が少し尖とがったハーフエルフ──エイミー・フィーである。

　彼女は箒に跨って上昇し、自宅がある西の空へと飛び立とうとしていた。

　勇者は彼女の後を追いかけて声をかける。

「おーい！　エイミー！」

　勇者の声に振り返ったエイミーは、勇者の顔を見ると顔をほころばせた。

「勇者！」

　エイミーは方向転換して勇者の目の前まで来ると、嬉しそうな顔で彼の手を取ってくる。

「どうしたのよこんなところで!?　あ、もしかしてやっと学校に来る気になったのね！」

　そう言ってぶんぶんと勇者の手を振ってくるエイミーは本当に嬉しそうだった。

「い、いや……そうじゃないよ」

　幾いく分ぶんか気まずそうな勇者の反応に、彼女の顔が曇くもる。

「え、ち、違うの……？　じゃあ、どうしたの？」

　やっと学校に来る気になってくれたのかと思っただけに、エイミーの落胆は大きかった。

「あの……実はエイミーに大事な話があるんだ」

「え？　だ、だだ、大事な話!?」

　エイミーの顔は、今度は赤くなっていた。『大事な話』──乙女である彼女にとって、そのキーワードを聞くとどうしても期待してしまう。

「そ、そうなんだぁ。あ、あたしに大事な話があるんだぁ」

「ああ」

　箒の上でもじもじそわそわと体を揺らすエイミーは上目遣いで訊たずねる。

「ふ、ふーん。で、その大事な話って……な、なにかしら？」

　あくまでも冷静を取とり繕つくろうエイミー。しかしその表情は明らかに期待が隠しきれていない。

　ただ勇者はそんな彼女の乙女おとめ心ごころにこれっぽっちも気付いていなかった。気付かぬまま、エイミーに魔王との戦いで加勢して欲しい旨むねを伝えるのだった。

　勇者の話を聞いていたエイミーの顔は段々と曇っていく。

　そして、話を聞き終った彼女はジト目でこう言った。

「……お断りよ」

　またもや勇者の願いは一いつ蹴しゆうされた。

「お、おい？　もう少し考えてくれよ」

「考えるまでもないわよバカ！　なんであたしがあんたたちの争いに巻き込まれなきゃいけないのよ！　（……というか、期待させといてふざけんじゃないわよ。結局また魔王絡みじゃないのよ……）」

　内心でふてくされるエイミー。

　が、勇者はやはりそんな彼女の気持ちなどこれっぽっちも顧かえりみることなく、手を合わせて頼み込むのである。

「頼む！　エイミー、お前の力が必要なんだ！」

「え？　あ、あたしの力が……？」

　いきなりの勇者の強い勢いにエイミーは押されていた。

「そうだよ、お前だけが頼りなんだ！」

「へ、へえ。あ、あたしだけが頼りなんだ～……」

　その顔はにやけていた。女性としては意中の男性に頼られて嬉しくないわけがない。特にエイミーのようなタイプはこのセリフに弱かった。

　しかし彼女は、はたと我に返ると、

「……あれ？　よくよく考えたら、あたしがあんたの味方をして魔王に勝っちゃったら、あんたもう学校に来てくれなくなっちゃうじゃん!?」

「ちっ、ばれたか。勢いで押し切れると思ったのに」

「押し切れるわけないでしょうがバカ！　いい加減にしなさいよね！」

　とか言いつつも、実際押し切られそうになっていたエイミーだった。どこまでいっても恋がギャグになってしまう少女。それがエイミーなのである。

　しかし彼女はこれしきで諦めるような女でもなかった。無駄に頭の回転が速いエイミーはすぐに次の手を思い付く。

「あ、そうだ勇者。今からあたしが出すクイズに正解したら、あんたの仲間になってやってもいいわよ？」

「え、ほんとか!?」

「ええ。ただしクイズに正解したらね。どう？　このクイズ、受けてみる気はあるかしら？」

「受ける受ける！　受けますとも！」

　かかった！　エイミーは内心でほくそ笑んだ。もちろんどうしても戦力が欲しい勇者が断るわけがないと計算した上で持ちかけたのである。

　エイミーは性格上どうしても素直になれない。というかもはや相当に不器用と言っていい。

　しかし不器用は不器用なりにやり方があるのである。

「じゃ、じゃあ問題を出すわよ。用意はいいかしら？」

「おう！　いつでもいいぜ！」

「よし、じゃあ……い、いくわよ」

　エイミーの喉のどがごくりと鳴った。このクイズを出すには彼女にとってかなりの勇気がいることだった。しかしこれくらいしなければ、もはや勇者に想おもいは伝わらないだろう。だからエイミーは勇気を持ってクイズを出した。

「問題です！　こ、このエイミーには好きな人がいます！　それは一体誰でしょう！　ヒント。ここから見える範囲にいます！」

　エイミーは耳まで真っ赤にして目を瞑つむっていた。とても正気ではいられなかった。こんなの彼のことが好きだと言っているようなものだ。

　しかし……勇者はというと案の定悩んでいた。

（エイミーの好きな人？　なんじゃそら）

　勇者はまず男か女かで悩んでいたが、その時点で既に彼女の意図するところから大きく外れていたという。

　勇者は幼いころからエイミーのことを知っている。恐らく自分が一番彼女の人間関係を把握しているという自負すらある。だから勇者は思い当たる人物を全員頭の中に浮かべたが、誰が該当するのかわからなかった。

　だが、ここでヒントが大事になってくる。エイミーはここから見える範囲でと言った。眼下に見える学校からは既にたくさんの生徒たちが出てきていたが、勇者の中の該当する人物はそこにはいなかった。

　ということは、全すべての人物から該当する者は、この場にたった一人しかいないではないか。

「なるほど……わかったぞ！」

　その声に、エイミーの体にさらにぎゅっと力が入る。

　そして勇者は自信を持って答えるのだった。

「答えは、お前自身だろ？　ハハッ、お前って意外とナルシストなんだな」

「いい加減死ねやオラァ！」

　最大限に魔力が籠こもったエイミーのパンチを受け、勇者は思いっきり吹っ飛ばされた。

　もちろん勇者の答えは大間違いだったわけである。
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「いつつ……エイミーのやつ、思い切り殴りやがって……」

　エイミーの超魔力パンチを受けぼろぼろになった勇者は、不時着した森の中で赤く腫はれ上あがった頰ほおを擦さすっていた。

「それにしても、さっきのクイズの正解は一体なんだったんだ……？　……まあどの道あの様子じゃ仲間にはなってくれなさそうだったな……。はぁ……エイミーを仲間にするのは諦めるしかないか」

　ほぼ自じ業ごう自じ得とくだったが、勇者はそんなことにも気付かず、気を取り直して次の目標へと頭を切り替える。

「残りは武道家だけか……。でも、多分あいつは大丈夫だろ。あいつだけでも仲間にしとかないとな」

　そう言って勇者は尻のポケットからスマートフォンを取り出す。

「えっと……例のあのアプリはどこだっけ？　……お、ここだここだ。スイッチオンっと」

　勇者がとあるアプリを起動すると、スマートフォンの画面にこの辺りの地図が表示される。

　そしてその地図の左側──ここから少し離れた地点に赤い光点が点滅していた。

　このアプリは『武道家レーダー』と呼ばれるもので、そのまんま武道家の位置を指し示す特殊なアプリだ。

「武道家は……あっちか！」

　勇者は矢印の指し示す方向へと飛び立った。




　武道家を指し示す光点が近くなると、勇者は地上へと降り立つ。

　降り立った場所は商店街だった。

　勇者は光点の示す方へと歩いて近付いていく。するとどんどんと人ひと気けがなくなっていくのであった。

　裏路地をゆっくりと進んでいくと、そこには多数の不良たちがたむろしているではないか。

「な、なんでこんな物騒なところに武道家が……？」

　訝いぶかしげに睨にらみつけてくる不良たちの間を、勇者はおっかなびっくりな足取りで通り抜けて行く。

「あ、ども、ども～。あはは……みなさんお元気ー？　なんちって」

　精一杯愛想を振りまく勇者。

　彼は世界最強の力を持っている『勇者』のはずなのだが、引きこもりであるためか不良やヤンキーといった人種に弱かった。

（な、なんでこの人たち、普通に歩いているだけのぼくをこんなに睨んでくるの……？）

　気付けば勇者はいつの間にかヤンキーたちに囲まれていた。

「おい、てめえ……ここをどこだと思ってんだ？　ア？」

　いきなり話しかけてきた金髪ピアスのヤンキーに、勇者はびくりとしながら答える。

「え？　ふ、普通に日本ですよね？」

「おいてめえ！　なめてんのか、あーん!?」

「ええー？　俺はそんなつもり全然ないのに……」

　勇者はほとほと参っていた。いくらなんでも好戦的すぎるでしょこの人たち。そう思った。

「おい、こいつ完全に俺たちのことなめくさってやがるぜ？」

「だな。ちょっと痛い目みてもらおうかな、お坊ちゃんよう」

　勇者は驚いた。

「ええっ？　お、俺、何も悪いことやってないのに、何な故ぜ？」

　だからヤンキーは嫌なんだよ！　勇者は内心でそう思ったが口には出せないヘタレだった。

　勇者が不良たちに囲まれ、今まさにケンカが勃ぼつ発ぱつしようとしていた時である──

「お待ちなさい」

　静かな声がその場を貫く。

　声がした方を見ると、奥の廃はいビルの入口から一人の少女が出てきた。

『ヘッド！』

　不良たちは一斉に彼女に向かって畏かしこまる。

　一昔前の『特攻服』に身を包んだ少女がそこにはいた。サイズが合わないのかぶかぶかで着させられている感が否いなめない。

　ヘッドと呼ばれたその小柄で色白の少女は、まるで色素がないような白いツインテールの髪を風に靡なびかせながら歩いてくる。その姿を見た勇者は呆あつ気けに取られていた。

「……ぶ、武道家？」

　それはまさしく武道家だった。そのはずだった。

（え？　でもなんで不良になってんの？　しかもヘッドとか呼ばれていたような……？）

　勇者の頭は軽く混乱していた。

「あなたたち、その人に手を出すことはやめておきなさい」

「し、しかしヘッド！」

「その人はあなたたちが束になっても敵かなう相手ではありません」

　少女がそう言うと、不良たちは目を見開いて勇者のことを見つめる。

「え、噓うそですよね？　こんなくすんだ青色のジャージを着た冴さえない奴が？」

「こんなオタク感はんぱねえ奴が？」

「だよな？」

　これには勇者も黙っていられなかった。

「うるせえ！　俺はオタクじゃなくて引きこもりだよ！」

「ああん!?　どっちも同じだろうがよ！」

「いいや、同じじゃないね！　引きこもりをなめんなよ！」

　なんだかわけのわからない言い合いが始まったところで、少女は再び口を開く。

「わたしはやめなさいと言いました。それにその人はわたしの知り合いです」

「ヘッドの!?　これは失礼しました！」

「統率感ハンパねえな……」

　少女の知り合いだと分かるや否や態度を一変させた不良たちに、茫ぼう然ぜんと視線を送る勇者だった。

　少女は勇者をまっすぐに見つめると、

「ではマスター。わたしに付いて来てください」

「あ、ああ」

　少女に促されるまま彼女の後についていく勇者。

　彼女の背中には『喧けん嘩か上じよう等とう！』の文字がでかでかと書かれていた。




　廃ビルの中の大きな部屋に入ると、白いツインテールの少女はくるりと振り返って頭を垂れてくる。

「マスター。ご無ぶ沙さ汰たしております」

「あ、ああ。久しぶりだね、武道家」

　部屋の壁には至る所にスプレーでスラングが殴り書きされており、勇者は落ち着かなかった。

「ところで武道家。一つ確認したいことがあるんだけど、いいかな？」

「はい。なんでしょうマスター」

「キミさ……確かロボットだったよね？」

　少女は頷いた。

「はい、いかにもその通りです。天才科学者ドクター・リカルドによって造られた格闘戦用ロボ。それがわたしです」

「……で、キミはここで一体何をしているのかな？」

「路地裏に集まる不良たちを集めてヘッドをしております」

「………なぜ？」

「ありていに言えば、わたしは今グレています」

「グ、グレてる？　ロボットのキミが？」

「はい。ちなみにあなたのせいです」

「な、なんで？」

　勇者は混乱が極まっていた。

　彼女は確かにロボットだった。彼女は天才科学者ドクター・リカルドの手によって生み出された科学と魔法の融ゆう合ごう生命体だった。唯一であり、かつ奇き跡せきの一体なのだ。正式名称、対魔王用最終決戦兵器ＢＵＤＯＵ‐ＫＡ０２Ａ。通称『武道家』。職業武道家。それがこの武道家なのである。

（それがこんなところで不良たちのヘッドをやっているだって？　最終決戦兵器のロボットが？　しかも不良たちの中で一人だけしれっと特攻服を着こんでるし。何やってるのこの子？）

　それが勇者の率直な感想だった。

　特攻服に身を包んだ武道家は淡々と説明してくる。

「わたしはあなたを主人とするようにドクター・リカルドによってプログラミングされました。しかし、そのあなたが引きこもりを自称して家から出て来ません。わたしはどうしたらよいのかわからなかったのです。だからわかりやすくグレてみました」

「うん、なるほどね。キミさ、バグってるんじゃないの？」

「失礼な。ロケットパンチしますよ？」

「ごめん。許して」

「ピポ。了解、許します」

　たまにロボ感を出してくる少女。それが武道家だった。

　それとこのロボ──武道家は呂ろ律れつこそ人間のそれと変わらないものの、表情の変化はほとんどなく淡々と物を言う。しかし感情がないのかといえばそうでもなく、怒っている時などは実力行使で訴えて来るので注意が必要なのだった。

「わたしのことに関してはこれくらいでいいでしょう。マスター、ここにいらした理由をお教え下さい」

　勇者はハッとした。そうだった、そのために来たのだった。

「すまないが武道家、キミの力を借りたいんだ」

　勇者のその言葉を聞いた瞬間、武道家はその場に畏まる。

「わたしの力が必要ならば、いつでもあなたの下もとへと駆け付けましょう。そのためにわたしは生み出されたのですから」

　すぐに承諾してくれたことに、勇者の顔がほころぶ。

「さ、さすが武道家だよ！　あのおっかない母親や融通の利かないエイミーとは大違いだ！」

　ひどい言い草だった。特にエイミーは可か哀わい想そうだった。

　だが武道家は頭を上げると、跪ひざまずいたまま訊いてくる。

「ですがマスター、よろしければわたしの力を必要とする理由をお教え願えませんでしょうか？」

　確かに、いきなり魔王と戦えと言われても戸惑うだろう。そう思った勇者は理由を全すべて話すことにした。

　しかし勇者の話を全て聞いた武道家は、即座にこう言ったのである。

「申し訳ありませんマスター。やはり先程の答えは撤てつ回かいさせていただきます」

「な、なんで!?」

　慌てる勇者に武道家は淡々と口を動かす。

「わたしが加勢することにより、もしマスターが魔王さんに勝ってしまわれたら、マスターはもう学校に行かないのですよね？　そうなればわたしはここでヤンキーどものヘッドをするしかやることがありません。それはちょっと……」

「別に俺が引きこもったって、ヤンキーのヘッドをする必要なんてないじゃん!?」

　勇者のセリフはまさしく正論だったが、しかし武道家は首を横に振る。

「それに……無機生命体として生み出されたわたしの存在意義は、マスターのサポートをすることです。しかしマスターが家に引きこもっているため、わたしがこの世にいる意味がありません。ですからどの道、承服しかねます」

　武道家の顔に初めて感情らしいものが見えた気がした。愁うれいを帯おびた寂さびしそうな顔に見えるのは気のせいだろうか？

　だが、それでも勇者は引くことが出来なかった。

「なんでだよ!?　キミ、俺の命令に従うようにプログラミングされてるんだろう!?」

　武道家は頷く。

「はい、確かにその通りです。しかしあまりに逸いつ脱だつしていると認識された命令に対しては己の判断で拒否することが許されています。例えばわたしのおっぱいを揉もませろと命令されてもわたしは拒否します」

「そんなことしねえよ！　……たぶん」

　ロボットのおっぱいがどうなっているのかちょっと気になったエロ勇者だった。

　いや、しかし今はそれどころではない。もしここで武道家にまで断られたら、一人で魔王と相対しなければならなくなる。それはまずい。

「なあ武道家、頼むよ～」

　勇者は泣き落とし作戦に出た。必死に武道家の肩を揺さぶる。しかし、

「触らないで下さい。セクハラで訴えますよ？」

「キミさらりと酷ひどいよね!?　俺ってキミの〝あるじ〟のはずだよね!?」

「はい、あなたはわたしのマスターです。心配なさらないで下さい。刑務所に入ってもあなたはわたしのマスターです」

「刑務所に入るの確定かよ!?」

　律りち儀ぎにツッコみつつも、どうしたものかと頭を抱える勇者だった。

　ややあってから武道家が静かに口を開く。

「……一つ条件を飲んでいただいたら、考え直さないでもありません」

「え？　ほ、ほんと!?」

「はい」

「で、その条件ってなに!?」

　武道家はその瞳をきらりと怪しく輝かせてから話し始める。

「実はわたし、ある不満があるのです」

「不満？」

「はい。その不満とは他でもない、このわたしの体のことです」

　そう言って武道家は、その全身を勇者へと見せてくる。

「わたしはドクター・リカルドの手によって、このように小柄で華きや奢しやに造られてしまいました。それが不満なのです」

「そ、そうなの？」

「はい」

　確かに武道家は小柄で華奢だ。下手をしたら小学生に見えなくもない。

　しかしそれはドクター・リカルドに何か考えがあってのことに違いない。コンパクト＆ハイパワーがドクター・リカルドのモットーであることも影響しているのだろう。

　だが、

「わたしはこのような小柄……というか、小さなおっぱいに造ったドクター・リカルドを恨んですらいます。何故ならわたしは大きなおっぱいに強い憧あこがれがあるからです。そこでマスターにお願いがあるのです」

「な、なにかな？」

「ドクター・リカルドに掛け合って、今一度わたしの胸を大きなおっぱいに作り直すよう説得していただきたいのです。どうかわたしを大きなおっぱいにしてください」












　このロボどれだけ大きなおっぱいに強い想いがあるんだよ。勇者はそう思った。

「で、でもなぁ……そう言われてもリカルドさんは今、行方ゆくえ不明らしいんだよ」

「行方不明？」

「ああ。だから今すぐにキミのその願いを叶えることは出来ないんだよ」

　武道家は少しの間、俯うつむいた。分かりづらいがどうやら落胆しているらしい。

　しかし、しばらくしてから顔を上げると、

「ではマスター。申し訳ありませんがわたしを仲間にすることは諦めて下さい」

「え!?　そ、そんなぁ!?」

「諦めて下さい」

「そ、そこをなんとか！」

「諦めて下さい」

　武道家は頑なだった。どうやら大きなおっぱいになれなかったことが相当に不服だったらしい。

　勇者はやぶれかぶれでこう提案する。

「武道家。胸は男に揉まれると大きくなるらしいぞ？」

「!!」

　今の発言はどうやら武道家の中で大きな衝撃が走ったようだった。

　武道家は長い時間、黙考していた。今の勇者の発言を吟ぎん味みし、必死に内なる葛かつ藤とうと戦っているようだった。

　そしてやがて武道家は、断だん腸ちようの想いでこう答えたのである。

「…………………………………………………………………………………諦めて下さい」





　×××






　結局、勇者は誰も仲間に出来なかった。

　彼は帰り道の森の中をとぼとぼと歩きながら、

「まいったなぁ……まさか武道家にまで断られるとは思わなかった……」

　そこで立ち止まり、魔王がいるだろう東の空を見上げる。

「魔王のやつ、俺ら四人を相手にしても勝ってみせると豪ごう語ごしてたからなー。たぶん滅茶苦茶頑張って修行してるんだろうなぁ。やべえなー……」

　勇者はため息を吐ついた。

「あれ？　そう言えばあいつ確か、修行したことないのに魔王軍で最強って言ってたよな？　ということはあいつが修行したら相当強くなるんじゃ……？　こ、これはまずいぞ！」

　勇者の額に焦りの汗が浮かび始める。

「勝負に負けでもしたら無理矢理学校に連れて行かれる上、ずっとあいつに頭が上がらなくなるだろうし……。そ、そんなのイヤだ！」

　勇者はどうしたらいいのか必死に考えた。しかしどれだけ考えても答えは一つしかなかった。

「結局、俺があいつに勝つしかないんだよな」

　勇者の瞳の奥に決意の光が灯ともる。

「こうなったら俺もやるだけやるしかない。強くなって正面から堂々と魔王を叩たたき潰つぶしてやるぜ！」

　勇者は決意を固めると家路へと急いだ。

　我が家へと辿り着くと、真っ先にダイニングルームへと赴おもむいた。そして勇者はダイニングテーブルに背を向けて腰かけている母親に向かって声をかける。

「……話があるんだ」

　美咲は湯飲みに口を付けながら、背中越しに言ってくる。

「ちょっとは良い顔になって帰ってきたみたいね。見なくても分かるわ」

　勇者は美咲の背中をまっすぐに見つめ、決意を口にする。

「母さん……強くなりたいんだ。一週間で、出来るだけ強く……」

　美咲は湯飲みをテーブルに置くと、振り返りながら言った。

「手加減、しないわよ？」
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　勇ゆう者しやが美み咲さきに修行を頼んだのにはわけがある。そもそも勇者の師し匠しようは美咲なのである。

　勇者を勇者として育てたのは、ほぼ美咲の功績だ。だからこそ勇者は再び美咲へ修行を志願した。

　勇者が勇者になるには、それこそ地じ獄ごくのような特訓を越こえなければならなかった。何度も脱走を試みては美咲に連れ戻されたトラウマのある、地獄の中の地獄のような特訓だった。

　そんな鬼おに軍ぐん曹そうの美咲に再び修行を頼むのはためらいがあったが、しかし魔王に勝つためには仕方がない。一週間ぐらいなら我慢できるだろうと、勇者はそう割り切った。

　そして今、その地獄の中の地獄を超えるほどの特訓が行われようとしていた。





十二月四日　月曜日　午後四時二十分（日本標準時）

日本　岐ぎ阜ふ県けん高たか山やま市し　御おん嶽たけ山さん北部奥地






　間もなく日が暮れようとしている。

　山頂にはうっすらと雪が積もっていた。

　美咲は口から白い息を吐き出しながら、

「これから一週間……厳密に言えば今日から六日間ね。この御嶽山に山やま籠ごもりします」

　美咲が修行の場として選んだのは岐阜県御嶽山の山奥だ。勇者は以前にもここで修行した経験があった。

「まずは引きこもってなまり切ったその体を元に戻します」

「え？　でも母さん。僕、実際にはそんなになまっていないと思うんだけど。この間、魔王とも普通に戦えたし」

　美咲はにこりと笑うと、

「口答えする度に修行の内容はよりハードになっていくわよ？　忘れたのかしら」

「そ、そうだった……すいませんでした……」

「わかればよろしい。ではまず上半身裸になりなさい」

「え？」

「ハリーアップ」

「は、はい！」

　勇者は言われた通りに上半身裸になった。

「寒いわよね？」

「は、はい、寒いです！」

「魔法でバリアを張って寒さを遮しや断だんしなさい」

「へ？　いいの？」

「もちろん」

「な、なんだ。今回の母さんは意外と優しいな」

　そう言いながら勇者は魔法バリアを体に巡らす。というのも、以前は上半身裸で魔法を使えない状態で雪山に放ほうり投げられ、体を動かすことだけで寒さを凌しのいで二十四時間過ごしなさいとかいう、もしかして自分に死んで欲しいのではないかと本気で疑ったほどの修行をやらされたことがあったからである。

　──しかし、やはり甘かった。

「よし。その状態で日本横断よ」

「はい？」

　その優しい声で言われたことの内容に勇者は耳を疑った。

「だから、その状態で日本横断よ。もう少し詳しく言うと、日本の真ん中にはいくつもの山脈が走ってるでしょ？　青あお森もり県けんから鹿か児ご島しま県けんまででいいわ。それらの山脈を伝って日本を往復するの。そうねぇ……明日の日の出までに十往復ってところかしら？」

　勇者は顔を引ひき攣つらせていた。

「え……うそだよね……？」

「あら、優し過ぎたかしら？　久しぶりだったから少し甘めにしたのだけど、これで足りないって言うのならもう少し増やしてあげるわね」

「そうじゃなくてぇぇぇええええ！」

　ほのぼのした声でとんでもないことを言い出す母親に、勇者はこれでもかというくらいに目を剝むいていた。

「そんなことできるわけないだろっていう意味の『うそだよね？』だよ！　こんな常時魔法を展開した状態で、明日の日の出までの約十一時間で日本を上から下まで十往復も出来るわけないだろ!?　バカじゃないの!?」

「でも北海道と沖縄は抜いてあげたわよ？」

「どうもありがとうとでも言うと思った!?」

　吠ほえる勇者に、母親は頰ほおに手を当てながら説明してくる。

「でも、この修行にはちゃんと意味があるのよ？　これから先、あなたには勇者の奥おう義ぎを授さずけます。そのためにはまず、あなたのベース能力を今以上に上げる必要があるの。この修行は体力と魔力量を同時に底上げ出来る効率の良い修行なんだから」

「はい？　ちょっと待って。勇者の奥義？　そんなものがあるの？」

　美咲は頷うなずく。

「あるわよ。今まで修行法が確立できなかったから敢あえて口に出さなかったけど、わたしの構こう想そう上じよう、間違いなく最強の必殺技になるだろう、聖せい剣けんを使えるからこその勇者専用の必殺技が存在するの。まあ、わたしの構想上だけで編み出した必殺技で、まだこの世には存在していないけど、あなたが今以上に心身ともに強くなれば、間違いなく習得できるはずよ」

「そ、そんなものがあったなんて……！」

　勇者は感動した。それを習得すれば、もしかして魔王に必勝出来るのでは……？

「でもね、その必殺技を習得するためには、やっぱり一筋縄の修行ではいかないのよ。勇者として認められた今の状態すらも超えてもらわなければならないの。具体的に言えば、ちょっと死しの淵ふちを見てもらうくらいかな？」

「ちょっと死の淵を見てもらうくらいかな？　じゃないよ！　母さんがそこまで言うっていうことは、それ……下手したら本当に死んじゃうんじゃないの僕!?」

「ええ、下手したら死ぬわ。だから下手しないでね？」

「アドバイス下手すぎでしょそれ!?」

　つっこみながらも勇者はゾッとしていた。以前でさえ『死』という言葉は使用されなかったのだ。それが今回『死』という言葉を使われた。それは即すなわち、今回の特訓は前回の地獄の中の地獄の特訓すらも上回ることを意味しているということだ。

「魔王ちゃんに勝ちたいんでしょう？」

　勇者はハッとした。そうだ。俺はあいつにだけは負けたくない。勇者の目に光が灯ともった。

「そう……いい目ね。ずっとその目をしていなさい。そうすればこの特訓は必ず乗り越えられるわ。そしてきっと習得できる。勇者の奥義を、ね」

「……！」

　勇者の奥義──魔王に勝つために、やはりそれはどうしても欲しかった。

「さあ、始めるわよ。覚悟はいいかしら」

　勇者は覚悟を決めた。そして一度大きく息を吸い込んでから頷うなずいた。

「ああ！　いつでも準備はオーケーだよ、母さん！」





　×××






　日本横断から始まった勇者の特訓は文字通り熾し烈れつを極めた。彼の想像を遙はるかに超えたとてつもなく酷ひどい内容だった。利と根ね川がわ反復横跳び、成せい層そう圏けん垂直跳び、太平洋往復遠泳、修行用剣けん山さんの上での腹筋（重り付き）、修行用剣山の上での背筋（重り付き）、修行用剣山の上での腕立て（重り付き）などなど。どれもこれも恐らく勇者の人生史上トップテンに入るほどのクレイジーな内容だった。

　しかし勇者は逃げ出すことはしなかった。何な故ぜならどうしても魔王に負けたくなかったからである。

　そして気付いていなかった。自分の潜在能力がとてつもなく底上げされていっていることに……。

　そうして三日が過ぎた頃のことだった。





　×××






「勇者、よく耐たえたわね。基き礎そ訓くん練れんはこれでおしまい。これから先は実践編よ」

　昼下がりの青空の下、息を切らして倒れている勇者に向かって美咲が言った。

「じ、実践編……？」

「そうよ。ようやくその段階に移れるわ。死の淵を見た特訓のおかげで、あなたの心身は奥義を使うに足るほどに成長しているはずよ」

「……ほんと、何度死ぬかと思ったことか……。おかげでこれから先どんな死ぬような目にあったとしても、あの訓練よりも苦しいことはないと思って前向きに生きていけるよ……」

「でしょ？　わたしのおかげね」

「……半分皮肉だったんだけど……」

「わたしの、おかげね？」

「……はい。あなたのおかげです……」

「よろしい。では実践に移るわよ」

　勇者が連れて行かれたのは奥行きがほとんどない洞どう窟くつだった。奥には木の枝が山のように積まれている。

「その木の枝を一つ手に取りなさい」

「木の枝を？　わかったよ」

　勇者は首を捻ひねりながらも木の枝を一振り手に取った。すると、

「今からわたしが大岩をあなたに向かって投げるわ。飛んでくる大岩をその木の枝で二つに割りなさい」

「はい？」

　勇者はまたも耳を疑っていた。岩を木の枝で割れだって？　そんなこと出来るわけが……などと悩む間もなく、美咲はどこからか持ってきた大岩（勇者の背丈の軽く三倍以上はある大きさ）を勇者に向かって問答無用で投げてきた。

「ぬおおおおおおおおおおお!?」

　迫りくる大岩──勇者はパニックに陥おちいった。しかし勇者は洞窟の中に入っているので上下左右逃げ場がない。大岩はまるで洞窟から切り取ったかのような形をしていた（実際、美咲がそこから切り取ったものである）。だから後ろにも逃げ場がなかった。

　結果、勇者はぷちっと潰つぶされた。

　美咲は投げた大岩を「よいしょ」の一言で取り外すと、瀕ひん死しの勇者に向かって言ってくる。

「こんな風になる前に、その木の枝でこの大岩を叩たたき切ってしまいなさい。じゃないと……死ぬわよ？」

　勇者は本気で死にそうになっているため何も答えられなかった。仕方なく美咲は回復魔法をかける。すると、

「母さんは僕を殺す気なの!?」

　回復するや否いなや勇者は開口一番そう叫んだ。叫ばざるを得なかった。

「あら、大げさな子ね。たかだか大岩に潰されたくらいじゃない」

「よくそんな軽い口調で言えるよねあんた!?　あんなデカい大岩を母さんのバカ力で投げられたら、そりゃ死ぬよ!?　勇者でも軽く死ぬよ!?」

　美咲はふぅっとため息を吐つくと、

「だったら死なないために、洞窟に到達する前に大岩を真っ二つに斬きればいいじゃない。そうすれば二つに割れた大岩は洞窟の外壁にぶつかって洞窟の中には入って来ないから、あなたは無事という寸法よ」

「簡単に言ってくれるけど、常識的に考えて木の枝で大岩を斬れるわけないよね!?」

「あなたに授ける奥義は常識の範囲外にあるのよ。さ、ぐだぐだ言っていないで。次、投げるわよ」

「さらりと言ってくれちゃって……」

　勇者は軽く絶望した。これから自分は何度三さん途ずの川かわを見ることになるのだろう？　魔法を使えばあのくらいの大岩なんてどうということはない。簡単に破壊できる。

　しかし、もしも木の枝で真っ二つにする以外の方法で岩を砕いたら、それこそ死よりも苦しい折せつ檻かんが待っていることだろう。それが美咲という女だ。

　逃げ出したとしても同じである。

　結果、三途の川を渡る直前で引き返す作業を繰り返すしかないということだ。その回数を減らしたいのなら、一刻も早く木の枝で大岩を真っ二つにする技術を身につけるしかないということだった。

　それまでに一体何百回死ぬ憂うき目めにあうのだろか……？

「あはは……なんで僕この人の子供として生まれたんだろう……」

「あら、悲しいこと言うのね。力加減を間違って本当に殺しちゃったらごめんなさいね？」

「どうもすいませんでしたあああああああああああああ！」

　軽口すら許されなかった。

　そして再び始まる地獄の特訓。

　死にそうになっては美咲に回復され、また死にそうになるの繰り返し。

　これから二日間、山間には勇者の叫び声が木こ霊だますることになる。





　×××






　切り立った崖がけの上から、そんな勇者の様子を見下ろしている者がいた。

　薄緑色のサイドテールの髪を風に靡かせるハーフエルフの少女。

　エイミーだ。

　彼女は懸命に修行を熟こなす勇者の姿をじっと見つめていた。死にそうになりながらも、息も絶え絶えになりながらも、真まっ直すぐに死の修行と向き合う勇者の姿を。

「勇者……どうしてそこまで……」

　エイミーは呟いた。

　そしてまた、じっと見つめ続けるのだった。





　×××






　翌日の昼ごろのことである。

「一度休憩にするわね」

　瀕死の勇者に回復魔法をかけながら美咲がそう言った。しかし勇者は喋しやべれないくらいに疲ひ弊へいしており、ただ息を切らしているだけである。

「わたし、ちょっと下山してスーパーでお買いものしてくるから。わたしが戻るまで精神と体力を回復させておきなさいね」

　それだけ言い残して美咲は下山して行った。

　肩で大きく息をしながら勇者は空を見つめる。

　今日も見事な冬晴れだった。雲一つない青空に吸い込まれそうになる。

　勇者は逆に眼前に広がる青空を吸い込むようにして息を整える。

　やがて息が落ち着いていくに従って、体の内からふつふつと力が漲みなぎってくるのを感じた。

「俺……確実に強くなってる……」

　強さの限界などとっくに超えていると思っていたのに、信じられなかった。

　最初の三日間の基礎訓練で体力と魔力がぐんと上昇し、今の大岩を斬る訓練では打たれ強さと技量が上昇していっている。

　さすが美咲だと思った。常人なら精神が崩壊するほどの訓練ではあるものの、本当の強さを身につける教育にかけては彼女の右に出る者はいない。

　まあ、鬼だけども……。いや、鬼が可か愛わいく見えるレベルだけども……。

　しばらく、ぼーっと風の声を聞いていた。

　ややあって、音に何かが混じり始める。それがすぐ近くまで来た時、勇者は顔を横に向ける。

　そこにいた人物を見て勇者は少し驚いた。

「エイミー……？」

　エイミーは木陰からゆっくりと近付いてくる。そして倒れている勇者の傍かたわらまで来ると、彼を見下ろしながら口を開いた。

「ねえ、一つ訊いていい？」

「……なんだよ？」

　さわさわとざわめく風に髪をなびかせながら、エイミーは訊いてくる。

「……どうしてそこまで出来るの？」

　エイミーの質問は簡潔だった。

　彼女の髪が風に揺れる度に、そこから漏れる陽光がまぶしかった。

　勇者は目を細めながらその質問に答える。

「もちろん、魔王に絶対に負けたくないからだ」

　答えも簡潔だった。

　だからこそエイミーにも伝わった。

「……そう。だったらあたしもう何も言わない。頑張ってね」

　最後に少しだけ笑って、エイミーは去って行く。

「ああ。頑張るさ」

　勇者は誰にともなくそう呟いていた。





　×××






　時を同じくして。

　日本のとある山中でビバークする者たちがいた。

　河原にはいくつものテントが立ち並び、辺り一帯を結界が覆おおっている。

　その結界内にいるのは、魔物の群れと人間の兵士という異様な光景だ。

　中央付近にある周りとは一線を画す豪ごう華かなテントは、彼らの本部である。

　──その本部のテントに今、息を切らしながら慌あわただしく駆け込んでくる者がいた。

「大佐！　大変なことがわかりました！　どうやら魔王と勇者が決戦をするそうです！」

　その報告に軍服を着た小太りの男──ボリス大佐は髭ひげ剃そりをする手を止めて振り返った。

「なにぃ!?　ドミトリー、それは本当か!?」

　部下のドミトリーは頷く。

「は、はい！　魔王が通っている学校で、それはもう凄い噂うわさになってます！　魔王も勇者のパーティメンバーも学校を休んでいるそうで、どうやら本当に決戦をするみたいです！」

「そ、それで、決戦の日時や場所はわかっているのか？」

「時間は今週、日曜日の正午。場所は以前、我々が魔王と戦ったあの場所──清きよ澄すみ山やまだそうです！」

　ボリス大佐はニィッと笑う。

「よくやったドミトリー！　直ただちに全軍にその旨むねを伝え、戦闘準備に取り掛からせろ！」

「はっ！　了解いたしました！」

　ドミトリーは敬礼すると、入って来た時と同じように慌ただしくテントから出て行った。

　ボリスはシェービングフォームが付いたままの顔で振り返り、後ろにいる人物に向かって語り掛ける。

「ようやく我らにツキが回って来たようですな？」

　ベッドの上でペディキュアを塗ぬっていた炎の衣ころもを着た女性──エフリートは、その手を止めてくすりと笑った。

「ふふふ……どうやらそうみたいね」

　エフリートはそこでさらに口の端はしを吊つり上あげると、

「今度こそ魔王の首を取るわよ」





　×××






　さらに一日過ぎ──修行の最終日のことだった。
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　迫りくる大岩。

　勇者は木の枝を一いつ閃せんした。

　二つに割れ、左右にずれていく大岩。

　勇者は残身のまま小さく呟く。

「き、斬れた……」

　ずずぅぅぅん……！

　二つになった大岩は洞窟の入り口の右と左にそれぞれぶつかって止まった。

　大岩を斬った余よ韻いんを手に残したまま、勇者は手元の木の枝を見つめる。

「どうやら会得したようね」

　気が付くと美咲がすぐ目の前まで来ていた。

「今のが……勇者の奥義なの……？」

　勇者が呟くと、美咲はうーんと可愛らしく唸うなって、

「ちょっと違うわね。勇者、聖剣を呼びなさい」

「え？」

「聖剣を呼ぶのよ」

「あ、ああ、わかったよ」

　勇者は狼狽うろたえながらも右手に聖剣を召喚した。

「よし。それじゃあ聖剣を持ったままわたしに付いて来なさい」

　美咲がふわりと浮いて空中に飛んでいき、勇者はその後を追った。

　地上から百メートルほど行ったところでようやく美咲は止まる。

「勇者。聖剣を鞘さやに入れたまま左手に持って、抜刀の構えを取りなさい」

「わ、わかった」

　勇者は言われた通り抜刀の構えを取った。

「その構えのまま地上に向きなさい」

　言われたまま、抜刀の構えのまま地上に向き直る。

「ここからが本番よ。聖剣に思い切り力を入れなさい」

「え、どういうこと？」

「聖剣の鞘の中に己の力を全て注ぎ込むイメージで、思い切り力を入れるのよ」

「で、でも……」

「大丈夫。聖剣は決して壊れないわ。やりなさい」

　勇者は戸と惑まどいながらも、目を瞑つむると、

「聖剣の鞘の中に、力を注ぎこむイメージ……」

　勇者はイメージのままに自分の力を解放し、その力を全て聖剣へと注いでいく。

　聖剣は光り輝き、漏れ出た光が柄の中から溢あふれ出でていた。

　呼応するように辺りには激しい風が吹き荒れる。

「まだよ……まだまだ。もっと力を注ぐのよ」

　漏れ出る光も、吹き荒れる風も、どんどんと激しさを増していく。聖剣の鞘の中にとんでもない力が溜たまっていく。

「まだ……まだ足りないわ。もっと力を……フルパワーを注ぎなさい！」

「ぐぅぅぅぅうううう……！」

　今や自分の力に弾き飛ばされそうなほどに、鞘の中に力が溢れていた。

　ある時、機を見た美咲が叫ぶ。

「今よ！　さっき大岩を斬ったイメージで、今度は大地を斬るのよ！　やりなさい！」

「はぁぁぁぁぁぁぁあああっ!!」

　勇者は抜刀した。抜刀した勢いのままに力を全て大地に向けて叩き付けるように斬りつけた。

　三日月の形をした光の剣けん閃せんが大地を襲おそった。

　──風が止やんだ──否、風も一緒に斬られたのだ。

　一瞬だった。

「な、なんだこれ……？」

　勇者は斬りつけた後の恰かつ好こうのまま茫ぼう然ぜんと呟いた。

　目の前には底が見えない大きな谷が出来上がっているではないか。

　大地が……いや、地球が割れたのだ。

「それこそが勇者の奥義──エクスカリバースラッシュよ」

　美咲がいつもの笑顔のまま言ってくる。

「エクスカリバー……スラッシュ」

「そう、全てを切り裂く究極の奥義よ。あ、ちなみにアーサー王が持つ伝説の聖剣から名付けたの。いい名前でしょう？」

　そんな美咲の声は勇者の耳には入っていなかった。

　──確かな手ごたえがあった。自分は間違いなく最強の奥義を手に入れたのだ。

　勇者は聖剣の柄をぐっと力強く握る。

「これなら……魔王に、勝てる！」

　今の勇者は自信に満ち溢れていた。

　美咲はそんな勇者を優しく見守っていた。いつもの微笑ほほえみで。

　そして、はるか上空ではエイミーが箒ほうきに乗って勇者の姿を見下ろしていた。

「勇者……ついに完成させたのね」

　その姿を目に焼き付けると、吹き付ける風に髪を押さえながら、エイミーは箒を走らせてその場から去って行く。

「そっか……」

　小さく呟いて、ふっと笑ったエイミーは、何かを決意したような顔をしていた。





同日　午後五時二十三分（魔界標準時）

北太平洋中央　魔ま大たい陸りく　魔ま都とギドシティから北西に百キロ地点






　何もない荒こう野や。

　薄うす暗ぐらく立ち込めた紫色の雲の下、ただ枯れ果てた草原がどこまでも続いている。

　そんな草原の中央に魔王はいた。

「はあっ、はあっ、はあっ」

　顎あご先さきから汗を滴したたらせ、肩で必死に息をする。

　魔王の目の前には底が見えない大穴が開いていた。小さな月でも落ちてきたかのような大穴で、まるでそこだけ抜き取られたような不自然さがある。

「ついに……会得したぞ……」

　魔王はその大穴を見ながら呟いた。

「先代魔王の奥義……ブラックホールブラスターを！」

　その大穴は魔王が今しがた放った奥義によるものだった。

「これで勝てる。勇者に勝てるぞ！」

　魔王はぐっと拳を握ると、あらためて誓う。

「我われは負けない。絶対に勝って、そして勇者と一緒に学校に行くんだ」

　その瞳ひとみは輝いていた。

　そして、その顔は年相応の少女の顔をしていた。ただ、胸に秘める想おもいは今のところ彼女自身にしかわからない。いや、もしかしたら彼女自身にも分かっていないのかもしれない……。

　それでも──今、それぞれの決戦が始まろうとしていた。
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十二月十日　日曜日　午前十一時五十五分（日本標準時）

日本　千ち葉ば県けん鴨かも川がわ市し　清きよ澄すみ山やま北東部奥地






　森がざわついていた。そのざわめきは、辺りに立ち込める気に当てられてしまっているようだ。

　立ち込める気は風を起こし、空を覆おおう黒い雲すらも動かしている。

　──今日は勇ゆう者しやと魔ま王おうの決戦の日。

　言わずもがな、その気の発生源は決戦の場を中心としたものだった。

　しかし……少しばかり妙な点があった。

　まず、この決戦の場に勇者と魔王の他に三人の人物がいること。

　そして問題だったのはその立ち位置だ。

　勇者が崖がけ上うえを見ると、そこには四人の者たちがいた。左から順に、魔王、エイミー、美み咲さき、武ぶ道どう家かの四人。全員フル装備だ。

　その並び方と気合の入った顔は、まるで全員が勇者と敵対しているかのようだった。












　もちろんそれに焦ったのは勇者である。

「え？　ちょ、ちょっと待って。え？　これどいういうこと……？」

　まるで意味が解わからなかった。彼が混乱するのも無理はないだろう。

「なんで四対一みたいな構図になってるの？　しかも、どう見ても俺がひとりだよね、これ……？」

　すると、神しん官かん帽ぼうを被かぶった美咲が微笑ほほえみながら言ってくる。

「四対一みたいな構図もなにも、四対一なのよ、勇者」

　いきなりの無む慈じ悲ひな言葉だった。その柔らかな微笑みからは想像出来ないくらい無慈悲な言葉だった。

「ちょ……ど、どういうことだよ!?　おい、魔王！」

　その名を呼ぶと、魔王はマントを風に靡なびかせながら困ったように答える。

「い、いや、我にも何が何だかわからないのだ。ただ、三人とも我の味方をしてくれると言ってくれて……」

「は、はああ!?」

　勇者は叫びながらも、もしかして魔王は何も悪くないのではないかと思った。根本的におかしいのは他の三人なのだろう。

「と、とりあえず一人ずつ理由を訊きいていくからな！　まず、エイミー！　どういうことだよ!?　説明しろ！」

　勇者が問い詰めると、とんがり帽子に制服姿のエイミーは、真っ白な目で彼のことを見下ろしてくる。

「どういうこともなにもないわ。あたしはあんたの敵に回ったの。それだけのことよ。おわかり？」

　辛しん辣らつに吐き捨てられた言葉。勇者はまるで意味が解らなかった。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　お前どちらかというと俺の味方になってくれるような流れだっただろうが!?　あの『頑張ってね』っていうセリフは一体なんだったんだよ!?」

　彼女はそれに対し、ハッと鼻で笑うと、

「せいぜい頑張ってね、という意味よ」

「なにそれえええ!?　俺キミになにかした!?」

　もはや混乱極まって泣きそうな勇者に向かって、エイミーはふっと笑う。

「勇者、あたし感動したのよ。あなたが死にもの狂いで修行に打ち込む姿を見て、本当に感動したのよ」

　勇者はきょとんとする。

「え？　だったらなんで……」

「そう……ある意味本当に感動させられたわ。まさか、あんな死にもの狂いで修行するくらいに学校に行きたくないのか……とね」

「へ？」

　戸惑う勇者にエイミーは続ける。

「あんた言ったわよね？　絶対に魔王に負けたくないって」

「あ、ああ」

「それはつまり、絶対に学校に行きたくないってことよね!?」

「あれええええ!?　そういう風に受け取っちゃったの、この子!?」

　有り得ない解釈のされ方に勇者はびっくりしていた。

「ちょ、ちょっと待ってくれよエイミー！　それはだな」

「もう言葉は無用よ。あんたがその気なら、あたしにだって考えがある。そう、何が何でも魔王を勝たせて、絶対にあんたを学校に連れて行ってやるわよ！　覚悟なさい！」

「だから誤解だってぇぇぇえ！」

「言い訳なんて聞きたくない！　ちっともあたしの気持ちに気付いてくれない恨みも合わせて、ぼっこぼこにしてやるんだから！」

　他にもなにか鬱うつ憤ぷんがたまっていたようで、最早エイミーに言葉は通じそうになかった。

「くっ……！　納得はいかないけど、あの状態のエイミーはもう説得できそうにない……。仕方ない、取りあえず次だ」

　そう言って勇者は、エイミーの隣でにこにこ笑っている美咲に目をやった。

「それで……母さんはどうしてそこにいるんだよ!?　僕の修行に付き合って僕を強くしてくれたのはなんだったの!?」

　すると美咲は目を瞑つむり、胸の前で手を組んで優しい声音で言ってくる。

「お母さんね、動機は何であれ、あなたが久々にやる気を見せてくれたことが嬉うれしかったの。だから喜んであなたの修行に付き合ってあげたわ」

「じゃ、じゃあ」

　そこで美咲はまるで威い嚇かくするようにして手に持つモーニングスター（とげとげの付いた鉄球を振り回すおっかない武器）を地面にどすんと落として、

「でもね、それはそれ、これはこれ。お母さんね、あなたに力ずくでも学校に行ってもらうことに決めたの」

　あっさりと告げられた内容に勇者は愕がく然ぜんとした。

「………ち、ちなみに考え直してくれたり、なんかは……？」

　美咲はにっこりと笑うと、

「ないわ。問答無用よ」

「………」

　勇者はもう言葉が出なかった。エイミーに続き、今度は一番敵に回って欲しくない人物が敵に回った。しかも美咲の口から『問答無用』の言葉が出たらもう覆くつがえることはない。それをよく知っている勇者は軽く絶望した。

　これで少なくとも三対一は確定したようなものだ。魔王、エイミー、美咲。この時点で眩暈めまいがするメンバーである。

　だったら最低でも最後の一人くらいは味方に付けたい。そう思い、勇者は美咲の右隣にいる人物に目を移した。

「……それで武道家ちゃん。どうしてキミまでそこにいるのかな？」

　そこにいた人物──商店街で出会った時と同じく気合の入った特攻服に身を包んだ武道家が、ツインテールの髪を風に揺らしながら答える。

「なんとなくです」

「おい。是非やめろ」

　冗談ではなかった。武道家の戦力は決して『なんとなく』で居ていいほどのものではないのだ。

　勇者は大きく息を吸って自分を落ち着かせてから、説得を試みる。

「武道家ちゃん。何度も言うけど、俺はキミの〝あるじ〟のはずだよね？」

「肯定です。あなたは紛まぎれもなくわたしのマスターです」

「じゃあなんとなくでそっちに付くの、やめてくれるかな？　というか、こうなった以上バランスを考えて俺の味方になってくれてもいいんじゃない？」

　情に訴える勇者に、武道家は淡々と答えてくる。

「わたしも最初はせめてマスターの戦いを見守ろうと思いここに足を運んだのです。しかし美咲さんはおっしゃられました。『もし仲間になるのなら、おっぱいが大きくなる体操を教える』と。抗あらがうことは出来ませんでした……」

「それ思いっきり買収されてんじゃねえかよ!?　それと言っておくけど、キミはロボットだから体操したところでおっぱいは大きくならないからね!?」

　しかし武道家は勇者の目をまっすぐと見つめて言ってくる。

「何事もやってみなければ分かりません」

「あからさまに分かりきってるでしょ!?　なにがそこまでキミを追い詰めてるわけ!?」

　勇者は力の限り叫んだが、武道家の瞳ひとみの奥には決意の光が灯ともっていた。

　勇者はもはや説得が無意味であることに気付いた。おっぱいをこよなく追い求めるロボット少女。それが武道家なのである（蛇だ足そくではあるが、実のところ美咲は巨乳だ。だからこそ武道家は無駄だと分かっていても一握りの可能性に抗えなかったのである。悲しい子だった）。

「悪あがきはもういいかしら？　時間よ。そろそろ戦いを始めましょう」

　美咲が再び威嚇するようにして手に持つモーニングスターをどすんっと地面に落として見せてくる。

　勇者は焦った。

「ま、待ってくれよ!?　こんなの無効だ！」

「有効よ」

「で、でも！」

「有効よ」

「………」

　美咲の笑顔がとても怖かった。

　そこでついに魔王が口を開く。

「し、しかし母はは上うえ殿どの。いくらなんでもこれはあんまりでは……」

　勇者は感動した。まさか当の魔王が一番身を案じてくれるとは……。

　しかし美咲は魔王に向かってにっこりと微笑むと、

「魔王ちゃんは本当に優しいわね。でも大丈夫よ。わたしは勇者をそんなにヤワに育てていないわ」

「し、しかし」

　美咲はもう一度、にっこりと微笑むと、

「大丈夫よ」

「は、はい……大丈夫です……」

　結局、その笑顔に押された魔王だった。心なしか彼女の体は震えている。

「おい！　魔王を脅おどしてんじゃねえよ!?」

「あら、わたしはただ笑顔で説得しただけよ？　いつ脅したというのかしら？」

　そう言いながらも、その笑顔から放たれる殺気は尋じん常じようではなかった。

（うちのママン怖すぎるよ……）

　勇者はガクブルしながらも、それでもまだ悪あがきをやめない。

「も、元々この勝負は勇者パーティ対魔王という約束だったんだ。だから魔王側に勇者パーティのメンバーが回った今、勝負自体を認めるわけには……」

　勇者がそうやって自身の正当性を訴えようとすると、エイミーが優しい声で口を挟んでくる。

「勇者、安心して。何だかんだ言っても、あたしたち三人はあなたの味方よ。だってあたしたちは勇者パーティなんだもの。当たり前じゃない」

　勇者は耳を疑いながらも、一瞬嬉しそうな顔をする。

「え、ほ、ほんとに!?」

　しかしすぐに期待は裏切られることになる。

「ええ、本当よ。でもね勇者。味方同士でも誤爆ってあるわよね？　つまりそういうことよ」

「………」

　とどのつまりエイミーが何を言っているかというと、勇者と敵対してはいるものの、形としては勇者の味方としてここにいるのだから、勇者の言う『勇者パーティ対魔王』という形式は保っており、勝負自体は有効であると主張しているのである。頭のいいエイミーらしい逃げ道の塞ふさぎ方かただった。

　あ、これだめだ。どうやっても逃れようないわ。そう思って諦あきらめた勇者だった。

　美咲は魔王に向き直ると、

「さ、魔王ちゃん。存分にやるといいわ。わたしたち三人が援えん護ごしてあげるから」

「は、はあ……」

　魔王は勇者の方を向くと、申し訳なさそうな顔をする。

「すまぬ勇者。こんなことになってしまって……」

　勇者はふっと笑うと、冷静さを取とり繕つくろって、

「いいんだよ、魔王。俺はお前と戦えること自体は嬉しいんだ。ただ、他の三人の頭がイカレているだけで……」

「勇者……」

「ところで魔王。お前だけでも手を抜いてくれたりなんかは──」

「うん、そうだよな！　我もお前と戦えることが嬉しいぞ！」

「え？　ああ、うん。それでな、お前だけでも手を抜いてくれたりなんかは」

「形なんかにこだわるのはもうやめだ！　お互い悔くいの残らない戦いをしよう！」

「ちょ、だから、お前だけでも」

「さあ、来い！」

「いや、あの……」

「さあ、来い！」

「………」

　魔王の瞳は爛らん々らんと輝いていた。勇者の中で何かがぽきっと折れた音がした。

「っしゃあ！　行くぞこんにゃろうが！」

　やけくそだった。それは四対一が確定した瞬間だった。

　本来、魔王を倒すための勇者パーティの全員が魔王側に付くという有り得ない状況に勇者は泣きそうになりながらも、自分の頰ほおを叩たたきながら、

「大丈夫！　俺は修行で相当強くなったはずだ！　やれる！　俺はやれる！」

　勇者はそうやって自分に言い聞かせて自分自身を鼓こ舞ぶする。どこか哀あい愁しゆうさえ感じる姿だった。

　そして戦闘が始まる。

「聖せい剣けんよ……来い！」

　勇者は亜空間から聖剣を呼び寄せると、

「魔王、いくぞ！」

　魔王に向かって一直線に突っ込んで行く。

　同時に魔王が腕を肥大硬質化し、勇者を迎え撃つ。

　ガキィッ！

　両者は丁度中間でぶつかった。そこから激しく剣と腕を幾いく度ども交こう錯さくし合あう。

「勇者！　腕を上げたな！」

「ちぃっ！　お前も大分腕を上げてんじゃねえかよ!?」

「我われは嬉しいぞ！」

「俺は最初から心が折れそうだよ！」

　そう言い合いつつ、攻撃が数十回交錯した時だった。

『雷よ！　竜となりて我が敵を焦こがせ！　サンダードラゴン！』

　勇者と魔王の体が離れたほんの一瞬を見て、エイミーが魔法をぶち込んで来たのである。

「おわっ!?」

　とっさに回避する勇者。ほんの少し掠かすっただけだったのだが、しかしエイミーの魔法はそう甘くはなかった。

「ぐっ！」

　ダメージを受けながら後退する勇者。

　そこに武道家が突っ込んでくる。足裏のジェットノズルのロケットと、武道で言うところの『縮しゆく地ち』とを併へい用ようした『ロケット縮地』で、一瞬で勇者の間合いに入ってくると、

「たあ」

　武道家から放たれたのは、やる気のない掛け声からは想像も出来ないくらいに重い蹴けりだった。

「くぅっ！」

　ぎりぎり聖剣の腹でガードをするも、弾き飛ばされてしまう勇者。

　すると、当然のようにいつの間にか後ろを取っていた美咲の一撃が勇者を襲う。

「えいっ」

「ぐぶほぉっ！」

　それは可愛らしい掛け声とは裏腹にえぐい一撃だった。美咲の馬鹿力で振り回されたモーニングスターの一撃が、勇者の腹を抉えぐるようにして埋まっていたのである。

　勇者はたまらず地表まで叩き落された。ドゴンッと体ごと地面に突き刺さる。

　しかしすぐに地面から体を引き抜くと、勇者は猛もう然ぜんと抗議の声を上げる。

「お前ら！　マジで容よう赦しやなさすぎだろ!?」

　すぐに立ち上がった勇者を見て、エイミーは驚いた表情をしていた。

「ま、まさか美咲さんの一撃を受けてぴんぴんしているなんて……」

「うふっ。どうやらわたしの修行の成果が出たみたいね」

　何な故ぜか美咲は誇らしげだった。

　そして魔王は驚きから一転、また瞳を輝かせるのである。

「す、凄いぞ勇者！　それでこそ我がライバル！　それでこそ我が友だ！」

「い、いや、待て魔王。やはり少し手加減をだな……」

「さあ、早く続きをやろうではないか！　勇者よ！」

　そう言って再び突っ込んでくる魔王に、勇者は慌てて剣を振り上げて彼女の攻撃を防ぐ。

　そしてまた始まる接近戦。勇者は剣で魔王の攻撃を防ぎながら声を張り上げる。

「ま、待て待て！　魔王、頼むから俺の話を聞いてくれってば！」

「ははははははははっ！　楽しい！　楽しいぞ勇者！」

「俺は全然楽しくない！」

　勇者、心の叫びである。

『炎よ。我が敵を穿うがて。ファイアーランス！』

　そしてまた隙すきを見て放たれるエイミーの魔法。

「あちぃっ!?」

　慌てて飛び退る勇者に、

「ターゲットロックオン。ロケットパンチ」

　武道家の腕が勇者に向けて飛んでいく。

「うわぁっ!?」

　とっさに避よける勇者だったが、武道家のロケットパンチは追つい随ずいしてくる。そちらに気を取られていると、

「うふっ。背中がガラ空きよ」

　気付けば何故かやはりそこにいる美咲のモーニングスターによって勇者は再び地面へと叩き落されたのだった。しかもおまけとばかりにロケットパンチが地面に埋まった勇者に突き刺さっていた。

「あんまりだよ、こんなの……」

　ロケットパンチを腹にめり込ませながら呻うめく勇者。

　さすがに惨むごい絵面だった。





　×××






　その頃、同じ山中の離れたところで勇者たちの戦いを見つめている者たちがいた。

「ど、どうするんです!?　勇者のやつ、めちゃくちゃ押されてますけど……」

　ドミトリーが双眼鏡をのぞきながら、隣にいるボリス大佐に訊いた。

「ど、どうするったってなあ……。あ、あの……どうしましょう？」

　同じく双眼鏡をのぞきながら、ボリス大佐はさらに隣のエフリートに訊く。

「ど、どうするもなにも、なんとかするしかないでしょうが！」

　エフリートが切羽詰った声でそう答えた。

「え？　なんとかするって……ま、まさか、あんな世紀末大戦みたいなところに飛び込むつもりじゃないですよね……？」

　ドミトリーが戦々恐々とした表情でエフリートに訊ねると、

「そうするより他ないでしょうが!?　魔王を倒さない限り、わたくしたちに帰る場所なんてないのよ!?　わたくしたちはやるしかないのよ！」

　そう、彼らは作戦が成功することを前提に、無断で軍を動かしてしまっているのである。このまま自分の国に帰っても罪に問われ、下手したら処刑されてしまいかねないほどの重罪を共に犯しているのだ。

　だからこそボリスは頷くしかなかった。

「た、確かに……これを逃してこの先もう我らにチャンスはないだろう。ここで勇者に倒れられてしまっては困る。しかしどうすれば……」

　エフリートはふんっと鼻を鳴らすと、

「どうするも何もないわ。わたくしたちはもう勇者と運命共同体と言ってもいいくらいなのよ。だから……」

　エフリートの瞳には強い決心が浮かんでいた。

「今から勇者を助けに行きましょう！」

　エフリートのとんでもない提案に、ボリスとドミトリーは驚いていた。

「な、なんですと!?　前回、我らを壊滅させた勇者に手を貸すというのですか!?」

「それしかないでしょうが!?　それともなに!?　あなたは単独で魔王と戦って勝てるとでも言うの!?」

「そ、それは……」

　躊躇ためらうボリスに部下のドミトリーが後押しする。

「大佐！　エフリート様のおっしゃる通りですよ！　どう考えてももうそれしか我らが生き残る道はありません！　助けましょう、勇者を！」

　ボリスは少し悩んだ後、二人の目を見て頷いた。

「……わかった。わたしの腹も決まったぞ。これより勇者を助ける！　ドミトリー、全軍に指令を出せ。全軍、我に続け。勇者を援護せよ、とな！」





　×××






　勇者は地面から這はい出ると、

「ちくしょう。さすがに頭に来たぜ」

　そう呻きつつ頭を振ってから、前方にいる四人を睨にらみつける。

「と言っても、このままじゃ勝てる未来が見えないな。……使うしかないか、あれを」

　そう言って勇者は左手に聖剣の鞘を呼び寄せる。そして剣を一旦鞘に納めて、抜刀の構えを取るのだった。




　その姿を見たエイミーは慌てたように美咲の方を向いて、

「あ、あの構え……！　美咲さん。あいつ、あの技を使うつもりなんじゃ!?」

　美咲は頷く。

「あらあら、どうやらそうみたいね。まともに放たれたら、さすがにちょっとまずいかしら？」

「……ど、どうします？」

「うーん、そうねえ。対処法としては、技が完かん璧ぺきな状態で放たれる前に攻撃して、技自体を潰してしまうのが一番効果的ね」

「じゃあ早速そうしましょう！」

　そう言ってエイミーが左手に箒を構え、魔法を詠唱する構えを見せる。しかしそれを制したのは魔王だった。

「待ってくれ皆の者。……母上殿。ここは我に任せてはくださらぬか？」

「あら、魔王ちゃんが止めてくれるの？」

　魔王は頷いた。

「はい。我は正面から勇者の技を受け止めたいと思います。そうすることが我の役目だと思うから」

　しかし止とめに入ったのはエイミーだった。

「む、無茶よ！　魔王、あんたはあの必殺技を見たことないからそんなこと言えるのよ！　マジでヤバい技なのよ!?」

　しかし魔王は首を横に振る。

「それでも我は勇者を正面から受けたい。受け止めてやりたい」

「ま、魔王……あんた……」

「それに、ヤバい必殺技なら我も会得してきたからな。任せてくれ」

　そう言ってニッと笑う魔王に、エイミーはそれ以上何も言えなくなっていた。軽い劣等感と嫉しつ妬とを覚えてしまったのだ。

　美咲は優しい微笑みを魔王に向けていた。

「わかったわ。じゃあ魔王ちゃんに任せる。あの子をお願いね？」

「ああ！　しかと任された！」

　どんっと胸を叩くと、魔王は前に進んでいく。

　エイミーはそんな魔王を羨うらやましそうに見ていた。

　美咲はエイミーに優しく声をかける。

「あらあら、エイミーちゃん、そんな顔しないで？　わたしはあなたが昔からあの子のことを一番気にかけてくれているのを知っているわ。きっとあの子もそれをわかっているはずよ」

　美咲のセリフに、エイミーは慌てて手をぶんぶんと振りながら、

「なな、なにを言ってるんですか美咲さん!?　あ、あたしは別にあいつのことなんてなんとも……！　あは、あははは！　……そ、それに、ずっと助けられてきたのはどちらかと言ったらあたしの方ですし……。ずっとずっと、あいつには感謝しかなくて……って、あれ？　あたし何言ってんだろ……」

　美咲はエイミーの顔に一瞬切なさが過ったのを見逃さなかった。

　美咲はエイミーをそっと抱き寄せる。

「ありがとうね、エイミーちゃん。その気持ち……早く伝わるといいわね」

「……っ！」

　エイミーは結局、美咲の胸に顔を埋うずめたまま動かなかった。皆からその顔を隠すようにして……。

　そして、ずっと一人でぽつんと佇たたずんでいた武道家がようやく喋しやべるのである。

「正直に言います。今わたし……物もの凄すごい疎そ外がい感かんを覚えています」

「あらあら。それじゃあ武道家ちゃんはこっちの胸に来なさいな」

　そう言って美咲は武道家を反対側の胸に抱き寄せてぎゅっと抱いた。

「このおっぱい……わたしに移植できませんか？」

「うふふ、それは無理よ」

「残念です」

　しかしその柔らかな胸に抱かれて武道家はどこか嬉しそうな表情をしていたという。




　後ろで三人がイチャイチャしている一方、魔王と勇者の対たい峙じは緊張感が増していた。

「おい、魔王。俺が今から放つ技は正直言ってヤバい。だから絶対避けろよ？」

　勇者の狙ねらいは奥おう義ぎの余波でダメージを与えることだった。あの奥義をまともに当ててしまったら、殺してしまうどころか跡形もなく消し去ってしまうことだろう。だから絶対に避けてもらわねばならなかった。

　しかし、

「悪いがそれは我のセリフだ。貴様の方こそヤバいと思ったらすぐに避けろよ？」

　その返しに勇者はぽかんと口を開けた後、ニッと笑う。

「はっ、言ってくれるぜ。それじゃあ力比べといきますか！」

「おうよ！」

　二人はほんの一瞬だけ頷き合うと互いに構えを取る。勇者は例の抜刀の構えだ。

　一方、魔王は両腕を胸の前で合わせるようにして、手の平を勇者へと向ける。

　次の瞬間、魔王の腕が変形していく。間もなく二つの腕が合わさって、まるで一つの砲台のような形へと変わった。

　勇者の聖剣に力が溢れ、光が漏もれる。

　砲台へと変形した魔王の腕に黒い粒子が集まっていく。

　辺りには凄まじい風が吹き荒れはじめていた。




「これは少しばかりまずいかしら……。二人とも少し下がるわよ」

　美咲の警告の言葉に、エイミーは驚いた顔をする。

「……美咲さんがそこまで言うなんて……」

　あんたたち一体どれだけ上にいるのよ……。エイミーは小さく呟いた。

　そして三人は後方へと退避した。




「ぐうううぅぅ……！」

「うぉぉぉぉぉ……！」

　勇者が歯を食いしばって聖剣の力を必死に制御する。聖剣の鞘からは光が逬ほとばしっていた。

　魔王は自らの力に飲み込まれないように、必死に気を保とうとする。今や魔王自身から虚無の力が漏れ出ていた。

　そして、その時がやってくる。二人の力が極限にまで高まったのだ。

　勇者は聖なる力の全すべてを鞘の中から解放した。そして、思い切り剣けん閃せんを走らせる。

「全てを斬り裂け！　エクスカリバースラッシュ!!」

　勇者の掛け声とともに光の剣が解き放たれた。

　一方の魔王も、溜ため込んだ虚きよ無むの力を解放する。

「全てを飲み込め！　ブラックホールブラスタアアアアアアアアアァァァァァァァッ!!」

　魔王の腕から真っ黒な光が逬った。真っ黒な光は球体を象かたどって真まっ直すぐに飛び出していった。しかも飛び出した後にみるみるその形は大きくなっていって、さながらそれは黒い満月だった。魔王自身もその黒い球体に飲み込まれながら球体をコントロールしているようだ。

　光の剣閃と黒い球体は互いの丁度中間地点でぶつかり、白と黒の凄まじい光が周囲に巻き散らされる。

　勇者が放った三日月形の光の剣閃は、黒い球体と押し合うようにしてその場で止まっていた。

　その光景を見て、勇者が驚きよう愕がくの声を上げる。

「なっ……!?　ばかな！　斬り裂けないだと!?　なんなんだあの黒い球は!?」

　勇者としては信じ難い光景だった。死ぬ思いをして会得したエクスカリバースラッシュは、本当に全てを切り裂く技なのだ。それが今、あの黒い球体が正面から受け止め拮きつ抗こうしているのである。

　光の剣閃と黒い球体は、しばらくそのまま互いの存在を主張し合い、また打ち消さんとして押し合いへし合いをしていた。その凄まじいエネルギーは周囲に飛び散る激しい光が証明している。

　そして、パンッと、まるで風船が割れるような音を出して、何事もなかったかのように全てが消え去ったのだった。光の剣閃も黒い球体も、あれだけ激しかった光もなくなって、後にはうっすらと水蒸気のような雲が漂っているだけだ。

　つまり、二人の技は完全に互角だったわけである。

　勇者は茫ぼう然ぜんとしていた。

「う、うそだろ？　俺のエクスカリバースラッシュが……」

　絶対の自信があっただけに、その衝撃は計り知れなかった。

　ただ、魔王も同じような顔をしていた。どうやら彼女の方も負けるとは思っていなかったらしい。

　しばし、そのまま茫然としていると、

「あらあら、残念だったわね勇者。せっかく死にもの狂いで奥義を手に入れたのに。でもね、それは同じだけ魔王ちゃんが死にもの狂いで頑張っていたということの裏返しでもあるわ。もちろん、誰のためかなんてことは言わなくて分かるわよね？」

　いつの間にか美咲たちが近くまで来ていた。

「わたしのエネルギー計測器によると、今の一撃を放ったことによりマスターの体内エネルギーはがくんと目減りしています」

　武道家が淡々と事実を述べていた。

「勇者、もう降参しなさいよ。あの技が防がれた時点で、あんたに勝ち目がないことはもう分かっているんでしょう？」

　エイミーが無情にもそのように言ってくる。ただ、その声音は当初とは違い随分と優しかった。エイミーはもうやめて欲しいのだ。

　しかし勇者は顔を引き締めると、不敵に笑ってみせるのである。

「降参？　はっ、そんなダサいこと出来るかよ」

　もちろんそれはただの強がりだった。だが、勇者の中にあるなけなしのプライドがそう言わせていたのだ。

「その意気、見事だ勇者。ならばせめてその名に恥じぬよう、我も手を抜くことはすまい」

　魔王のその言葉により、他の三人も間合いを詰め始める。エイミーだけはもうやめて欲しいと言わんばかりにため息を吐ついてはいたが……。

（くっ……！　そう簡単に諦められるかよ。こんな納得のいかない形で学校なんかに連れて行かれてたまるかってんだ！　だけど、どうすれば……）

　勇者の葛かつ藤とうを見透かしたかのように、インファイターである魔王と武道家の二人が飛び出そうとした、その時だった。

　──突如として彼女たちの足元を銃弾の嵐あらしが襲ったのである。

『!!』

　四人は一斉に飛び退すさった。美咲がとっさにバリアーを張る。すると炎の玉が多数飛んできてバリアーに弾かれた。

「な……？　一体なんなのよ!?」

　エイミーが訝いぶかしげに叫ぶと、戦場に大音量の笑い声が響き渡る。

「だーっはっはっはっはっ！　よくぞかわしたな、魔王とその仲間たちよ！　我こそはロシア軍特殊部隊長ボリス大佐である！　これより義によって勇者殿にお味方致す!!」

　声のした方を見れば、横手の森に銃火器で完全武装した軍隊と、魔族たちの連合軍が姿を現していた。

　そして名乗りを上げたボリス大佐の隣にいる炎の衣ころもの女性も、続いて声を上げる。

「我こそは元魔王軍四天王、妖よう炎えんのエフリート。我ら炎魔軍団も義によって勇者殿に助勢する所存」

　エフリートは腰に手を当てながら蠱こ惑わく的てきに宣言した。

　勇者は驚いていた。

「あ、あんたらはあの時の……！　え？　でもなんで？」

　勇者の疑問はもっともだった。なぜならあの時、勇者は彼らをぼこぼこにしたのだから（もちろん非は向こうにあったわけだが）。

　しかしボリスは笑ってこう言うのである。

「ははは！　気になされるな勇者殿！　昨日の敵は今日の友！　共に力を合わせてこの場を打開しましょうぞ！」

　エフリートも続ける。

「確かにあの時のことは軽くトラウマになってるけれど、それでも何だかんだ言ってわたくしたちは誰一人として殺されなかった上に見逃してもらったわけですし……。恩があるのも事実ですわ」

　何故かエフリートの頰は赤くなっていた。

　その意図を察することなく勇者は少しだけ考えたが、こんな猫の手も借りたい状況だ。結局すぐに彼らの手を借りようと決心する。どの道このままだと負けてしまうのだ。

　だから叫んだ。

「助かる！　ありがたくあんたたちの力を借りることにするぜ！」

　勇者のその言葉に、連合軍の兵たちから『おおーっ！』と歓声が沸き起こる。

　ボリスは上う手まくいったとホッと息を吐き、エフリートは勇者の顔を見つめ続けていた。




「……あいつらは一体何者なの？　見たところ外国の軍隊と魔族の混合軍みたいだけど……」

　ヘンな組み合わせね、とエイミーが首を傾かしげていた。

　魔王がため息を吐きながら答える。

「恥ずかしながら、あやつらは我が魔王四天王の一人エフリートとロシア軍との混合軍でな、クーデターを起こされ、どうも我の命を狙ねらっておるようなのだ」

　もう一度ため息を吐く魔王。

　しかし、それを聞いていた美咲の眉まゆがぴくりと動く。

「………。魔王ちゃん……あなた、命を狙われているの？」

「え？　あ、ああ、そうなのです。まったく困ったもので……」

「そう……。わかったわ、ここはわたしに任せておいて」

　そう言って、美咲は一人で連合軍の方へと向かおうとする。

「し、しかし母上殿。お一人では……」

「大丈夫よ。殺したりなんかしないから。ちょっと地じ獄ごくを見てもらうだけ」

「え？　あの、そういう意味では……って、あれ？　は、母上殿？　もしかしてなにか怒っておられるのですか？」

　魔王が焦ってそう言うと、美咲は優しい声でこう答える。

「うふっ、全然怒ってなんかいないわよ。だから一人残らず記憶にトラウマを植え付けるくらいで勘弁してあげるつもりなの」

「は、はあ……そ、そうですか……」

　何だかとんでもないことを言っている美咲に、魔王の顔は引ひき攣つっていた。

「それじゃあ、ちょっと行ってくるわね」

　そう言って美咲は連合軍の方へと飛んで行ってしまう。

　エイミーはその背中を見て、くすりと笑うと、

「よかったわね、魔王」

「え？　な、なにがだ？」

「美咲さん、どうやらあんたのことを相当気に入っているみたいよ」




　実際、美咲は飛びながらこう呟いていた。「大事なお嫁よめさん候補を殺されてたまるものですか」と。

　たった一人で飛んできた神官帽を被った女性に、連合軍の兵士たちはどよめいていた。言わずもがな、それは美咲である。

　ボリスは活を入れる。

「静まれい！　狼狽うろたえるな！」

　辺りが静かになったところで、ボリスは目の前の女性に訊たずねる。

「ふふふ、どうやら貴殿は僧そう侶りよのようですが、僧侶がたった一人で何の用ですかな？」

　ボリスの問いに、美咲はにっこりと笑って答える。

「もちろん、おいたをするあなたたちに『め！』するために来たのよ」

　そのセリフにボリスは苦笑しながら隣のドミトリーに言うのだった。

「おい、聞いたか？　『め！』だとよ」

「あはは、笑っちゃいますね！」

　同時に軍全体からも笑い声が起きていた。ボリスはその笑い声を手で抑えると、

「おい女、悪いことは言わん。さっさと引き下がるんだな。僧侶がたった一人で何が出来るというのだ？」

　ボリスは心底侮あなどった声でそう言っていた。実際、『僧侶』という職業は仲間の回復とサポートがメインであり、決して戦闘自体を得意とする職業ではない。ちなみにボリスたちは先程から戦いを見ていたわけではあるが、美咲に関してはサポート攻撃がたまたま勇者に当たっていたとしか認識していなかった。

　──そしてもちろん、それは大いなる間違いだったわけである。

　さらには次のエフリートのセリフが完全な引き金になった。

「ねえ、聞こえてなかったの？　さっさとどきなって言っているのよ、おばさん」

　その瞬間、辺りにドンッと殺気が充満する。しかも美咲が手に持っていたモーニングスターの鉄球がいきなり像三頭分くらいの大きさまで膨ふくれ上あがり、ズンッと地面にめり込んだ（美咲の持つモーニングスターは魔力を送り込むことにより、鉄球の大きさを自由に変えられる魔科学武器である）。

「……どうやら、死にたいみたいねえ」

　底冷えする声が辺りに轟とどろく。静かだが、不思議とその声は誰の耳にも届いていた。

　ボリスはこめかみから汗を一筋垂らしながら、隣のドミトリーに訊ねる。

「な、なあ。あの女、僧侶で間違いないんだよな……？」

　ドミトリーは頷く。

「は、はい、そのはずです。でも、確か二つ名が『デストロイヤー美咲』だったような……」

「おい……なんで僧侶にそんな物騒な二つ名が付くんだ？」

　ボリスの額ひたいにぶわっと汗が噴ふき出だしてくる。何かとてつもなくまずい物に手を出した気がしてきたのである。そう、まるで神の怒りにでも触れたかのような……。

　得体のしれない焦しよう燥そう感かんに駆られたボリスは、思い切って先制攻撃を仕掛けることにする。

　彼は後ろ手で合図を出した。その瞬間、美咲の頭を狙撃が襲う。

　以前、勇者や魔王を襲った特殊弾丸による狙撃が、美咲の頭部を吹き飛ばしたかに見えた。しかし、ややあってからゆっくりと後ろに逸それた頭を戻していくと、美咲の頭はまるで無傷だった。

「……今……何かしたかしら？」

『ば、ばけものだー!!』

　連合軍は恐慌に陥っていた。それはそうだ。あの魔王でさえダメージを受け額から血を流したというのに、目の前の僧侶はまるで無傷だった。しかも満面の笑顔。怖くないわけがなかった。

　──そして、美咲は象三頭分ほどの大きさのモーニングスターを「ふんっ」の一言で振り回す。美咲の意志により鎖くさりの部分が伸びていき、特大の鉄球が連合軍を襲う。

　美咲のモーニングスターは百メートルまで伸びる。つまり、半径百メートルにいた魔物や兵士たちは全員巻き込まれて吹き飛んでいた。空を飛んでいる（飛ばされたとも言う）者たちの絶叫や悲鳴が辺りを充満する。まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんだった。

　とっさにしゃがんで助かったのは、またしてもエフリートだけ。しかし半分は腰が抜けてたまたま助かったようなものだ。

　ボリスもドミトリーも今の一撃でどこかに吹っ飛んで行ってしまった。見れば草木や木々どころか岩場まで鉄球に抉えぐられた後が残っているではないか。

　美咲はモーニングスターを元のサイズに戻すと、エフリートに語り掛けてくる。

「ねえ……おばさんって誰のことかしら？　お姉さん、ちょっとわからないなぁ。教えてくれる？」

「ひ、ひぃぃ……！」

　目の前の笑顔に、エフリートはもはや失禁していた。

　実際訳あって美咲はまだ二十代なのだが、三十を目前にした彼女に向かって『おばさん』は禁句に等しい。

　そして、エフリートは今からそれを思い知ることになる。

「ねえ……あなた、覚悟はいいかしら？」

　これより十分間、エフリートの悲鳴が途絶えることはなかった。同時に逃げ出そうとする者たちの悲鳴も混じることになる。




「……本当に一体何者なのだ、あの母上殿は……」

　特大のモーニングスターで連合軍を一いち撃げき粉ふん砕さいする美咲に、魔王が驚きよう愕がくの眼差しを送っていた。

　エイミーが苦笑しながら答える。

「あー……あの人も色々あってねぇ」

「我は今、心底人類と戦わなくてよかったと思ってるぞ……」

　魔王が身震いしながらそう言っている時、勇者はというと連合軍の方に向かって合掌していた。

「すまねえ、炎の姉さん……。あんたらの犠牲は無駄にはしない」

　あっさりと見捨てるひどい勇者だった。

「なんにせよ、一番厄介なの（自分の母親）がいなくなってくれた。それだけでも十分助かるぜ。……でもあの程度の兵力じゃ、もって十分といったところか。最低でも十分以内に勝負を着けねえとな……」

　その呟きを聞いていたエイミーがふんっと鼻を鳴らす。

「随ずい分ぶんと舐なめられたものね。あたしたち三人を同時に相手にして、そもそもあんたに勝ち目なんかあるわけないでしょ」

　武道家も頷く。

「その通りです。マスター、降伏をおすすめします」

　二人の言葉に、勇者は剣を構えて、

「そんなもん、やってみなけりゃ分からねえだろ」

　彼のその姿を見て、魔王は楽しそうに笑っていた。

「やはり勇者は面白いな。我はお前のそういうところが好きだぞ」

「そりゃどうも。……とにかく時間が惜しいから、いくぜ！」

　勇者は飛び出した。それを見て魔王と武道家の二人も同時に飛び出す。

　初撃。勇者の剣と魔王の腕が交錯した後は、壮絶な近接攻撃の応酬となった。

　しかしすぐに思い知ることになる。肥大硬質化した腕を振り下ろす魔王の攻撃力と、拳こぶしや蹴りなど圧倒的な手数を繰り出してくる武道家の二人を同時に相手にしては、勇者といえど防御することしか敵かなわないことを。

「ぐぅぅぅぅ……！」

　さすがに世界有数のインファイターを二人同時に相手にしては、いくら勇者といえども不利は否いなめなかった。いや、それどころか突破口すら見当たらない。

『水よ。母なる大地を恵む水よ。濁流となって我が敵を流せ！　ハイドロプレッシャー！』

　そしてまたエイミーが絶妙なタイミングで魔法を放ってくる。

「くおっ！」

　勇者は武道家に蹴り飛ばされた反動を利用して後退すると、突如襲ってきた濁だく流りゆうに剣を突き立てる。

「ぐおお……！」

　勇者はそのまま無理矢理に濁流を切り裂いた。木の枝で岩を斬った時とは違い、完全な力技だ。

　そして、その隙をついて武道家が『ロケット縮地』で勇者の懐ふところへと入ってくる。

「し、しまっ……！」

　やられると思い身を固くした勇者だが、武道家はさらに有り得ない動きをする。くるりと勇者の体の周りを器用に回ると、あっという間に後ろを取ってしまったのである。

「ぐはっ!?」

　完全に裏を取られた形となった勇者のガラ空きの背中に武道家の肘が突き刺さっていた。

　苦痛に顔を歪ゆがめる勇者は、そのまま前方へと飛ばされる。そしてそこには魔王が待ち構えていた。ここまでが武道家の計算の内だったのだ。

　魔王は肥大化した手を合わせると、勇者を頭上から叩き付ける。不安定なガードだったために、勇者は頭にかなりのダメージをもらってしまう。

　それでも体勢を立て直し、辛かろうじて地面との激突は防いだが、彼女たちの息もつかせぬ攻撃は終わらない。

『大地よ。全てを育はぐくむ大いなる大地よ。今、我が声に耳を傾けたまえ。ロックロック！』

　エイミーだ。彼女の放った魔法が地面から効果を表し、勇者を絡め取ろうと岩や土の蔦つたが伸びてくる。

　勇者は必死にその蔦を剣で薙なぎ払はらうが、いくつかは勇者の体にダメージを与えていく。

　見れば隙を突くようにして武道家がまた懐へと入って来ようとしている。しかし勇者は冷静にそれを見極めると、

「悪いが、見えてるぜ！」

　武道家のロケット縮地に合わせるようにして勇者は剣を振るった。しかし体を捉とらえたと思った瞬間、まるで手ごたえがないことに気付く。

「それ……わたしの分身です」

「!?」

　後ろから声がしたと思った瞬間、思い切り蹴りあげられてしまう。そしてもはや防御すらさせてもらえないほどにダメージを受けたところに、魔王のとどめの一撃が腹へと埋まった。

　勇者はきりもみして吹っ飛ばされる。地面を何度かバウンドして、木にぶつかったところでようやく止まることを許されたのだった。

「かはっ！」

　勇者は吐血する。既にぼろぼろだった。まさかここまで一方的にやられるとは思っていなかった。

　彼はエイミーと武道家の力を侮ったのだ。特にエイミーは『一家に一台エイミー・フィー』と言われるほど援護能力に長たけているのである（注・勇者が勝手にそう言っているだけである）。

　分かっていたつもりだったが侮った。結果がこれである。

「はあっ、はあっ、ごほっ……」

　息をするのがやっとだった。

　三人がゆっくりと近付いてくるのを眺めながら、もう笑うしかなかった。

「はは……まさかこいつらがここまで厄介な相手だったとはね……。敵になって初めて分かったよ……」

　五十メートルほどの距離で止まると、魔王は言ってくる。

「もういい。勇者、お前はよくやった。負けを認めてくれ」

　魔王の声は心から勇者を讃たたえていた。最高の力を持つ四人を相手に決して怯ひるむこともなく、そして最後まで諦めなかったことに、彼女は尊敬の念すら抱いていた。

　魔王である自分だって四人を同時に相手にした時のことを想像すると身震いしたのに、勇者はここまでやったのだ。もう十分だと思った。

　だが、勇者は剣を地面に突き刺すと、それを支えにしながら立ち上がるのである。

「悪いが……俺はまだ負けてねえよ……」

　しかしどう見ても限界に思えた。支えにしている剣がカタカタと震えている。つまり手が震えているのだ。もうぎりぎりなのだ。

「お、おい……もういいじゃないか勇者。もうやめよう？」

「まだ負けてねえって言ってるだろ……」

「ゆ、勇者……」

　魔王はほとほと参っていた。一体何がここまで勇者を駆り立てているのだろうか？

　エイミーも必死に説得しようとする。

「勇者、もういいじゃない。あなたは本当によくやったと思うわ。あとは一言『学校に行く』と言ってくれればいいのよ？　そうすればこんな不毛な戦いは終わるわ……」

　実際、エイミーは勇者と戦うなんてこと本当はしたくなかったのだ。ほんのちょっとお灸をすえられればそれでいいはずだった。

　しかし結果、勇者は中々降参してくれず、ここまで傷つける結果になってしまった。それが心苦しかったのである。

　それなのに勇者は強がるように舌を出してくる。

「へっ、誰がそんなこと言うかよ。バーカ」

　エイミーの目尻にぐっと力が籠こもる。

「この……分からず屋！」

　エイミーは叫んだ。

　二人の間に強い風が吹き荒すさぶ。

　そして、エイミーは一度大きく息を吸い込むと、決心したように一人前へと進み、

「……分かったわ。そこまで言うなら、あたしが引導を渡してあげる」

　そう言って彼女は箒を構える。

　しかし、エイミーを阻むように前に出てきたのは武道家だ。

「申し訳ありませんが、それには賛同しかねます。マスターはもう限界です」

　武道家は珍しく感情的になっているようだった。だがエイミーはそんな武道家の横を通り過ぎると、

「あいつの心が降参しない限り、この意味のない戦いは続くわ。だったら、あたしがその心を折る。そしてそれは、あいつの幼馴染みであるあたしの役目よ」

　エイミーだって本当はこんなことしたくなかった。しかしやらなければ終わらない。そしてその役割は自分が引き受けるべきだと思った。

　その想おもいが伝わったのか、武道家はもう何も言わなかった。

「………」

　魔王も口を噤つぐんだままだった。その顔は一体何を思っているのか分からない。

　エイミーは勇者と対峙すると、

「と、いうわけよ。悪いけど容赦はしないわ」

　心が苦しい。こんな戦いさっさと終わりにしたい。彼女の瞳はそう訴えていた。

　しかし彼は笑っているではないか。

「はは。お前とは長いこと付き合いがあるが、こうしてサシでやるのは初めてだな。来いよ！　勝負だ」

　そう言って無理矢理に二本の足で立つと、勇者は剣を鞘に納めて構えた。

　その姿を見て、「バカ」とエイミーは小さく呟く。

　そしてエイミーは左手に箒を構え、詠唱を開始する。

『炎よ。力の象徴たる猛たけ々だけしき火炎よ。今ここに黄昏たそがれの巫み女こが命ず』

　エイミーの箒にマナが集まっていく。箒に集まったマナはエイミーの体内へと入り、彼女の右手の魔法陣に赤い光となって現われていた。

　同時に勇者も聖剣に力を注入し始める。エクスカリバースラッシュでエイミーの魔法を切り裂くつもりだった。

　しかし、勇者は異変に気付く。

（聖剣に……力が溜まらない……!?）

　そう、聖剣には何の輝きもなかった。本来なら激しく光を放つはずなのに。

　既に彼の力は限界を迎えていた。勇者の体はもう奥義を放てる状況ではなかったのである。

　その間にもエイミーの詠唱は止まらない。

『その赤き体は怒りの印。その熱き想いは優しさの表れ。大地は友。空は敵。汝なんじの力を以もつて、我が前に立ち塞がりし者どもに、悠久の安らぎを与えんことを！』

　エイミーの詠唱が完成間際。

　勇者はとっさに聖剣を盾にするようにして胸の前で構える。

　そして彼女は最後のワードを唱えた。

『エタニティ、フレアーッ!!』

　瞬間、エイミーの右手に展開する魔法陣から爆発の炎が飛び出る。その爆炎は連続となって勇者の方へと進んでいく。

　勇者は胸の前に構えた聖剣を媒体として防護壁を張った。今出せる全ての力をそこに込めて。

　しかし、そんなものは全く意味を成さなかった。

　爆炎は勇者を飲み込んだ瞬間、さらなる大爆発を起こす。とてつもないエネルギーの籠った赤いキノコ雲が天に聳そびえ立たつ。

　勇者の姿は激しい炎の中、完全に見えなくなっていた。

　しばらくはその場を焼き尽くすかのように炎が渦巻き、収まる気配はない。

　やがてその炎の渦うずから、ひとつの影が弾き出されるようにして出てくる。

　勇者だ。その体はぐったりしていて、意識があるのかないのかもわからない。

　彼は重力のままに落下してくる。

　そして──とすんっと、まるでゴミが地面の上に落ちるかのように転がった。

「ゆ、勇者！」

「マ、マスター……」

　魔王は思わず駆け出していた。武道家もそれに続く。

　魔王はまだ熱を持った勇者の体を抱き上げると、

「勇者！　おい勇者……！　しっかりしろ！」

　しかし勇者はぐったりしたまま動かない。

　魔王はぐっと唇に力を入れ、振り返って叫ぶ。

「おい、エイミー！　いくらなんでもこれはやりすぎだろ!?」

　魔王の瞳には涙さえ浮かんでいた。

「そうです。これはいくらなんでもあんまりだと思います。わたしは強い憤りを感じています」

　武道家もエイミーを責めた。

　しかし、エイミーは視線を逸らしながら答える。

「……大丈夫よ。勇者はそれくらいで死んだりしない。すぐに美咲さんに回復してもらえばどうということはないわ」

　エイミーは俯うつむいたまま、まるで自分に言い聞かせるようにして続ける。

「……多分、それくらいしないと勇者は立ち続けたわ。あたしにはわかる。だってずっとそいつと一緒にいたんだもの。でもこれで終わりよ。やっと終わったのよ……」

　だが、その言葉に答えたのは、他の誰でもない勇者だった。

「だ、だれが終わったって……？」

「「勇者!?」」

「マスター！」

　勇者は魔王の腕の中で呻きながら動いていた。そして魔王の腕から逃れるようにして、再びその手に聖剣を召喚する。

「せ、聖剣よ……来い……」

　健気にも聖剣は勇者の声に応こたえた。右手に収まった剣を支えにして、勇者は再び立ち上がろうとする。

「お、おい……勇者？　お、お前、なにをやっておるのだ……？」

　魔王はまだ涙の残るその顔で勇者に問いかけていた。

「……なにって……まだ終わってないって言っただろうが……。さあ、早く続きをしようぜ……」

　そう言って勇者は再び立ち上がる。全身ぼろぼろで、剣に寄りかかっているその姿は立ち上がっていることさえ不思議に思えた。

「な、なんでそこまでするのよ……」

　エイミーはその場にぺたんと尻しり餅もちをついてしまう。

「おい、勇者！　どこをどう見てももう終わりだろうが!?　もう戦いは終わりだ！」

　魔王は声を荒らげた。しかし勇者は息も絶え絶えながら、笑って言うのである。

「……どこがだ？　俺はまだ参ったって言ってないぜ……？」

「……な、なにを……」

　魔王が何も答えられずにいると、武道家が茫然とした声を出す。

「……有り得ません。わたしのエネルギー測定器によると、マスターにはもう立っている力すら残っていないはずです。いえ、意識があるのがおかしいくらいのダメージ値です」

　その言葉に魔王もエイミーも驚愕する。確かにどう見ても勇者は死に体だった。しかし、目だけが死んでいないのだ。

　魔王はその目に気け圧おされつつも、もはやこのように訊くしかなかった。

「……なあ勇者。お前、一体何を背負っているというのだ？　ただ我たちに負けたくないという理由だけではもう説明がつかん。それだけではここまで出来るはずがない。何か、もっと別の理由があるのだろう？」

　そうとしか思えなかった。勇者の意地はもはや純粋な勝負の枠を超えている。どう見ても異常だった。

　そして魔王のその問いに、勇者は掠れた声でこう答えるのである。

「……実は俺、学校に行きたくないんだ……」

　勇者の言葉に魔王は頷く。

「ああ、それはもう知っている。で、その他に一体何を背負っておるのだ？」

　勇者は再び答える。

「……俺、学校に行きたくないんだ……」

「………」

　再び発せられたその言葉に、魔王の顔が引き攣り始めていた。

　そして、彼女は恐る恐る訊いてみるのである。

「……なあ……まさかとは思うが、学校に行きたくないというだけでここまでしているんじゃないよな？」

　勇者は三度答える。

「……俺、学校行きたくないんだ……」

「おい、まじかコイツ」

　ついに魔王からつっこみの言葉が出た。

　彼女はしばらくぽかんと口を開けてから、

「お前……ここまで来るともう普通じゃないぞ？」

　それはもはや驚愕と呆あきれが入り混じった声だった。

　エイミーも肩を震わせながら、

「……あ、あんたずっと、ただあたしたちに負けたくないっていう風な雰囲気醸かもし出だしていたけど、ま、まさか、結局ただ学校に行きたくなかっただけなの……？」

　その問いに、勇者は神妙な顔で頷く。

「……ああ、そうだ」

「マジでなんなのコイツ!?」

　エイミーは叫ぶしかなかった。

「………」

　ちなみに武道家は質問すら思いつかなかったのか何も言わなかった。

　エイミーは深呼吸して気を落ち着かせると、再び眉を下げて叫ぶのである。

「なんでよ!?　ただ一言『学校に行く』って言ってくれればいいだけじゃない！　どうしてそこまでする必要があるのよ!?」

　エイミーの叫びに、魔王が口を挟む。

「エイミーの言うことはもっともだが、しかし、そもそもその一言を拒絶するためだけに勇者はここまでしているのだ。普通に考えて有り得ん。どんな拷ごう問もんを受けても決して口を割らない諜報員レベルだぞ」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

　二人してひどい言い草だったが、実際その通りだった。

「ここは一つ、それほどまで異常なほどに学校に行きたくない理由というものを、もっと深く踏み込んで訊いてみるべきなのかもしれん」

「な、なるほど。……そうね、そうするべきかもしれないわね」

　二人はそう言って頷き合った（ちなみに武道家は稼働を停止したかのように止まっている）。

「そういうわけだ。勇者、教えてくれないか？　お前がそれほどまでに学校に行きたくない理由というものを」

　勇者は意識が飛びそうなのを持ちこたえながら、逆に問いかける。

「……そもそも、お前たちはなんでそう、学校に来い、学校に来いと言い続けるんだ……」

　その問いに、魔王とエイミーの二人は顔を見合わせる。

　そしてまず魔王が答えてくる。

「我はな、お前と仲良くなるにつれて、学校にいる時にお前がいないことに違和感を覚え始めたのだ。一日の半分も過ごす学校……どうしてここに勇者がいないのだ？　ここに勇者がいれば、もっと面白く、もっと楽しくなるのに、と。最近ではそんなことばかり考えておる」

　そう言って、魔王は照れくさそうに頰を掻かいていた。

「あ、あたしだって同じよ。あたしは違うクラスだから中々会えないけど、それでも本当は……お、屋上であんたと一緒にお昼ご飯食べたり、廊下で待ち合わせして一緒に帰ったりするのが夢なんだもん……。て、照れくさくてずっと言えなかったけどさっ……」

　エイミーは耳まで真っ赤にして顔を逸らしていた。

　彼女たちの忌き憚たんない素直な言葉を聞いて、勇者はふっと笑みを浮かべる。

「……正直お前たちの気持ちは嬉しいよ。心底嬉しいよ。……だがな、学校に行く気のない者を無理矢理に連れていって、それが何になると思う……？　結局、引きこもりの気持ちがわかるのは引きこもりだけなんだよ……」

「「そ、そんな……！」」

　勇者から出た無情な言葉に、二人は顔を曇らせていた。

　勇者は首を振りながら言葉を続ける。

「……ああ、確かにお前たちと送る学校生活は楽しいだろうさ。でも……でもな」

　勇者の体がゆらりと怪しく揺れる。そして息を大きく吸い込むと、全てを吐き出すようにして叫び出すのだった。

「でもな、それを差し引いても俺にとって学校っていう場所はクソ過ぎるんだよ！　それこそクソみたいなスクールカースト制度とか！　今さらどれだけ頑張っても零点しか取れないテストとか！　バカにされるくらい高すぎる運動能力とか！　地獄のようなクラスメイトたちとのコミュニケーションとか！　エトセトラエトセトラ！　一学期の体育祭の時なんか、バスケで自軍のフリースローラインから相手ゴールにダンクを決めたら、女子から『キモ』とか言われたんだぜ!?　それから俺の渾あだ名なはしばらく『キモダンク』だった！　そもそも俺、勇者だよ!?　学校行く意味ある!?」

　そこまで言い終えた勇者は肩で息を切らしていた。

　勇者の激白に、魔王もエイミーもぽかんと口を開けることしか出来ていない。

「……他にも渾名は色々あるぞ。『がんばるくん（笑）』とか『ムッツリ聖剣』とか『お前、泳ぐ必要ねえしｗ』とか『万年ホームラン』とか『オーバーロード』とか『百八式』とか『体育ブレイカー』とか……。本気でやればそんな風に詰なじられて、だからといって手を抜けば『お前の存在価値ってなに？』と責められる。ねえ、どうしろって言うの!?　死ねっての!?」

　勇者はもう涙目だった。魔王とエイミーは気まずそうに視線を逸らすことしか出来ない。武道家はもう稼働していないか稼働していないフリをしているかのどちらかだった（実際、都合が悪くなった時に武道家がよく使う手である）。

「……ああ、他にも色々思い出してきたぞ。異常な力があるから『あいつって透視出来るらしいよ』っていう根も葉もないデマが流れて女子たちから白い目で見られたり、『あいつってあたしらに気付かれないくらいの速さで胸とか触ってるらしいよ』というデマが流れて女子たちから本気で訴えられそうになったり、『あいつと目が合ったら妊娠するらしいよ』というデマが流れて女子どころか男子すら誰も目を合わせてくれなくなったり、そもそも元から目を合わせてくれなかったり……」

　勇者は涙と共に体から暗いオーラを垂れ流し始めていた。

「……俺は許さない……席替えの時、席を十五センチ遠ざけた岡おか崎ざきさんを……！　俺は許さない……体育の着替えの時に俺だけが白ブリーフを穿はいていることをバカにした野球部の山やま下したを……！」

　勇者の気はどんどん高まっていた。さらには勇者の怒ど気きに合わせるようにして地面や大気が震え始めている。

　最初にそれに気付いたのは魔王だった。

「な、なんだ……この異常な力の高まりは……!?」

　エイミーがそれに続けて叫ぶ。

「え？　もしかして勇者なの!?」

　二人はやっと気付いた。勇者からとてつもない力が溢れ出ていることに。

「……俺は許さない……休み時間に寝ていたら次の授業が移動教室だということを誰一人として教えてくれなかったクラスメイトたちを……！　俺は許さない……林間学校の時みんなで見ていたエロ本を、俺にだけ見せてくれなかった木きの下したを……！」

　今や大気の震えがゴゴゴゴと音となって聞こえるレベルになっていた。

「信じられません。マスターの戦闘エネルギー数値がどんどん上がっていっています」

　ようやく再稼働した武道家がそのように警告する。

「なんだと!?」

「どういうことよ!?」

　焦る二人。

　しかし勇者は最後に声の限り叫ぶのだった。




「学校なんかクソ食らえだああああああああああああああああああああっ!!」




　その瞬間、勇者の体が赤く激しいオーラに包まれた。ゴウッと辺りに風が吹き荒れる。勇者から発せられる力が凄まじすぎるのだ。

　武道家は淡々と信じられないような真実を述べる。

「……有り得ません。マスターの戦闘エネルギー数値は、わたしが測定出来る上限を超えました。もはやどのくらいの力を持っているのか分かりません」

　その言葉に魔王は驚愕する。

「ば、ばかな!?　一体奴のどこにそれほどの力が残っていたというのだ……!?」

　魔王は茫然と呟いた。それはそうである。確かについさきほどまで勇者は瀕ひん死しだったはずだ。これほどの力があるはずがないのだ。

　すると武道家が再び告げるのである。

「……大変です。マスターの生命値がどんどん低下していっています」

「な、なんだと!?」

「ちょ、そ、それ、どういうことよ!?」

　武道家の言ったことの内容に二人は驚き、焦った。

　しかし、すぐに魔王が思い付いたように叫ぶ。

「はっ!?　ま、まさか……奴は自らの命を燃やしているとでも言うのか……!?」

　それに対し、エイミーが信じられないといった顔をする。

「うそでしょ!?　引きこもるためだけにそこまでする普通!?」

　彼女の叫びはもっともだった。普通、引きこもるためだけに命を賭かける者がどこにいようか？

　しばらくのあいだ、三人は茫然としながら目の前で涙を流して髪を逆立てている勇者を眺めていることしか出来なかった。

　そして、勇者がぼそりと呟く。

「……キレちまったよ……完全に」

　その目からはもう涙は流れていない。

「……何より許せないのは、恥ずかしい過去を晒さらさないと本気になれなかった自分自身だ……」

　その顔は様々なものを背負っているかのような、まさに男の顔であった。

　しかしエイミーは首をぶんぶんと横に振っている。

「いやいやいや！　なんかカッコよくまとめようとしてるけど、そんなことで命を削るとか、あんたほんとバカじゃないの!?」

　エイミーは心の底からつっこんでいた。実際エイミーからしたらたまったものではなかった。今こうしている間にも、目の前の大事な人（勇者）の命がどんどん削られていっているのだ。しかもその理由が学校に行きたくないからという、彼女からしたらふざけたような内容なのだから。本当にたまったものではなかった。

　だが、勇者はお構いなしに言うのである。

「さあ……決着を着けよう」

　そう告げると、勇者はふわりと宙へと浮いていく。

　そして地上から二百メートルほど行ったところで止まり、抜刀の構えを取る。

　一方、地上に残された三人は恐慌状態に陥っていた。

「どどど、どうする!?」

「ど、どうするったって、どうしたらいいのよ!?」

「………」

「おい、武道家！　いい加減その稼働停止したフリをするのやめんかい！」

「そうよ！　そんなことしてる場合!?」

「ピー、ガー。ホンジツハセイテンナリ」

「あたし今こいつが一番むかつくんだけど！」

　どうしようもない漫才をする二人を他よ所そに、一人冷静に戻った魔王が打診する。

「……こうなったら、もう無理矢理にでも止めるしかない。皆の者、それぞれ最大火力をあいつにぶち込むぞ」

「え？　さ、最大火力を……？　そ、それはいくらなんでも……」

「バカ、気付かぬのか!?　全力でやらねばやられるのはこっちだぞ！」

　躊躇ためらうエイミーだったが、魔王の言葉には説得力があった。エイミーは気き後おくれしながらも、やがて頷く。

「……そうね。そうかもしれないわ。わかった、あたしも覚悟を決める。今は一刻も早くあいつを止めましょう」

　魔王が武道家の方を見ると、武道家も魔王に向かって頷いたのだった。魔王も二人に向かって頷き返す。

「よし、ならば各おの々おの自分が持てる最高の攻撃を勇者に向かって撃つぞ！　我はさっきの『ブラックホールブラスター』をより力を収縮させて撃つ。二人はそれに合わせてくれ」

「わかったわ！」

「了解」

　三人はもう一度頷き合うと、空中にいる勇者と対峙した。

　魔王は空に向かって叫ぶ。

「勇者！　これが最後の攻撃だ！　いくぞ！」

　魔王の言葉に、勇者はその口元に笑みを浮かべる。

「ああ！　来い、魔王！」

　これで本当に全てが終わる。四人は誰もがそれを予感していた。

　そして最後の戦いが始まる。

　魔王は両の腕を合わせると、二本の腕を砲塔のように変形させていく。もちろん魔王は先程の奥義『ブラックホールブラスター』を放つつもりなのである。しかも今回は先程よりも力を凝ぎよう縮しゆくさせて撃つことにより、同時に大きさも小さくし力の密度を高めるつもりだった。

　魔王の隣ではエイミーが詠唱を開始している。

『世界の王。理ことわりの王。七王がひとり赤の王に呼びかけん。我が声に応えよ。今ここに黄昏の巫女が願う』

　エイミーの箒にマナが集まっていく。それと共にエイミーの右手に赤い光が魔法陣となって現われる。それは先程の炎系大魔法『エターナルフレア』の時よりもさらに濃くて赤い光だった。

　エイミーが今から放つ魔法は世界で彼女しか撃てない魔法である。オリジナルで開発した世界の根本の理に触れる魔法。

　七色の王の中の赤の王。それこそが世界の理。

　エイミーがそんな超級の魔法を唱えている横では、武道家が自分の左腕を肩の部分から外していた。

「長距離射撃モードへと移行します」

　そう言って右手の先に取り外した左腕を付けると、

「セクション再設定開始」

　ガションガションという機械音を出して腕と腕を再接続していく。

「システムエラーなし。オールグリーン」

　そしてそれは一本の砲塔となる。長距離射撃用の砲塔だった。

　武道家はその場にしゃがむと、長距離射撃用の砲塔と化した右手を勇者に向かって狙いを付ける。その姿はまるでスナイパーのようである。

「融ゆう合ごう炉ろ再稼働。エネルギーチャージ開始。Ｂモードに関わる全てのコードをアンロック。ハイメガジャグリングカノン発射十秒前。八、七、六……」

　キュィィィン……！　武道家の長距離砲身と化した右腕にとてつもないエネルギーが溜まっていく。砲身の先に淡い光が集まるようにして……。

　さらには放熱板の代わりとなる白いツインテールの髪が光り輝いていた。髪から熱を放出しているのだ。




　一方、勇者は聖剣に力の全てを注いでいた。勇者の怒りを表すように、聖剣の鞘から漏れる光は赤く激しい光だ。

　その力は先程の時とは比べ物にならないくらいに高まっていく。聖剣は今や真っ赤な嵐のような状態になっていた。




　──そして、それぞれの力は今、最さい高こう潮ちようを迎える。

「かぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　魔王の体が黒い光に包まれていた。触れただけでそのまま飲み込まれてしまいそうなほどの深い闇の黒。




『炎はしもべ。血は肥やし。赤き海はまことの姿。紅くれないの空は汝の時間。その偉大なる名に我は誓わん。汝の心を踏みにじる全ての無知なる者どもに、永久の静寂を与えんことを！』

　エイミーの詠唱は完成した。彼女の手には全ての赤を飲み込むほどの真紅の魔法陣が展開していた。




「五、四、三、二、……」

　武道家の右手の砲身は凄まじい熱を籠らせていた。周囲の景色が揺らぐほどに。




　ここに全ての準備が整った。




「行くぞ！」

　魔王の合図にエイミーと武道家は頷く。

　そして──

「ブラックホールブラスタアアアアアアアアアアァァァァァッ!!」

　魔王の腕から黒い光が解き放たれた。黒い光は直径十メートルほどの玉となって、勇者に向かって真っすぐに飛んで行く。その力は先程よりもぎゅっと凝縮されていた。




『クリムゾンインパクトッ!!』

　エイミーの最終キーとともに真紅の魔法陣から飛び出したのは、真っ赤な雷のフェニックスだ。しかしそれはただの雷ではない。この世の理を超えた真っ赤な雷とそれを纏まとったフェニックス。それが勇者へと向かって飛んでいく。




「ハイメガジャグリングカノン、ディスチャージッ!!」

　ドウッ!!　この世の技術の粋を結集した魔科学兵器が咆ほう哮こうを上げる。

　反動で吹き飛ばされないように懸命に踏ん張る武道家の右腕から放たれたのは、まさにエネルギーの塊だ。砲身の先からいっぱいに広がったエネルギービームは空を切り裂き勇者に向かって進んでいく。




　真っ赤な雷のフェニックスとエネルギービームはブラックホールブラスターに取り込まれると、黒い球は二つの力と合わさって一つの姿となる。黒い球はエネルギービームの輪を周囲に形成し、そして赤い雷の翼を纏って勇者へと突っ込んで行く。

　その姿は歪いびつながら美しかった。

　そして、恐ろしいほどの力を有していた。




「うおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　それほどの力が籠った黒い球体に向かって、勇者は何故か抜刀することなく体ごと突っ込んで行く。

「「「!?」」」

　三人は目を見開いた。それはそうだ。彼女たちには勇者が自殺行為をしているようにしか見えなかった。

　しかし勇者は異形と化した黒い球に向かって、直に剣を斬りつけたのである。

「エクスカリバースラッシュ・二に式しきぃッ!!」

　聖剣の鞘から赤い光が解き放たれる。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　勇者の赤く輝く聖剣は異形の黒い球を斬りつけていた。

　魔王たち三人は驚愕する。

「あ、あいつ、直接……!?」

「な、何て奴だ……！　土ど壇たん場ばで奥義を進化させおった！」

「有り得ません……」

　口々に茫然と言葉を吐き出す三人。

　今、状況は完全に拮抗していた。驚くべきことに、世界最高峰の力を持つ魔王、魔法使い、武道家──それぞれの最高の一撃を、勇者がただひとりで押さえ付けているのである。

「ぐうううおおおおおおおおおっ!!」

　勇者は異形の黒い球を切り裂こうと必死に力を入れる。

　だが、三人とてそう易々とやられるわけにはいかなかった。

「皆の者、ふんばれいっ!!」

「くぅぅ……！　ま、まけるかぁ！」

「最低限の機能を維持する以外の全てのエネルギーを、砲塔に集中」

　三人は一層力を込めた。魔王の腕はさらに肥大化し、エイミーの真紅の魔法陣が一層輝きを増し、武道家のエネルギービームが太さを増す。

　三人に呼応するようにして、黒い異形の玉はさらに力を増大させた。

　その有り得ない力の拮抗に、凄まじい力の振動が大気を震わす。

　辺りの地面は割れ、風は吹き荒れ、空は切り裂かれていく。

　しばらく双方の力は互角だった。

　だが、徐々にその拮抗が崩れ始める。

　三人が一層の力を込めたことがきっかけとなり、少しずつ勇者が押され始めたのだ。

「く、ああぁぁぁぁ……！」

　勇者の表情が苦しそうに歪む。少しずつ、少しずつ押されるスピードが上がっていく。

　それを見て、魔王が声を上げて呼びかける。

「これでもう本当の本当にお終いだ！　勇者！　もうお前に勝ち目はない！　学校に来ると言え！」

　エイミーもそれに続けて叫ぶ。

「そうよ！　あんたの負けよ！　あんたはやっぱり学校に来るべきなのよ！」

　武道家が懇こん願がんするように、

「マスター、お願いです。どうか降参してください」

　三人のその声は勇者に届いていた。

　しかし勇者はぴくりと眉を動かすと、

「……学校に来い、だと……？　過去、その言葉でどれだけの引きこもりたちが凄せい惨さんな目に会って来たか……」

　苦虫を嚙かみ潰したような声でそう呟いた。

「……ろくな対策もないままに無責任な言葉で学校に連れて行かれ、そしてまた学校に失望し、再び引きこもりとなる。繰り返される現実……」

　勇者の目に光が灯る。

「ここでまた俺が屈してしまえば、これから先、未来永えい劫ごうに引きこもりたちの悲しき輪舞曲ロンドは終わらない……！」

　勇者は握る剣の柄つかに力を込める。

「だから俺は負けない！　負けてたまるかぁぁぁぁぁぁあああああっ！」

　勇者を包む赤いオーラがさらに大きくなり、押されていた状況は再び拮抗する。

「な、なに!?　また力が上がっただと!?」

「あいつ、マジでなんなの!?」

「……理解不能」

　三人は目を見開く。特にエイミーは心の底から叫んでいた。

　しかしそれでも拮抗している状況に変わりはない。

　徐々に勇者の顔に焦りが出始める。

（こ、このままでは……！）

　このままではいずれ先に力尽きる。もう自分に残された力（生命力）は残り少ない。

　そう思った勇者は、腕が燃え尽きてもいい覚悟で、聖剣を握る右手にフルパワーを注ぎ込み──

　それまで右手を支えていた左手を外すと、その左手を天に掲げ、最後にありったけの力で叫ぶ。

「全国の引きこもりたちよ……俺に力を貸してくれ!!」

　勇者のその叫びは、強い魔力を帯びていた。

　その魔力の籠った声を、風の精霊──勇者の哀かなしきマナに引き寄せられた、風の元素を司つかさどる妖よう精せいたちが日本各地へと送る。

　日本に住む引きこもりたちはハッとする。今、誰かに呼ばれた気がした……。誰かが自分を必要としていると感じたのだ。

　全国の引きこもりたちは、まるで導かれるようにして窓の外へと手をかざした。

　その手から青い光の玉がふわりと飛び上がる。

　そしてその青い光の玉は、いずこかへと飛んでいく。

　今、空には無数の青い球が満ち溢れている。

　それらは全て同じ方向へと飛んで行っていた。

　──そう、勇者の元へと！












　天に掲げた左手から光の玉を受け取った勇者の体は明るく光り輝いていた。勇者の体を覆っていた赤いオーラは、少しずつその色を青色へと変えていく。

　それは幻想的な光景ですらあった。

　しかし、やはり三人にとっては意味不明だった。

「ねえ、なんなのあれ!?　一体なにが起きてるの!?」

「そんなこと我が知るか！　おい、武道家！　なんとか解析できんのか!?」

「ボフンッ、ボフンッ」

「い、いかん!?　理解を超えまくったせいか武道家がオーバーヒートを起こしてるぞ!?」

　そんな風に恐慌を起こしている三人を他所に、勇者は明めい鏡きよう止し水すいの境地へと至っていた。

「温かい……これが全国の引きこもりたちの想い……」

　青い光は優しく勇者を包み込んでいた。

「……そう、これは怨おん念ねんなんかじゃない……。ただ学校に行きたくないという純粋な願い……」

　青い光はだんだんと剣の方へと集まっていく。

「……みんな、ありがとう……。君たちの想い、確かに受け取ったよ……！」

　勇者の瞳に涙が溢れる。

　魔王とエイミーの二人は呆気に取られることしか出来ていない。

「あたしもう、意味分かんない……」

「うん。我も」

　ちなみに武道家は頭から煙を上げつつ、ただビームを撃っているだけの状態である。

　今や、青い光は全て聖剣の刀身に集まっていた。

　そして──勇者は全ての力を籠めて、一閃する！




「……これが……これこそがみんなの想いが詰まった……エクスカリバースラッシュを超えたエクスカリバースラッシュ──ラグナロクスラッシュだあああああああああああああああッ!!」




　ズンッ！　勇者は聖剣を振り切った。

　その瞬間──全てが切り裂かれる。

　黒い球も、黒い球に纏わり付いていたエネルギービームも、赤い稲いな妻ずまの羽も。




　──そして空間さえも。




　世界は白に包まれた。

　魔王は強大な力の奔ほん流りゆうに流されながらも、なんとか意識を保とうとする。

　眩しくて目を開けていられず、自分がどうなったのか、どうなっているのかも分からなかった。

　どのくらいそうしていただろうか。

　魔王は気付いた。自分がいつの間にか、どこかに倒れていることに。

　目を開けて真っ先に見えたものは、辺りが真っ白な世界であること。

　そして目が慣れて行くうちに、目の前に勇者の剣が付きつけられていることに気が付く。

　世界には何故か勇者と魔王の二人しかいなかった。

　ゆっくりと視線を上げていくと、そこには勇者の顔があった。

　──彼は言った。

「魔王……俺の勝ちだ」

　その顔は笑っていた。屈託なく笑っていた。

　世界に音はなかった。だから勇者の声はしっかりと魔王の耳に届いていた。

　魔王は大きく息を吸い込むと、長い、長い息を吐いて答えるのである。

「……ああ。我の負けだな」

　ここまでくると、もう認めるしかなかった。いや、完敗と言ってもいいだろう。

　勇者が剣を鞘に納める姿を見ながら、

「まったく……大した奴だよ、お前は」

「ふっ。だろ？」

　その返しに、魔王はぽかんとしてしまう。

　ややあってから魔王は苦笑した。

「本当に、お前と言う奴は……」

　しかしその顔はどこか嬉しそうでもあった。

　勇者は魔王の手を取って、彼女を引っ張り上げながら言うのである。

「魔王、ありがとな」

　いきなりの言葉に目をぱちくりさせる魔王に向かって、勇者は言葉を続ける。

「もしかしたら俺、お前の言っていた通り『魔王』と戦えなかったことに悔いがあったのかもしれない。今、本当に胸の中が晴れやかなんだ」

　そう言う勇者の顔は、本当に憑つき物ものが落ちたかのような顔をしていた。

　それを見て、魔王は優しく笑う。

「……そうか。なら、良かったよ」

　そう言って微笑む彼女の美しい顔に、勇者は自然と目が離せないでいた。

　しばらくの間、ずっとそうして二人で見つめ合っていた。

　どのくらいの間そうしていただろうか？　ふと、その白い世界に歪みが生まれ始める。まるでひび割れるような、ぴしぴしという音が世界に響いていた。

「どうやら世界が元に戻るようだな」

「ああ」

　魔王の言葉に勇者は頷いた。

　そこで魔王が悪戯いたずらっぽく言うのである。

「残念だな～。もう少しお前と二人っきりというのも悪くなかったのだけどな～」

　ちらちらと勇者の顔を窺うかがいながら言った彼女のその表情は、いったいどのような答えを期待しているのだろうか？

　しかし、勇者は嘆たん息そくしながら返す。

「ぬかせよ。どうせお前、また俺の部屋に入り浸るつもりだろうが？」

「バレたか」

　魔王はぺろっと舌を出していた。そして、

「ま、ならばもう、この世界はいいか」

「ああ、そうだな」

　そう言って、二人して小さな笑みを浮かべて見つめ合いながら、この二人だけの世界の最後の時を迎えた。

　白い世界に色と音が戻り始める。

　二人は二人の時を惜しむように、最後まで見つめ合っていた。




　そして、世界は元に戻る。




　そこは勇者のラグナロクスラッシュが放たれた後の世界だった。

　勇者が切り裂いたものは、目の前にあったほぼ全てのものだ。

　無傷だったものは勇者の後ろ側にあったものと、魔王、エイミー、武道家の三人だけ。

　勇者は奥義を放ちながらも三人だけは傷つけなかったのだ。しかし、三人の後ろにあったものは全部なくなっている。なにもかも……。

　魔王と勇者以外の二人は気を失っているようだったが、しかし、すぐにぞもぞと動き始める。

　そして、まずはエイミーが頭を押さえながら起き上がり、ぼぅっとした声で呟く。

「う……ん。……あれ？　どうなったの……？」

　そう言いつつも、その目に勇者と魔王が笑い合っている姿が映ると、エイミーは全てを察した。

「……そっか。負けたのね……あたしたち……」

　エイミーはそう言って、柔らかな息を吐いた。

　続いて武道家も起き上がると、言うのである。

「さすがマイマスターです」

　その声は何故か誇ほこらしげだった。

　二人に向かって勇者は実に晴れやかな顔を見せていた。

　そして、ゆっくりと三人の姿を順番に見つめながら、

「俺は幸せ者だよ……ありがとな、三人とも」

　それだけ言って、勇者は意識を手放したのだった。




　魔王は慌てて勇者を抱きとめる。地面に落ちるぎりぎりだったがなんとか間に合った。勇者は魔王に寄りかかるようにして、彼女の胸の中で目を閉じていた。

「ふぅ。まったく……無茶しおって。ようやく倒れてくれたか」

　魔王はそう言いながらも、優しげに胸元で眠る勇者の顔を見下ろしていた。

（ず、ずるいぃぃ……！）

　それを見てエイミーは羨うらやましそうに歯ぎしりしていた。ポジションチェンジを希望したかった。でも言えない。それがエイミー・フィーという少女だった。

　しかしふと、エイミーは後ろの光景に気付くと、茫然と声を上げる。

「な、なにこれ……？」

　彼女がそんな声を上げるのは無理もない。何故ならそこにあったはずの山が全て消し飛んでいたからである。見える限りまっさらになった土地が広がっているだけだった。

「ここが山で幸いでした。動物たちはあらかじめ逃げていましたし、消えたのは山だけで済みました」

　淡々と説明してくる武道家の言葉に、エイミーは安あん堵どの息を吐いていた。

「山が消えて喜ぶのもどうかと思うけど、消えたのが山だけで良かった……」

　心底そう言うしかなかった。もし近くに町があったらと思うとゾッとする話だった。

「あらあら、これは修復に時間がかかりそうねえ」

「美咲さん！」

　気付けば美咲がすぐ近くまで来ていた。

　何故かチラチラとエイミーの体に視線を這はわせてくる美咲に向かって、彼女は訊く。

「魔物と軍隊の連合軍はどうなったんですか？」

「うふっ、みんな仲良くおねんね中よ」

　エイミーが確認すると、向こうの方で軍人と魔族がそこかしこにゴミのように転がっていた。誰も死んではいないようだが、みんなぴくりとも動かない。

　エイミーが軽く引いている中、美咲は魔王の胸で眠る勇者に優しげな視線を送ると、

「まさか学校に行きたくないという理由だけでここまでやるなんてねえ。母として、褒めていいのか怒ったらいいのかもう分からなくなっちゃったわ。うふふ」

「いや、出来れば怒ってくださいよ……」

「まあまあ、エイミーちゃん。抑えて抑えて」

「は、はあ……」

　エイミーはもう何も言えなかった。

　そこで美咲は安らかな表情で眠る勇者と、それを見守るようにして優しく抱きとめている魔王へと視線を戻すと、

「それにしても、勇者ったら幸せそうな顔で眠っているわねえ。よっぽど魔王ちゃんのお胸が気持ちいいのね」

　魔王は頷く。

「そうですね。我のお胸で気持ちよく眠って……ん？　………んんん!?」

　魔王はそこでようやくおかしなことに気付いた。

　何がおかしいかというと、魔王は素すっ裸ぱだかだった。

　つまり、勇者は魔王の胸の谷間に直じかに埋もれて眠っているのである。

　魔王の顔が羞しゆう恥ちに染まっていく。

「え……？　な、なんで我、裸なの……？」












　魔王は自分が裸で勇者を抱いている現状に、どうしてこうなっているのか理解出来なかった。

　後ろでは同じく裸のエイミーが、自らの裸体を隠すようにしてとっさにその場にしゃがみ込む。

「ちょ、ちょっとぉ!?　あたしたちどうして裸なわけぇ!?」

　エイミーの悲鳴に近い叫びに、武道家が素っ裸で立ち尽くしたまま淡々と告げる。

「どうやらマスターのせいのようですね」

「「はああっ!?」」

「先程のマスターの最後の一撃は、わたしたち以外の全てを切り裂いたようです。つまり、わたしたちの衣服も全部切り裂かれたのです」

「「な……!?」」

　淡々と述べられた武道家の説明に、エイミーと魔王は言葉を失う。

　そしてエイミーはふと思った。あれ、待てよ？　確かさっき勇者は……

　エイミーは真っ赤な顔で勇者を睨みつけると、

「……ねえ……さっきこいつ、気絶する寸前あたしたちの裸を眺めまわしてから気絶しなかった……？」

「え……？」

　魔王も真っ赤な顔で考えてみる。確かにさっき勇者はゆっくりと三人の姿を眺めてから気絶していたような……？　しかも「俺は幸せ者だよ」とか言ってお礼まで述べていなかっただろうか？　あれは一体どういう意味だったのか……？

　魔王の顔が一層赤く染まっていく。胸元で眠る勇者を睨みつけながら。

　魔王の腕が肥大硬質化していき、同時にエイミーの手にも魔力が溜まり始めていた。

「こ……こここ、このエロ勇者──────────────ッ!!」

　まずは魔王の肥大化した腕のパンチが勇者を叩き上げ、すかさずそこをエイミーが襲い掛かる。

「記憶消去！　消去消去消去消去消去───────ッ!!」

　エイミーの魔力パンチが勇者の顔を乱打していた。

　魔王とエイミーの二人にタコ殴りにされる勇者を見て、美咲は慌てて止めに入る。

「あらあら、魔王ちゃん、エイミーちゃん、もうその辺にしといてくれる？　それ以上やったら勇者、本当に死んじゃうから。あ、あの、魔王ちゃん？　エイミーちゃん？」

　おろおろと止めに入る美咲の後ろでは、武道家が素っ裸で立ち尽くしながら呟いていた。

「公衆の面前にわたしの貧乳を晒してしまいました。死にたい……」

　もういっそのこと本当に自爆スイッチを押してしまおうかどうしようか、と本気で悩む武道家だった。

　そしてボコボコに腫れ上がった顔の勇者だが、何故かとても晴れやかな表情をしていたという。




　こうして人知れず行われた世界頂上決戦は下ネタで幕を閉じることになったのだった。




　──ちなみに美咲一人に壊滅させられたロシア軍特殊部隊と魔物の連合軍はというと、一応は勇者の後ろ側にいたためにラグナロクスラッシュの影響は免まぬがれていた。しかし見るも無残に壊滅させられており、死し屍し累るい々るいとした状態でそこらに転がっていた。

　その転がっている中の一人のドミトリーが、隣に倒れているボリスに向かって言う。

「た、大佐……もうあの人たちに手を出すのはやめませんか……？」

「き、奇遇だな……わたしもそう考えていた……」

　ボリスとドミトリーはそう言い合って気を失い、その横でエフリートが虚うつろな瞳で「お姉さますいませんでしたお姉さますいませんでした」と譫うわ言ごとのように呟き続けていた。
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十二月十一日　月曜日　午後二時三十一分（日本標準時）

日本　東とう京きよう都と八はち王おう子じ市し高たか尾お山さん東部　和モダン三階建一軒家〈二階・勇ゆう者しやの部屋〉






　あの戦いの後、勇者は丸一日寝ていた。ある程度の傷や体力は美み咲さきに回復してもらったものの、勇者は精神力や生命力というものを酷こく使しし過ぎたのだ。

　しかしながら、全快とまではいかないまでも、たった一日で目覚めてしまうあたりはさすが勇者と言うべきだろう。

　前述の通り体は全快していない。しかし勇者は悪くない気分だった。

　何な故ぜなら自分は自らの手で自由を勝ち取ったのだから。

　彼はまだ目覚めて十分も経っていないというのに、ベッドの上でポテチとマンガを広げながら、片手でコーラを一気飲みする。

「ぷはーっ！　これこれ！　これこそが引きこもりのルーチンワークだよなあ！」

　勝利のコーラの味はとても美う味まかった。何より、この味は自分の手で勝ち取ったのだから。

「やっぱ俺にはあんな殺伐とした戦いよりも、こうやってまったりしている方が性に合ってるんだよなー」

　それはとても勇者のセリフだとは思えなかった。しかし彼はこれでも本当に勇者なのである。噓うそのようだがこれでも聖剣に選ばれた真の勇者……のはずなのだ。

「コーラが美味い！　ポテチも美味い！　そしてだらだらマンガを読み放題！　言うことないね！」

　勇者はご満まん悦えつだった。

「……そう、ただ一つを除いて、な」

　彼は意味ありげにそう述べると、ちらりと視線を横にやる。するとそこには当然のようにソファーに座り、勝手にゲームをやっている魔ま王おうの姿があった。しかもよく見ると勇者のＴシャツまで無断で着ているではないか。

「………」

　勇者が黙って見つめていると、魔王が気付いたように見返してくる。

「お、なんだ？　我われの顔に何かついているか？」

「………いや、なにもついてないよ」

「？　それじゃあ一体なんで我の顔を見ているのだ？」

「………あのさ……お前そこで何してるの？」

「見て分からんか？　テレビゲームをしておる」

　いつぞやも同じやり取りをしたなと思いながらも、勇者はうんざりしたように叫ぶ。

「そんなことは分かってんだよ！　だからどうしてお前が当然のように俺の部屋でゲームしてるのかって訊きいてるんだよ!?」

　すると魔王は、

「なにを言っておる。勝負の条件を忘れたのか？」

「条件？」

「ああ、そうだ。あの勝負にお前が勝った場合、我に引きこもりになれと言ったのはお前ではないか？　だから我は約束通りこうして引きこもりをしておるのだ」

「あ、そうか。そう言えばそうだったな。なら、これでいいのか」

「ふむ。これでよいのだ」

　そう言って二人はお互いに納得し、魔王はゲームに戻り、勇者はごろんと横になって再びマンガを読み始めた。

　しかしすぐに勇者はがばりと起き上がると、

「いやいやいや、全然よくないよ!?　だからなんでお前は当然のように俺の部屋で引きこもってんの!?　おかしいよね!?」

　魔王は首を傾かしげる。

「？　なにがおかしいのだ？」

「てめえはてめえの家に引きこもれって言ってんだよ！　そんくらい分かってくれよ頼むから！」

　病み上がりのせいか勇者は肩でぜいぜいと息を切らしていた。魔王は優しく勇者の背中を擦さすると、

「ほら、少し落ち着けって。大きく息を吸って～、吐いて～」

「すー、はー……。ありがと魔王。大分落ち着いたよ。いやあ、魔王は気きが利きくなぁ……って、だからお前のせいなんだってば！」

「ひええ、そ、そんなこと言われたって～……。そ、そもそも、なんで我はお前の部屋に引きこもったらダメなのだ？」

「なんでもなにも当たり前だろうが!?　逆に訊くけど普通誰が他人の家で引きこもろうなんて考える!?　お前くらいだぞ！」

「おお、史上初か」

「喜ぶところじゃないからね!?　頼むから話を聞いてくれませんかねえ！」

　勇者は頭を抱えていた。そんな勇者に魔王は上目づかいで言ってくる。

「だってさー、引きこもりって部屋から出ちゃダメなルールなんだろ？　ということは、自分の城に引きこもったら、もうお前に会えないじゃないか。そんなのは寂しいだろー……」

　拗すねたような魔王の言い方に、さすがの勇者も勢いを削がれてしまう。

「う、い、いや、まあ、それはそうかもしれないけど……。だ、だけどなあ、引きこもりって言うのは一人で引きこもるからこそ引きこもりなのであって……」

　と言いつつも、どんどん唇を尖とがらせていく魔王に勇者の言葉は尻すぼみになっていく。

　しかしここで勇者は「まあいいか」とも言えなかった。彼は何よりも自分だけの時間が大好きなのだ。それこそが引きこもりの真しん骨こつ頂ちようだとすら思っている。二人で引きこもりなんて絶対に有り得ない。むしろそれって単なる同どう棲せいじゃんとすら思ってしまう。

　だけどそれと同時に、魔王が主張していることも一部正しいことを認めざるを得なかった。即すなわち、まったく会えなくなるというのは寂しい、ということ。実のところそれは勇者も同じだった。

　だとすればどうすればいいのか？

『引きこもりニスト』の第一人者として、魔王がこの部屋で引きこもることは認められない。でも、やっぱりまったく会えなくなるというのは寂さびしい。

「………」

　そして勇者は考えるのが面倒くさくなった。

「……取りあえずこの話は一旦保留にして、ゲームでもするか。協力プレイしようぜ」

「ふむ、よかろう」

　目の前の問題よりも目先のゲームを優先する引きこもり。それが勇者だった。

　魔王は魔王で何も考えず頷うなずいてしまうあたり、さすが魔王といった感じだろう。

　そんなわけで、二人仲良くソファーに並んで協力プレイが始まる。

　魔王がやっていたゲームは『戦国乱世無双』というアクションゲームだった。

『戦国乱世無双』は自分の操る武将を一人選んで、ただひたすら敵兵を斬きりまくるシンプルなゲームだ。

　魔王は『明あけ智ち光みつ秀ひで』を操って『本ほん能のう寺じの変へんステージ』で遊んでいるところだった。

　勇者は適当に『伊だ達て政まさ宗むね』を選択すると、本能寺の変ステージに明智光秀の助っ人として参戦する。

　ゲームが始まると、魔王の『明智光秀』と勇者の『伊達政宗』はばったばったと敵兵を斬り倒していく。

「お、我の必殺技ゲージが溜たまったぞ。勇者、協きよう力りよく奥おう義ぎ放とうぜ～」

「おう」

　そうやって二人で協力したりして実に楽しそうだった。以前の対戦格闘ゲームの時とはまるで雰ふん囲い気きが違う。

「魔王、俺が蘭らん丸まる倒すまで総大将の信のぶ長ながを倒すのは待ってくれ」

「あいあい」

　たまにポテチを摘つまみながら、本能寺の変ステージがまったりと終わったところで、勇者は思い出したように魔王に向かって忠告する。

「あ、そうだ。俺思ったんだけどさ、こんなところあいつに見られたら絶対なんか言ってくるぞ。あいつこういうことにうるさいからなぁ」

「？　あいつって？」

「あいつはあいつだよ。……ほら、噂うわさをすれば来たぞ」

　勇者の言葉とともに、階下から誰かが勢いよく階段を上がってくる音が響いてくる。

　そして──ばんっ！　と扉が思い切り開け放たれた。

「あー!?　やっぱりここにいた！」

　エイミーだった。

　勇者はちらっと振り返ってから、面倒くさそうに隣の魔王に向かって口を開く。

「ほら、お前にお客さんだぞ」

「え？　なんで我なのだ？」

「お前、聞いてなかったのかよ？　あいつは今『やっぱりここにいた』と言っただろう？　ということは、それは元々この部屋にいるのが当たり前の俺に向かって放たれた言葉とするのはあまりにも不自然だ。つまり、本来ここにいるはずのないお前に向かって放たれた言葉と推測することが出来る。真実はいつもひとつ！」

「おおー。勇者、まるで名探偵のようだぞ」

「ああ。ちょっと意識してみた」

「いいからあんたたち二人ともこっち向けってのよ！」

　エイミーはキレた。二人は面倒くさそうに振り返ると、

「なんだよエイミー。俺たち今から天てん王のう山ざんステージやらなきゃいけないから忙しいんだけど」

「そうだぞ。光秀の運命がかかった大事な戦いなのだ」

「光秀の運命なんか知るかってのよ！　とにかく一旦コントローラーを置けっ！」

　言われた通り二人は渋々コントローラーを床に置いた。

　するとエイミーは問いかけてくる。

「……まず魔王。あんた学校休んでこんなところで何をしているのかしら？」

「見て分からんか？　ゲームをしておる」

「そんなことは見ればわかるわよ！　あんたあたしをバカにしてるわけ!?　そうじゃなくて、どうして学校を休んでここでゲームをしているのかと訊いてるのよ！　そんくらいわかれこのクソ魔王！」

「ほーら、怒られた」

「うう……あいつ、勇者より言い方が厳しいな……」

「いいからとっとと答えろっての！　いい加減あたしだって叫び疲れてきたわよ!?」

　ぜいぜいと息を切らすエイミーがなんだか哀あわれに思えてきたので、とりあえず魔王は答えることにした。

「実はな、昨日の勝負のことだが、我が勝ったら勇者が学校に来る約束だったけど、逆に負けた場合は我が引きこもりになる約束になっていたのだ」

「え、なにそれ!?　初耳なんだけど!?」

　エイミーは勇者と魔王の間で取り交わされた約束を知らなかった。厳げん密みつには勇者が勝った場合の条件を知らなかったのだ。

「実はそういう約束だったのだ。我は魔王として一度言ったことの責任は取らなければならない。即ち、引きこもりをやると言ったからには引きこもりをやらなければならない。だからこそ、こうして勇者の部屋で引きこもりをしておるのだ」

「そ、そうだったんだ……」

　と、納得しかけたエイミーだったが、すぐにおかしなことに気付いた。

「って、ちょっと待ちなさいよ！　だからってなんで魔王が勇者の部屋で引きこもってんのよ!?　おかしいわよね!?」

　その通りだった。しかし、

「もー、またその質問かよ。別にいいであろうが？」

「ダメに決まってんでしょうが！　というかなんであんたの方がちょっとキレ気味なのよ!?」

　このままでは埒らちが明かないと思ったエイミーは、そこで息を吸って一旦気を落ち着かせると、頑張ってなるべく優しく魔王を諭さとしにかかる。

「本当はさ、どこの世界に他人の家で引きこもりをするバカがいるのよとか色々言いたいことはあるけど、それは全部一旦置いておくわね。……ねえ、魔王。考えてみて？　こいつは昨日、人の裸をじろじろと見てきたようなエッチな奴なのよ？　そんな奴と一緒に居たら身の危険を感じるでしょう？」

　しかし魔王は首を横に振る。

「あれはたまたま技を食らって脱げてしまったところを見られただけだ。勇者はそんな姑息な手を使ってまで我の裸を見ようなどとはせんよ。なあ勇者？」

「お、おう……」

「めちゃくちゃ目を逸そらしながら答えてるじゃないのよ!?」

　はぁはぁと息を切らすエイミーに向かって、勇者が気け怠だるげな声を出す。

「あー、俺なんかめんどくさくなってきたわ。俺マンガ読んでるから、後は適当に話し合って決めといて」

　そう言ってごろんとベッドの上に横になる勇者を見て、エイミーの肩は震えていた。

「こ、この男は～……！」

　孤軍奮闘するエイミーはなんだか泣きたい気分になってきた。

「と、とにかく！　こんなのダメよ！　不ふ潔けつよ！」

　エイミーは叫んだ。すると魔王は、

「わかった。毎日部屋を掃そう除じして風呂にもちゃんと入ることを約束する」

「そういう意味じゃありませんけどぉ!?」

「歯も磨みがく」

「話が通じねえ！」

　エイミーはもうこのままじゃ魔王を説得することなど無理だと感じた。もはや未知の手ごわさだった。

　だからエイミーは最終手段を取ることにする。

「……魔王。勝負よ」

「勝負？」

「そうよ！　あたしと戦って、あたしが勝ったらここから出て行きなさい！　その代わりあんたが勝ったら好きにすればいいわ」

　魔王は喜んでその提案に乗っかることにした。

「おお、本当か!?　やるやる！　やるぞ！」

　しかしエイミーの瞳は燃えていた。

「命を懸かけてもここから追い出してやる！」

「ふっ。ならば我は命を懸けてこの場に居座るのみ」

　そう言い合って、二人は部屋から出て行ってしまう。

　勇者はポテチを摘むと、

「昨日あれだけ戦ったばかりなのに、元気な奴らだなー」

　パリパリと音を響かせながら、完全に他人事だった。




　そうやって家の外で始まったキャットファイトだったが、何故か魔王の方に味方した美咲のせいで試合はあっと言う間に魔王の勝利に終わってしまう。

　遂には本当に泣き出してしまうエイミーの耳元に、美咲はこのように囁きかける。

「あらあら、泣かないでエイミーちゃん。あ、そうだ。なんだったらエイミーちゃんも勇者の部屋に泊まればいいじゃない？　うふっ。わたしはね、ハーレムエンド、反対じゃないのよ？」

　美咲の目は『お嫁よめさん候補逃のがさない』という捕食者の目をしていた。

　結局、エイミーは耳まで真っ赤にしてどこかへと去って行ってしまった。




　勝負に勝った魔王は勇者の部屋へと帰ってくると、

「お待たせ勇者！　さあ、ゲームの続きをやろう！」

「お、早かったな。んじゃ、やるか」

　二人は再びコントローラーを握り、テレビの前に仲良く座り込んだのだった。




　こうして今日、学級委員長魔王は引きこもり魔王へとクラスチェンジを遂げた。

　勇者の引きこもりから端たんを発はつした争いが、一ひと先まずは幕を閉じたのである。

　しかし彼らは知らない。こんなものは彼らの物語のまだほんの序章にしか過ぎないことを……。




　美咲は胸の谷間から携帯電話を取り出すと、いずこかへと電話をかけ始める。

「──ああ、わたしです。──ええ、予定とはだいぶ異なりましたが第三次勇者育成計画第一プロセスの完了、並びに勇者と魔王を近付けることに成功いたしました。──はい、他のメンバーに関しましても早急に。では──」

　電話を切ると、美咲は実に楽しそうな笑みを浮かべ、

「ふふ。さて……と。今日のおやつは魔王ちゃんが好きなアップルパイでも焼いてあげようかしらね」

　そう言って鼻歌を口ずさみながら家の中へと戻って行った。




　そして余談ではあるが、武道家は今日も元気に路地裏で不良たちのヘッドをしている。
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　いいですか？　もっともらしいことを書いていきますよ？




　まずはこの本を手に取ってくださったあなた様へ。

　本当に、本当にありがとうございます。

　生み出した作品は自分の子供です。ここに辿たどり着つくまで多くの作品をボツにしてきた私ですが、ようやく我が子に日の目を見せてやることが出来ました。

　そして作中のヒロインたちは娘です。だから彼女たちのことを可か愛わいいと思ってくだされば、これほど嬉うれしいことはありません。

　出来得るならば、これからも勇者と彼女たちをよろしくお願いいたします。




　そして──

　我が子、我が娘たちにこのような大舞台を用意して下さったＫＡＤＯＫＡＷＡ様、ファミ通文庫編集部の皆様。感謝の念に堪たえません。普通の言葉ですが、ありがとうございますという言葉しか出て来ません。

　お声をかけていただけなければ、日の当たらない道をもっとずっと長く歩き続けていたことでしょう。あの日の電話と感謝は生しよう涯がい忘れません。

　この作品を書籍化していただく過程でも大変お世話になりました。

　特に担当のＨ様に多大の謝辞を。この短期間で知ったこと、学んだことがたくさんあります。もちろんＨ様との会話の中で得たものです。きっと一人では知り得なかったことばかりだと思います。

　Ｈ様には感謝と共にお詫わびも。何せ初めて飛び込んだ世界なもので、右も左も分からぬ状態。恐らく色々とご迷惑をおかけしていることと思いますが、どうかこれからもご指導、ご鞭べん撻たつのほどをよろしくお願いいたします。

　そして謝らなければならない相手はもうお一人。もしかしたら……いえ、もしかしなくても編集長にも多大なご迷惑をおかけしたのではないかと。赤ペン先生かってくらいいっぱい赤が入ってましたもんね……。本当にすいませんでした……。

　精進してまいりますので、何なに卒とぞこれからもよろしくお願いいたします。




　最後になりましたが、イラストレーターの武む藤とう此くり史ひと様。

　いつもツイッターを拝見しております。「寝ないで済む体が欲しい」と呟つぶやかれていた時は大丈夫かと思いましたが、今では素晴らしいイラストレーターさんに出会えたことを神に感謝しています。

　ラフ画が上がってきた時、正直申しまして自分の中にあった勇者と魔王のイメージより上を行くイラストだったので、とても驚きました。テンションが上がり過ぎて即行で携帯の壁紙に設定したくらいです。

　殊こと更さら、武道家のラフ画が可愛すぎて、フライングでＳＮＳに載せたい心を制御するのに必死でした。というかあとがきを書いている今この時も我が慢まんしています。

　武藤様、素晴らしいイラストを本当にありがとうございました。貴方あなたと釣合の取れる作家になれるよう、一層精せい勤きんしてまいります。




　──と、このように、もっともらしい記述で本作を締めくくらせていただきました。

　二巻でははっちゃけるつもりです。

　……出ればネ？

　いや、出ます！

　そういうわけで、再びお目にかかれる日を楽しみにしております。

　まだまだ寒い日が続きますが、読者の皆様におかれましては、どうかご自愛下さいますよう。
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この作品は、第19回エンターブレインえんため大賞ライトノベルファミ通文庫部門特別賞受賞作品『引きこもり勇者VS学級委員長まおう』を改稿したものです。
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